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御曹司様と無愛想な秘書




　足もとには少し弾力性のある上質な絨じゅう毯たん。部屋の中央には来客をもてなすために置かれたシンプルで質のいい応接ソファ。その前にあるテーブルの天板には、ほこりひとつ残されておらず、天井に埋め込まれた暖色系のダウンライトが美しく反射している。

　部屋の奥にあるデスクの上に今日の会議のための資料を置いて、私は役員室を見回した。

　オフホワイトの壁紙で囲まれた落ち着いた室内は、ほかの部屋よりも少しだけ空気が重く濃く感じられる。

　それは、私の緊張のせいかもしれないし、役員室という特別な場所だからかもしれない。

　この場所に仕えるようになってもう二年がたつけれど、いまだにここに足を踏み入れるたびに緊張してしまう理由はふたつ。

　ひとつは私がこの役員室の主あるじである、専務の秘書だから。

　総務から秘書課に異動したばかりの頃、先輩秘書に何度も言い聞かされた。

　秘書という仕事は、常に気を張りアンテナを巡らせて、役員をサポートするのが役目だ。主の仕事が円滑に進むように全神経を集中してサポートし、仕える主がなにを求めているのか、口に出されなくても察して先回りできるようになりなさいと。仕事中に緊張感を保てないような秘書は、必要ないと。

　そしてもうひとつの理由は、私が仕える主が、なんというかとても、とんでもない人だから。

　どうとんでもないのかというと……。




「おはよう」

　私が役員室から出ると同時にエレベーターが開き、ひとりの男性が降りてきた。背の高い三十代前半の、スーツ姿の男。広い歩幅で進み、こちらへと歩いてくる。

　彼が現れただけで、その場の空気が華やぐ気がする。

　人一倍整った顔にくっきりとしたその輪郭。そして、張りのあるよく響く声。

　人混みの中にいても自然と目を引く存在感は、きっと生まれ持ったもの。彼は間違いなく、オーラがあるとか華があるとか言われる人種だ。

「おはようございます、専務」

　私が頭を下げると、少したれ気味の大きな目が緩やかな弧を描いた。

「おはよう、詩し乃のちゃん」

「……冬ふゆ木きです」

　私のことを親しげにファーストネームで呼ぶ彼に、眉ひとつ動かすことなく訂正する。

　彼はふたりきりのときだけ、私のことを〝詩乃ちゃん〟と呼ぶ。きっと、いちいち訂正する私をおもしろがっているんだろう。

　秘書のことを名前にちゃん付けで呼ぶなんてなにを考えているんだ、と無言で冷ややかな視線を送るけれど、彼はまったく気にする様子もなく、ご機嫌で役員室へと入っていった。

　私はそのうしろに続いて入室すると、今日のスケジュールを説明する。

「本日の予定ですが、十時半から新聞社の取材が入っています。来週の十月十五日掲載予定のインタビュー記事です。役員室での写真が欲しいということでしたので、取材もここで対応したいと思っていますが……」

「それでいいよ」

　ちらりと表情をうかがうとうなずかれ、次に進む。

「十三時から会議が入っています、その資料はこちらに。お読みになったうえで事前に確認なさりたいことがあるようでしたら、担当者と昼食を取りながら軽くミーティングができるようにセッティングいたしますが」

「うん。よろしく」

「場所は……」

　役員室か近くのレストランか……、と考えていると、先回りして専務が答える。

「社内のカフェでいいよ。なるべく風通しのいいところで話をしたい」

「かしこまりました」

　私が無表情でうなずくと、専務はその整った顔で私を見つめながら楽しそうに笑っている。

　容姿端麗、という言葉が勝手に頭に浮かぶ。

　私の目の前で笑う彼は、その言葉にふさわしい、見栄えのする外見をしていた。

　彫りの深い顔に、綺麗な二重の大きな目。通った鼻筋と少し大きめの口。黙っていればそれだけで絵になる美しい造りの顔は、笑うと途端に目尻が下がり親しみやすくなる。

　三十一歳という若さで専務というポジションについていて、そのうえ思わず見とれてしまうほどのイケメンとなれば、周りからやっかまれて妬ねたまれても仕方がないはずなのに、その愛嬌のある笑顔のおかげで、彼はみんなから愛されていた。

　どんな無茶振りも〝彼のためならがんばるか〟。社員にそう思わせてしまうほど、魅力を備えた人。

　ずるいな、と思いながら、こちらに向かって微笑む男を少しだけ睨にらむ。

「どうかした？」

「いえ」

　首をかしげる専務に頭を振りながら、役員室に備えつけられたクローゼットの扉を開く。冠婚葬祭用の物を含め、常に何本か用意しているネクタイの中から一本選び引き抜いた。

　それをきょとんとする専務に手渡す。

「新聞社の取材の際は、こちらのネクタイに取り替えていただけますか？」

「どうして？　今してるのは似合わない？」

　ダークグレーのスーツに白のシャツ。首もとにつけられた黒とチャコールグレーのチェックのネクタイ。

　とてもおしゃれで似合ってはいるけど、新聞の取材なら替えた方がいいだろう。

　新聞の紙はもともとグレーがかっている。そこに白黒の粒子の粗い写真を印刷されるのだから、細かなチェックのネクタイの柄は、ぼやけてくすんだ印象になってしまう。

　創業二百年を迎えてなお成長し続ける、大企業を引っ張る若々しく力のある専務。それを印象づけたいなら、断然こちらの方がいい。

　そう思ってコントラストのはっきりとした、ピッチの広いレジメンタルストライプのネクタイを選んだ。

「お似合いですが、新聞に掲載される写真だと……」

　私がネクタイを取り替える理由を説明しようとした途端、専務はのんきに笑い「ネクタイを選んでもらうなんて、なんだか新婚さんみたいだよね」なんて見当ハズレなことを言い始める。

「な……っ!?」

　なにを言ってるんですか、と反論しようとした私の前で、専務の長い指が無造作にその首もとに伸びた。乱暴にネクタイの結び目に指を引っかけ、そのまま緩める。閉ざされた役員室に、シルクのネクタイの衣擦れの音が響いた。

　慣れた手つきでネクタイを緩め、こちらを見下ろしながらシュッと音をたてて首もとからネクタイを引き抜く。そのなにげない仕草に、私の喉がこくりと鳴った。

　ただネクタイをはずしているだけ。なのに、なんでいちいちこの人は……。

　思わず見とれそうになる自分を戒め、無表情ではずしたネクタイを受け取る。専務は私が選んだネクタイをつけると、「どう？」と笑顔でこちらを見た。

　うん。とても似合ってる。

　専務の甘い顔立ちを、はっきりとした色合いのレジメンタルストライプが引き締めて、いかにも〝できる男〟という雰囲気だ。

　だけど、ちょっと……。

「少し曲がってます」

　私が指摘すると、専務は「そう？」と首をかしげながら自分の胸もとを見下ろす。ぐいぐいとネクタイをいじるその適当さに、じれったくて思わず手が出た。

「……失礼します」

　そう断ってから、ちょうど私の目の高さにある専務の首もとに手を伸ばし、つけたばかりのネクタイを美しい形に整える。仕上げにきゅっと軽く締めると、私はうなずいてネクタイから手を離した。

「これでどうですか？」と専務を見上げると、思いのほか至近距離に彼の整った顔があった。

　動揺で目を見開く私をよそに、目の前に立つ私の髪に頬を寄せた専務が、くんくんと匂いを嗅ぐ気配がする。髪の毛に微かに専務の高い鼻が触れる感触があった。

「詩乃ちゃん、今日なんかいい匂いがする」

「冬木です」

　条件反射のように訂正しながら、動揺が表情に出ないように必死でこらえる。

「シャンプー変えた？」

「専務には関係ありません」

「相変わらず、冷たいな」

　私のぶっきらぼうな返しに、専務は少しも気を悪くすることなくいつものように明るく笑う。私がどんなリアクションをしようが、彼にはどうでもいいことなのだ。

「……では、失礼します」

　小さく会釈をし、くるりと向きを変え退出しようとすると背後から声をかけられた。

「詩乃ちゃん」

「はい」

「いつもありがとう」

　振り返れば、穏やかな笑顔でそう言われた。

「……いえ、仕事なので」

　抑揚のない声で答え、無表情で再度軽く会釈をして役員室を後にする。

　パタン、とダークブラウンの木目の扉を閉めた途端、扉にもたれかかり大きく息を吐き出した。

　さっき専務の鼻先が触れたあたりの髪を、ぐしゃっと掴つかむ。

　こみ上げるのは動揺と後悔。

　もっとかわいげのあるリアクションがとれたらいいのに。もっと上手に笑えたらいいのに。もっと気の利いた言葉を返せたらいいのに。

　そう思えば思うほど、私の表情はこわばって、愛想がなくなっていく。

「……うーっ」

　こんな自分が嫌になって、小さく唸うなった。

　私が仕える上司は、なんというかとても、とんでもない人なのだ。

　とんでもなく、魅力的な男。

　はぁーっともう一度大きく息を吐き出し、気を引き締め直すと秘書室へと向かう。

　今日も一日平常心で乗りきろう。そう自分に言い聞かせながら。




　冬木詩乃。それが私の名前。

　名字の持つイメージ通り、冷たくて愛想のないつまらない女だ。

　なにを言っても動揺しない、慌てない、常に冷静沈着な感情を捨てた〝鉄の女〟だ、なんて陰で言われている。

　二十六歳の独身の女が〝鉄の女〟なんて言われてうれしいはずがないけれど、自分にかわいげがないことも、いやってほど自覚してるから仕方ない。

　私だって本当は、女の子らしくてかわいいって言われてみたいけど、そんなの自分には似合わないって、ちゃんとわかってる。

　胸あたりまでの黒い髪をひとつに結び、なんの飾り気もないシンプルなスーツに黒いベーシックなパンプス。ネイルは爪の先が割れないように透明のトップコートを塗るだけだし、メイクも清潔感があればいいと社会人として最低限のことをするだけ。

　そんな私がなぜか、秘書という華やかなイメージの職についてもう二年がたつ。

　まぁ、秘書の日常なんて、一般的なイメージとはかけ離れた地味な雑用ばかりなんだけど。

　日本有数の食品の卸売専門商社、『綾あや崎さきグループ』。

　もともとは小さな呉服屋として始まった綾崎屋が、明治の初めに醤油や酒の問屋として業種転換し、今では国内トップスリーの売上高を誇る食品専門商社になった。

　その綾崎グループの御曹司にして、専務を務める綾崎誠まさ人と。それが、私の仕える上司だ。

　グループの社長が専務の父、そして兄である弘ひろ人とさんが副社長を務めている。

　次男の誠人さんは大学卒業後、綾崎グループの子会社である『綾崎フーズ』に入社した。

　綾崎フーズは食品の卸ではなく、オリジナルブランドのおつまみや缶詰などの加工食品を開発製造している会社だ。

　そこで一社員として五年間働いた彼は、綾崎フーズでしっかりと功績を残し、親の七光だけではないと証明してみせた後、二十八歳という若さで親会社である綾崎グループの役員となった。

　誠人さん自身はまだ役員になるつもりはなかったようだけど、副社長を務めていた長男の弘人さんが、東南アジアに物流事業を展開する目的の合弁会社を設立するために現地へ赴くことが多くなり、手薄になった国内業務を補うためにと役員に選出されたらしい。

　いくら社長の息子だとはいえ、まだ若い彼が役員になることに、どこからも不満が出なかったというからすごい。

　顔がよくて、明るく人から好かれる性格で、有能で、そのうえ由緒ある大企業の御曹司様。

　なんというか、ずるいくらいとんでもなく、魅力的な男だと思う。

　私はそんな人の、秘書をしている。

　魅力的すぎる専務のせいで、毎日動揺の連続だ。その動揺を外に見せることなんて、決してないけれど。




　秘書室に戻り、ほかの秘書とともに打ち合わせをする。

「十時半から役員室で新聞社の取材が入っているので、秘書室も撮影をお願いされるかもしれません。役員のスケジュールや社外秘の書類などは、念のため目につかないところに……」

　私が話をしている横で、秘書課の後輩の桃もも井いさんがふっくらとした頬を桃色に染め、はぁーっとため息をついた。

　なんだろう、と横目で見ると、桃井さんは小首をかしげてうっとりとした表情をしていた。緩くパーマがかかったセミロングの髪をサイドで束ねた桃井さんは、指先で髪の毛をいじりながらつぶやく。

「専務って、本当にかっこいいですよね。副社長に代わって国内業務を仕切るようになってから、確実にメディアの取材が増えたと思いません？」

「そうですか？」

　無表情で首をかしげた私に向かって、桃井さんは唇を尖とがらせる。

「そうですよ。副社長の弘人さんは男前って感じで近寄りがたいけど、誠人さんは優しいしかっこいいしおもしろいし。専務付きの冬木さんがうらやましいです」

　桃井さんはまだ秘書見習いで、特定の役員付きになっているわけではない。秘書課の雑用をこなしたり、手が足りない秘書のサポートをしたりしている。

「私もいつか専務の専属の秘書になって、おそばでお世話をしているうちに、『プライベートでも僕のパートナーになってくれないか？』なんて言われて、玉の輿こしのシンデレラコース、とか、夢見ちゃいますよね」

　そんなことを言う桃井さんを見て、綺麗な黒髪を肩の上で切りそろえたボブヘアの大おお野のさんがため息をついた。

　彼女は秘書課の大先輩で、社長付きの秘書のひとりだ。多忙な社長には大野さんのほかに、常に行動をともにするベテランの男性秘書がついている。

「もし桃井が専務の担当になったら、三日で異動ね」

「なんでですか？」

「担当する上司に惚ほれるなんて、秘書失格だからに決まってるでしょう。あんたが玉の輿を夢見るなんて、百万年早いわよ」

「えーっ」

　大野さんの言葉に、桃井さんが不満そうに声をあげる。

「実際、冬木が担当になる前は、立て続けに三人くらい異動になったのよ。誠人さん、あの端正な顔のうえに人懐っこい性格だから、一緒に仕事をしてる女を無自覚にたぶらかしてしまうのよね」

「あー、だから冬木さんが専務の秘書になったんですね」

「冬木なら、ちょっとやそっとじゃ揺らがないからね」

「鉄の女ですもんね」

　しみじみとうなずき合う大野さんと桃井さんに反論したかったけれど、無表情で黙り込む。背筋をぴんと伸ばしたまま眉ひとつ動かさない私に、大野さんは髪を揺らして小さく笑った。




「生まれたときから御曹司として育ってきたわけですが、最初から決められた人生に疑問はなかったんですか？」

　役員室の応接セットで新聞記者から投げかけられた嫌みを含んだ質問に、ソファのうしろに立って聞いていた私は、思わず眉をひそめた。

　しかし専務は少しも気を悪くした様子もなく、小さく肩を上げてみせる。

「残念ですが、御曹司として育てられた自覚が少しもなかったんです」

「そうなんですか？」

　専務の言葉に、新聞記者の四十代くらいの男性が疑うように少し身を乗り出す。

「小さい頃から贅沢とは無縁の育てられ方をしてきましたから。小遣いは周りの友達よりも少なかったんじゃないかな。働かざる者食うべからず、という父の教育方針で足りない分は働けと言われていたので、よく兄と家の手伝いをしていたんですよ。お駄賃でもらった小銭を握りしめて、ふたりで近くのお店で肉まんを買って半分こしたりしていました」

「綾崎グループの御曹司が、肉まんを半分こ？」

　目を丸くした記者に向かって、専務は首をすくめ人懐っこい笑みを浮かべる。くしゃりと目尻が下がる、あの愛嬌のある笑顔。

「自分が働いてもらったお金で、こっそり買い食いするのがとても楽しかったのを覚えています」

「こっそりだったんですか？」

「こっそりです。夕食前におやつを食べると怒られたので」

　顔を寄せ声をひそめた専務に、向かい合っていた記者が小さく笑った。

　それまで、若くして大企業の専務になった御曹司に反感を抱いていた記者から、毒気が抜けていくのがわかる。

「英会話や行儀作法は教え込まれましたが、それ以外は放任主義で、小さな頃から会社を継げと言われたことは一度もありませんでした。兄は昔から父の仕事に興味を持っていたみたいですが、自分はまったく。それどころか、何代も続く会社にあまり魅力を感じられなくて、自分はなにか新しいことをしたい、なんて生意気なことを思っていました」

「じゃあ、どうして綾崎グループに？」

　そう問われ、専務はソファに軽く座り直した。それまでの和やかな空気を変えるように、自然に背筋を伸ばす。

　専務の声のトーンが微かに落ちる。落ち着いた、よく響く声。

「私が大学に通っていたときに、台風で各地に大きな被害が出たことがありまして」

　その言葉に、記者が記憶を探るように首をかしげた。

　当時高校生だった私が暮らしていた地元もその台風による大きな被害を受けたから、今でもしっかりと覚えている。大雨を降らす台風で、あちこちで川が氾濫し、土砂崩れがおきた。

「鉄道に大きな被害が出て、あちこちで物流が途切れてしまったんです。被災地に物資が届かないことが大きく取り上げられていましたが、その裏で農作物が出荷できないと、多くの農業関係者が悲鳴をあげていました。丹精込めて作った野菜を、出荷することもできず廃棄するしかないのかと嘆くなか、父は『うちで全部引き受ける』と近くの港に貨物船をつけて、行き場のなかったコンテナを詰め込んで、全国に出荷したんです」

　専務のその言葉に、記者が小さく息を漏らす。

「そういえばありましたね、そんなこと」

「『生産者が困ってるなら、俺が買ってやる！』って、勢いで全部受け入れて、農協や関係部署への連絡は後回しですよ。なんて無茶苦茶なんだろうと驚きましたが、父のその行動に、たくさんの農家の方が安堵したそうです。非常時にはそのくらいリーダーシップのある人間が必要なんだって実感しました。私は当時、外資系の企業へ就職するつもりだったんですが、食品物流の大切さを改めて感じて、いただいていた内定は辞退して父の仕事を手伝おうと決めたんです」

「それで子会社の綾崎フーズに入社されて、大ヒット商品を手がけたんですね」

　納得したようにうなずいた記者に、専務は微笑む。

　ふたりのやり取りを聞きながら、時計を見る。

　思ったより話が弾んでいるな。取材は三十分の予定だったけど、少し長引きそうだ。そう思いながら、私は頭の中で今日のスケジュールを再確認した。




　新聞社の取材が終わり、役員室の応接セットを整えていると専務に声をかけられた。

「あ、詩乃ちゃん」

「冬木です」

　訂正しながら振り向くと、かわいい猫のキーホルダーが私の目の前でゆらゆらと揺れていた。

　白い顔の額から八の字を描くように黒いぶち模様が入った、いわゆる〝ハチワレ猫〟といわれる猫のイラストが描かれたアクリルキーホルダーだ。

　好奇心でいっぱい、というように緑がかった目を真ん丸に見開いている猫のイラストがかわいくて、私はごくりと息をのむ。

「さっきの新聞社の神かん崎ざきさんがくれたんだけど、詩乃ちゃんこういうの好きでしょ」

「別に、好きというわけでは……」

　新聞社のマスコットキャラクターの『にゃんだろう君』グッズ。

　とってもかわいくて人気なのに、一般販売していないので、かなり貴重なお宝グッズだ。

　それを、私に？

　受け取っていいのかためらいながら専務の顔を見上げると、専務は強引にキーホルダーを握らせる。そのうえ、さらにほかのグッズが入った袋を手渡してきた。

「ほかにもクリアファイルとかメモ帳とかボールペンとか、いろいろもらったんだ」

　そう言われ、思わず袋の中を覗き込む。クリアファイルに印刷された新聞の下から尻しっ尾ぽだけ出す『にゃんだろう君』や、ペンのうしろに肉球のチャームがついた『にゃんだろう君』ボールペン。かわいいグッズがいっぱいで、目を見開く。

　わ、かわいい……！　どうしよう、うれしい！

　心の中でそう叫んだけれど、そんな高揚感は少しも表に出さず、冷静な表情のまま専務の顔を見る。

「俺が持ってても使わないし、あげるよ」

「お使いにならないのでしたら、いただきます」

　にこりともせず頭を下げるかわいげのない私の態度に、専務はきっちりと締められたネクタイを軽く緩めながら小さく笑い、うなずいた。

　仕事中に専務がネクタイを緩めるなんて珍しい。取材が思ったより長引いて、疲れているのかもしれない。

「なにかお飲み物、お持ちしますか？」

　私がたずねると、専務はうれしそうに首を縦に振る。

　コーヒーはさっき出したし。取材でたくさんしゃべって、喉も渇いているだろうからアイスティーにしようかな、なんて思いながら会釈をし、役員室を出る。

　静かに扉を閉めてくるりと向きを変えると、その重厚な扉に背中を預け、ため息をついた。

　あー、もう。どうして私は素直にうれしさを表に出せないんだろう。

『うれしいです』って、『大切にします』って、笑顔で言えたらいいのに。ひねくれた自分が嫌になる。

　胸に抱いた『にゃんだろう君』グッズ。それを見下ろしてもう一度ため息をつき、秘書室に向かう。

　自分のデスクに専務からもらったグッズを置き、秘書室のすぐ隣にある給湯室でお茶の準備をしていると、専務が役員室から出てきてこちらにやってきた。

「どうしました？」

「コーヒーより冷たいものがいいなってリクエストしにきたんだけど……」

　専務は言いながら私の手もとを見て、にっこりと笑った。

　そこには茶葉の入ったティーポットと、冷やすための氷がたくさん入れられたもうひとつのポット。

「さすが詩乃ちゃん」

　そう微笑まれ、首を横に振る。

「いえ」

　妙に照れくさくて、いつも以上に無表情になる。

　こんなとき、かわいく笑って恥じらえたらいいのに。まったく役に立たない自分の表情筋を恨みたくなる。

　そんな私の気持ちを知らずに、専務はご機嫌の様子でお茶の支度をする私を眺めていた。

「あとで役員室にお持ちしますよ？」

　やんわりと仕事に戻ってくださいと促したけれど、専務は首を横に振って狭い給湯室の壁に寄りかかる。

「詩乃ちゃんのことを見ていたいだけだから、気にしなくていいよ」

　そんなことを言われても、気にしないなんて無理だ。

　普通にお茶を淹いれているだけなのに、背後から専務に見られていると思うだけで、彼の視線にさらされたうなじのあたりが熱くなる。

　平常心、平常心。

　そう自分に言い聞かせていると、背後から「詩乃ちゃんってうしろ姿綺麗だよね」なんて褒め言葉を投げかけられ、手に持っていたグラスを落としそうになった。

　必死に動揺を隠し平静を装う。

「わざわざそんなお世辞を言わなくても、ちゃんとお茶をお淹れしますよ」

　表情筋を引き締めて無表情をつくり、蒸らし終わった茶葉をこしながら氷が入ったポットに移し替える。カラリとガラスのポットに氷がぶつかる音が響く。

　そのとき、桃井さんの声が聞こえてきた。

「わー！　『にゃんだろう君』だ。かわいい！」

　廊下に出て秘書室の方を覗くと、桃井さんが私のデスクの上にあった袋を勝手に覗き、歓声をあげていた。

　専務が壁にもたれていた体を起こし、秘書室へと歩いていく。

「桃井さん。それ、冬木さんのだから」

「そうなんですか？」

　なにか言いたげな桃井さんに、専務は無言でうなずいた。そして桃井さんの手にあったクリアファイルを優しく取り上げる。

　その様子を廊下から覗いていると、私の姿に気づいた桃井さんがこちらに向かってにっこりと笑った。

「でも、冬木さん。こんなのもらっても困りますよね？」

　そう問われ、どういう意味だろうと首をかしげる。

「だって冬木さん、こういうかわいいの、似合わないですよ」

　笑顔で言われ、開きかけた口もとが凍りついた。

「冬木さんって持ってるもの全部、実用性重視のシンプルなものばかりだし、こういうかわいいキャラクター嫌いですよね？」

「そうなの？」

　桃井さんの言葉に、専務がこちらを見る。

「冬木さんは猫とか犬とかのかわいい動物よりも、爬は虫ちゅう類るいとか飼ってそうですよね」

　無邪気な笑顔で言う桃井さんに、眉をひそめたかったけれど、うまく顔の筋肉が動かなかった。

　こわばったままの表情で「そうですか」とつぶやく。

「冬木さんにあげても迷惑がるだけですよ。私がもらってもいいですか？」

　小首をかしげて専務を見上げる桃井さん。その可か憐れんな笑顔に、思わずかわいいなと思ってしまった。

　かわいければすべて許されるというわけではないけれど、小さなおねだりや些細なワガママが似合ってしまう彼女がうらやましい。

「でも」と言いかけた専務の言葉を遮って、桃井さんがこちらを向いた。

「いいですよね？　冬木さん」

　自分が欲しいものは必ずもらえると信じて疑わない無邪気な笑顔。

　きっと専務だって、にこりともしない無愛想な女よりも、満面の笑みで喜んでくれるかわいい桃井さんにあげた方が、気分がいいに決まってる。

「……どうぞ」

　感情を押し殺してうなずくと、桃井さんは「やったぁ」とうれしそうに飛び跳ねた。動きに合わせぴょんぴょんと、彼女の緩く波打つ髪の毛が揺れる。

「ありがとうございます、専務。私みんなに専務から『にゃんだろう君』グッズもらったって自慢しちゃおうっと」

　桃井さんとは対照的に、専務はどこか不機嫌そうだった。

　私は複雑な気持ちで給湯室に戻ると、ガラスのポットの中で冷えた紅茶を氷が入ったグラスに移す。それをトレーにのせて専務に近づくと、専務の視線がこちらに移る。

　珍しく険しい顔の専務に、どうしていいのかわからずにトレーを持ったまま立ち止まった。すると専務の長い腕がこちらに伸び、トレーの上のグラスをさらった。

　長い指がグラスを掴み、形のよい唇に運ぶ。綺麗な顎から首のラインに浮かぶ喉仏が二、三度上下し紅茶を飲み干す。そして不機嫌そうな表情でこちらを見下ろしながら濡ぬれた唇を親指で拭った。

　その色っぽさに、めまいがするかと思った。

「ありがとう。昼のミーティングの件、頼むね」

　低い声で短く言って、空になったグラスを私の持つトレーの上に置き、専務が踵きびすを返す。背の高いうしろ姿をぼんやりと眺めていると、グラスの中で溶けた氷が崩れ、カラリと音をたてた。

　その様子を見ていた秘書室の上司、戸と村むら室長があきれたようにため息をつく。

「冬木、無愛想なのもいい加減にしろよ」

　意味がわからず無表情で振り向けば、戸村室長は眉をひそめて口を開いた。

「専務から物をもらって大袈裟に喜べとは言わないけど、迷惑ですよねなんて言われて否定しないのは失礼だろ」

「あ……」

　室長の言葉に目を見開く。

　たしかにさっきの私の態度は、欲しくもないものをもらって迷惑だから桃井さんに譲ったみたいだ。

「それから、桃井も専務に対してなれなれしすぎだ。立場をわきまえろ」

「はぁい」

　桃井さんは室長の言葉に、元気よく返事をしてにっこり微笑む。そのかわいい態度に室長はやれやれと苦笑いする。

　そのやり取りを見ながら、桃井さんの半分でも、いや十分の一でもいいから、あの愛嬌とかわいげが自分にあればいいのにとうなだれた。




　仕事を終えひとり暮らしのマンションにたどり着き、玄関のドアに鍵を差し込む。ガチャリと音をたてて解錠し、ドアノブをひねると、部屋の中でなにかが動く気配がした。

　きっと、耳をすまして私の帰りを待っていてくれたんだろう。そう思うと、愛しさで胸がうずく。

　ドアを開き室内に入る。するとたたきを上がったところで、ちょこんと座りこちらを見上げるハチの姿があった。

「にゃーん」

　おかえり、というようにこちらを見上げて鳴く、白と黒のハチワレの猫。

「ただいま、ハチー！」

　その愛らしい姿に、思わず顔をとろけさせながらしゃがみ込み抱き上げる。かわいいかわいい、私の愛猫だ。

「お腹すいた？　すぐご飯あげるね」

　抱き上げた私の肩先に額をこすりつけるハチを指先でなでながら、靴を脱ぎ部屋に入る。

　床に置いた餌皿の中のカリカリを、ハグハグと音をたてて食べるハチの姿を眺める。私が小学生の頃から飼い始めた猫のハチは今年で十七歳。もう立派な老猫だ。

　小さな頃はくっきりと鮮やかだった白と黒の毛並みに、最近はグレーの色素の薄い毛がぽつぽつと交ざり始めていた。

　黒い耳の内側は綺麗なピンク色。目は緑がかった金色。鼻先は桜の花びらみたいな薄いピンクで、尻尾は真っ黒。

　その姿は、今日見た『にゃんだろう君』そっくりだ。

「『にゃんだろう君』グッズ、欲しかったなぁ……」

　餌を食べるハチの横にごろりと寝転がり、そうつぶやく。

　せっかく専務がくれたのに、あんな無愛想な顔をして、迷惑だからほかの人に譲るなんて態度をとってしまったことに、後悔がこみ上げる。

「どうせ無愛想ですよ。どうせかわいいものなんて似合いませんよ。どうせ猫よりも爬虫類の方がぴったりですよ、どうせ、どうせ……」

　なんで正直にあげたくないって言えないんだろう。素直にうれしいって言えないんだろう。どこまでもひねくれた自分が嫌になる。

「あー、もう、自分のバカ……」

　自己嫌悪でフローリングの床にガンガンと額をぶつけながら唸る。すると、餌を食べ終えたハチが、こちらに近づいてきた。

　床に伏せた私の頭に、小さな額をこつんとぶつける。そのまま私の髪に頬ずりをして、もう一度頭をぶつけ、喉を鳴らす。

「ハチ……。なにそれ、慰めてくれてるの？　それとも頭突きしてるの？」

　私が顔を上げてたずねると、ハチは「にゃーん」と返事をして、また額をこすりつけてくる。

「ね、ハチ。私の髪、いい匂いする？」

　今日、髪に微かに触れた専務の鼻先の感触を思い出しながら、ハチにそう聞いてみる。

　でもハチはそんなこと知らんぷりで、ゴロゴロと喉を鳴らしていた。

　床に倒れ込んだまま、自分の髪をひとふさ取り、鼻先に近づけて匂いを嗅いでみる。言われればわかるかも、程度の微かなホワイトフローラルの香り。

　自分では決して選ばない甘い香りのする高価なブランド物のシャンプーは、海外出張に行った社長からのお土産だった。

　せっかくもらったからと使ってみたけれど、こんな華やかな香りが自分に似合うわけがない。

　専務に、地味な秘書のくせに色気づいてる、なんて思われなかったかな。似合いもしない香りをまとってバカみたいだ、なんて思われなかったかな。

　そんなマイナス思考がぐるぐる頭を回ってしまう。

　もう一度額を床にこつんとぶつけると、ハチにやわらかな尻尾でおでこをなでられ、じわりと涙がこみ上げてきた。

　小さな頃からずっと、私は手のかからない子供だと言われてきた。大人の言うことを聞き、教室の隅でじっとしているような目立たないタイプ。

　そんなもともとの地味な気質に、さらに磨きがかかったのは、高校生のとき。初めてできた彼氏にフラれたことがきっかけだった。

　同じクラスだった男の子に告白されて付き合ったけれど、すぐに別れてしまった。

『お前みたいなかわいくない女と、本気で付き合うわけねぇだろ！　浮かれてんじゃねーよ。お前なんかを好きになるわけない』

　投げつけられた容赦ない言葉を思い出すたびに、自分が情けなくなる。

　初めて彼氏ができたことがうれしくて、似合いもしないおしゃれをして、はしゃいでしまった幼い私。そんなみっともない自分が、恥ずかしくて仕方なかった。

　これからは、ちゃんと自分をわきまえて生きていこう、そう改めて自分に言い聞かせる。

　自分には、かわいいものなんて似合わないんだ。私はどうせ無愛想でかわいげのないつまらない女なんだから。

　高望みしない。恋もしない。似合わないものを欲しがったりしない。ただ真面目に生きていこうと心に決めた。

「にゃーん」とハチが、いつまでも床に寝転がっている私にもう一度頭突きする。

「ハチぃ……」

　その体を抱き上げて、ごろりと寝返りを打つ。

「私はお前がいてくれれば、それでいいんだ」

　胸の上にハチの体をのせて、ぎゅっと抱きしめた。

　こんなかわいげのない自分を、好きになってくれる人なんて現れるわけがない。恋人も結婚も、自分には縁のないことだろう。

「ハチがいてくれれば、それでいいから。だから、長生きしてね」

　東京の大学に進学するときに、どうしてもハチと離れたくなくて、実家から連れて上京してきた。それからずっと、ハチと一緒に暮らしている。

　ひとり暮らしにはもう慣れた。料理も家事も、必要最低限のことは、なんでもできるようになった。

　ひとりで生きていくことを、寂しいと思うこともあるけど、ハチがそばにいてくれるからがんばれる。こうやって愚痴を言えば黙って聞いてくれるハチに、いつも励まされ救われてきた。

　やわらかい体をぎゅっと強く抱きしめると、腕の中のハチが「にゃー」と鳴いた。










意地っ張りと大切な猫




　――小学校から帰る途中、小さな猫を見つけた。

　まだ目も開かない、生まれたての子猫。道端に置かれた段ボール箱の中にその子はいた。

　細い手足で必死に踏ん張り立ち上がろうとするけれど、大きな頭が重くてすぐにこてんと転んでしまう。

　がんばれ、がんばれ。

　私は背負っていたランドセルの肩紐をぎゅっと握りしめ、段ボールの前にしゃがみ込んだ。

　私の気配を察したのか、子猫はくんくんと鼻を動かしこちらに近づこうと手足を動かす。ぷるぷると震える足を踏ん張り、前足で手繰り寄せるようにして必死に前に進もうとする。

　まだ短い尻尾を丸め、一生懸命こちらに来ようとする姿に、思わず手を差し伸べた。

　子猫は怯おびえることなく私の指先に鼻を近づけくんくんと匂いを嗅ぐと、甘えるように小さな頭を私の手にこすりつけ、そして鳴いた。

『にゃー』

　空気を震わせた小さな鳴き声。やわらかな産毛。頼りないほど小さな頭。

　どうしようもない愛おしさに、心臓がぎゅっと締めつけられた――。




　セットしたアラームの音で目を覚まし、薄っすらと目を開ける。見慣れた自分の部屋。カーテンの隙間から朝の光が差し込んでいた。

　懐かしい夢を見たな、と思いながら体を起こす。枕もとに置いたスマホに手を伸ばしアラームを止めた。

　ハチと初めて出会った日のことを、久しぶりに思い出した。

　学校帰りに見つけた、捨てられた子猫。その小さな体を胸に抱いて家まで走り、どうしても飼いたいとお願いした。

　多分それが、物心ついたときからずっとお利口さんだった私の、初めてのワガママだった。

　私は手を伸ばし、足もとで丸くなるハチの小さな額をそっとなでる。すうすうと呼吸をするたびに上下するハチの丸いお腹。人に触れられたのに目を開けもしない無防備さに、苦笑いしてベッドから立ち上がった。

　出かける支度をしながら、今日のスケジュールを頭の中でおさらいする。

　夕方から取引先の仕入業者との会食兼打ち合わせがある。相手の担当者は話し好きの人だから、きっと予定より長引くだろう。帰りはいつもより遅くなりそうだ。

　そう思いながら、ハチの朝ごはんを用意する。老猫用のカリカリと、猫用に乳糖をカットしたミルク。

　いつもなら袋を開けた途端飛んでくるハチが、今日はベッドの上で丸くなったまま起きてこない。

「ハチー？　ごはん置いておくよー？」

　私が声をかけると、『聞こえてるよ』というように、ベッドの上で黒い尻尾を面倒くさそうに動かした。

「いいなぁ、ハチはいつものんびり寝てられて」

　のんきなハチに苦笑しながら、鏡の前で身だしなみを整える。

「ハチ、行ってくるね」

　そう言うと、ハチは黒い耳をパタパタと揺らし、「にゃーん」と短く返事をしてくれた。

　いつもなら、私が家を出るときは足の周りをぐるぐる回ってまとわりついてきて、困るくらいなのに。

　ベッドから下りようともしないハチに、首をかしげながらパンプスを履き、部屋を出た。




　秘書室で役員たちのスケジュール調整をしながら、ため息をつく。

「あっちもこっちも、ギチギチですね」

　桃井さんのうんざりした言葉に、その場にいた秘書たちがうなずいて苦笑いする。

　日本有数の食品専門商社ともなれば、仕入先は国内外合わせ一万社を超えるし、食品を卸す得意先はその数倍になる。

　もちろん取引先とのお付き合いも多くなるわけで、限られた役員の時間を無駄なく割り振る作業に毎回秘書たちは頭を悩まし苦心する。

「最近ずっと副社長が東南アジアと日本を行ったり来たりだからなぁ」

　戸村室長の言葉に、スケジュール帳を見下ろしながらうなずいた。その分のしわ寄せが、専務にくるわけだから、多忙なのも仕方ない。

「社長も海外出張が多くなったしね」

　大野さんが言うと、桃井さんが「そういえば」と顔を上げる。

「今日、社長が日本に戻られるんですよね？」

「そう。昨日マレーシアの食品マーケットショーに参加して、今日帰ってくる予定よ」

　うなずいた大野さんに、桃井さんはうきうきした様子で肩を上下に揺らす。

「マレーシアかぁ。社長、海外出張のときは毎回お土産を買ってきてくれるんですよね。今回はなんだろう。楽しみですね」

　無邪気に笑う桃井さんに思わず脱力していると、コホンと咳払いが聞こえた。

「それじゃあ、私の帰りよりも、お土産が待ち遠しいみたいだね」

　振り返ると、そこには男性秘書の乾いぬいさんを引き連れた社長の姿があった。

　七十歳近くになっても少しも衰えを感じさせない逞たくましい体つきと存在感。彫りの深い顔立ちには経営者にふさわしい威厳と貫禄が刻まれているけれど、笑うと頬にシワが寄るところなんかは専務とそっくりだ。

「おかえりなさいませ」

「お疲れさまです」

　慌ててその場にいた秘書たちが立ち上がり、頭を下げた。その姿に社長は穏やかに笑い、乾さんに視線を送る。

「ちゃんとお土産は買ってきたから、安心していいよ」

　眼鏡をかけ真面目そうな、いかにも秘書然とした雰囲気の乾さんがうなずいて、持っていた紙袋を大野さんに手渡した。

「社長、いつもお気遣いありがとうございます」

　代表して大野さんがお礼を言い、私たちも頭を下げる。

　世界中を飛び回る多忙な社長が、わざわざ時間を割いて私たちにお土産を選んでくれるなんてなんだか申し訳ないけれど、社長にとってはそれもビジネスのアイデアを練る大切な時間らしい。

　いろんな方向にアンテナを張り巡らし、ビジネスチャンスを探す、とても好奇心旺盛な人だ。

「俺にもお土産ある？」

　なんて軽口が飛んできて振り向けば、役員室から専務が出てきたところだった。

「そういえば、お前にはなにも用意してなかったな」

「残念」

　専務は肩をすくめて笑いながら近づいてくる。

「食品マーケットショーはどうでした？」

「予想以上に好感触だったよ。事前に弘人が現地で根回ししてたところも大きいんだろうが、日本食ブームもあるし、低温物流事業はまだまだ展開していく余地がある」

　背が高く華のある専務と、専務よりはひと回り背が低いけれど渋くて大人の色気を感じさせる社長。ふたりが頭を寄せて会話する姿はとても絵になる。

　美形親子だなと心の中で思う。

「その辺ゆっくり話したいし、今日の夜は久しぶりにうちで夕食でもどうだ？」

　社長と副社長の弘人さんは、都内の高級住宅街にある一軒家に住んでいるが、専務は会社のそばにマンションを借りてひとり暮らしをしている。

「母さんも、たまには顔を出せと言ってるぞ」

　普段は社長と専務として接しているけれど、今は父親の顔をしてそう言う。その言葉に専務はくすぐったそうに顔をしかめ、苦笑いしながらこちらを見た。

「冬木さん、今日のスケジュールはどうなってる？」

　私は慌てて近づきスケジュール帳を開いてみせる。

「夕方から仕入先の『塔とう田だ酒造』と打ち合わせをかねた会食が入っていますので、ちょっとはっきりした時間が……」

「あぁ。あそこの担当、自分のところのお酒を飲ませたがるし、話が長いからなぁ」

　私の言いたいことを読み取って専務がうなずく。

「じゃあその移動に、俺の車を使おうかな」

「え？」

「俺の運転で行けば向こうも酒を勧めないだろうし、次の予定があるって言いやすいだろ。その後家まで送るから」

　いいでしょ？と小首をかしげられ、ぽかんとしながら専務の顔を見上げた。

「俺、安全運転だから安心していいよ」

　黙り込んだままの私から戸惑いを感じ取ったのか、専務はそう付け加える。

　いえ、別に運転技術の心配をしているわけではなく、専務の車で移動ということは、部下の私は当然下座である助手席に座るということで。車という狭い密室の中で、ふたりきりになるということで。

　無表情のままそんなことをぐるぐる考えている私に、専務は「じゃ、そういうことでよろしく」とにっこり笑う。

「かしこまりました」

　機械のように感情のない声で答え、頭を下げる。

　しかし、内心とても動揺していた。




　地下駐車場に止められた高級車。

　社長用の厳いかめしい黒塗りのセダンや副社長の好きな高級なスポーツカーが並ぶなか、専務は迷わずシルバーの車へと近づく。

　遠目から見れば、シンプルなデザインでスタイリッシュなＳＵＶクーペ。

　しかし近づけば、車体についたエンブレムや美しい曲線のフォルムに、車に疎い私でも間違いなくとんでもない値段のする一台だということがわかってしまう。

　そんな車の助手席のドアを平然と開き、「どうぞ」と私に笑いかける専務。

「あ、ありがとうございます」

　恐る恐る乗り込むと、運転席に専務が座りバタンとドアを閉めた。分厚く頑丈な車体が外界の音を遮断すると、車内の静けさに嫌でも密室を意識してしまう。

　ボタンを押してエンジンをかける動作、無造作にハンドルに置かれた手、シートベルトを締めながらこちらに視線を投げ、微かに細める目もと。

　ひとつひとつが新鮮で、思わず目で追ってしまう。

「寒くない？」

　そう問われ、慌てて顔を逸らし「大丈夫です」とうつむいた。

　ずっと見ていたこと、変に思われなかったかな。

　不安に思いながら視線を上げると、助手席側のガラスに無表情でかわいげのない自分の顔が映っていた。




「そういえば、社長のお土産ちゃんともらった？」

　左ハンドルの車を慣れた様子で運転しながら、専務がちらりとこちらを見る。

「はい。いただきました」

「なにもらったの？」

「紅茶の茶葉を」

「えー？」

　私の答えに、なぜか専務は不満げな声をあげる。

「社長なら、もっとかわいいものとかおもしろいものを買ってきただろ？　ちゃんと自分の欲しいのをもらった？　どうせまたみんなが選んだ後の残り物を取ったんじゃないの？」

「いえ、そんなことは……」

　たしかに、社長のお土産はいつもバラエティー豊富で、女の子なら目を輝かせそうな綺麗な小物やアクセサリー、かわいいスイーツや現地の伝統工芸品など、いろいろ買ってきてくれる。

　私は秘書課の社員たちで分け合った後のあまったものをもらうことが多いけど、なんでそんなことを専務が知っているんだろう。

「欲しいものがあるなら、遠慮することないのに」

　前を向いたままそう言われ、戸惑いながらうつむいた。

「遠慮はしていません。ただ私には、女の子らしい小物やかわいいスイーツは似合いませんから」

　またこんなかわいげのないことを言ってしまう。

『ありがとうございます。次からは欲しいものを一番にもらいますね』なんてにっこり笑えたらいいのに。そんなことが言える性格だったら、こんなひねくれた女になるわけがないけれど。

「似合うよ」

　うつむいた私に、専務が強い口調で言った。

「え……？」

　驚いて顔を上げると、ちょうど車が赤信号で止まる。

　ハンドルから右手を離した専務が、その長い腕をこちらに伸ばした。

「詩乃ちゃんは、ちゃんとかわいいものが似合うよ」

　専務は言いながら、顔にかかる私の髪を、長い指で梳すくようにして耳にかけてくれた。

　そしてそのまま私の耳の裏、普段人に触れられることのないやわらかな皮膚の上を、指先がすっとなでる。

　その、少し冷たい指先の感触に、思わず肌が粟あわ立だった。

　狭い車内の運転席と助手席に座り、まっすぐにこちらを見る専務の視線に、どうしようもなく鼓動が速くなる。

「……詩乃ちゃん、ではなく冬木です」

　かろうじてかすれた声で言うと、専務は目もとを緩めて笑った。くしゃりと目尻が下がる、人懐っこい笑顔。

「まいったなぁ。詩乃ちゃんはほんとブレないよね」

　専務は肩を揺らしながら私の耳に触れていた指を離し、ハンドルを握り直す。

　信号が青に変わり、何事もなかったように車を発進させる専務。

　その横顔を眺めながら、高鳴る胸の鼓動をごまかすように、深呼吸を繰り返す。

「おせっかいかもしれないけど、詩乃ちゃんはちゃんと、かわいいものも、いい匂いも似合うよ」

　運転しながら言った専務に、匂いってどういう意味だろうと首をかしげると、横目でこちらを見て笑う。

「昨日の甘い匂いも、ちゃんと似合ってたよ」

　専務の言葉に、思わず目を見開いた。

「俺がいい匂いがするなんて余計なことを言ったから、気にして今日はいつものシャンプーに戻したのかなって思ってたんだけど。違う？」

　なにこの人。鼻がよすぎるというか、鋭すぎるというか！

　なにげないひと言をいちいち気にして、シャンプーを変えてしまったことまで見抜かれて、どうしようもなく恥ずかしくなる。

　しかし、ひねくれた私は、動揺すればするほど表情筋がこわばり、無愛想になってしまう。

「違います。たまたまです」

　必要以上に強い口調で突っぱねるように否定する。

　そんな失礼な態度をとる私に専務はやわらかく笑い、視線を前に戻す。スムーズな動作で車を運転する彼には、少しも気を悪くした様子はなかった。

　やっぱり私がどんな態度をとっても、専務にはどうでもいいことなのだ。

「そっか。俺は昨日の香り、好きだったんだけどな」

　独り言のようなつぶやきに、じゃあ今日はまたあのシャンプーを使ってみようかな、なんて思ってしまう自分が嫌になる。

　落ち着け、落ち着け。と自分を戒めながら、深呼吸を繰り返した。

　私の上司はなんというかとても、とんでもない人なのだ。無意識に女をたぶらかす、とんでもなく魅力的な男。

『自分の担当する上司に惚れるなんて、秘書失格だ』

　いつか先輩秘書の大野さんが言っていた言葉を、自分に言い聞かせるように心の中で繰り返した。




「詩乃ちゃんの家って、この辺なんだ」

　取引先との会食を終え、専務の車で自宅のマンションまで送ってもらう。

「そこの信号を、左に曲がったところで大丈夫です」

「ちゃんと家の前まで送るよ。それにしても俺の車で移動する作戦、大成功だったな」

　専務は道案内をする私の言葉に従ってハンドルを切りながら、小さく笑う。

「担当の浦うら野の部長は少し残念そうでしたが」

「あの人すぐ話が脱線するから、酒抜きで打ち合わせしないと進まないし。今度から塔田酒造と会食のときは毎回車で行こうかな」

「……毎回ですか」

　思わず顔をしかめてつぶやく。そんな私に専務はちらりと視線を投げた。

「俺の運転は怖い？」

「いえ、そんなことは」

　慌てて頭を振って否定する。専務の運転はとてもスマートで安全だ。

　助手席に座るのがどうしようもなく落ち着かないのは、専務ではなく私の問題だ。男の人とふたりきりで車に乗ることなんて、めったにないから。

　きっと専務は女の子を隣に乗せて運転することなんて、慣れているんだろうな。

　私は運転中の専務の視線がちらりとこちらに向くだけで、ものすごく緊張しているっていうのに。




「このマンション？」

　気づけば車は私の自宅の前に到着していた。

「あ、そうです。すみません、自宅の前までわざわざ」

　近くの幹線道路で降ろしてもらおうと思っていたのに、マンションの目の前まで送ってもらってしまった。恐縮して頭を下げる私に、専務はおおらかに笑う。

「いいよ。実家に帰るついでだし」

「ありがとうございます」

　送ってもらったお礼を言い、車の外に出る。マンションの前の歩道で頭を下げて専務の車を見送ろうとしたけれど、専務は運転席に座ったまま「早く中に入っていいよ」とヒラヒラと手を振る。

「車の中で少し電話するから」

　自宅で待つ社長に連絡するのかな、なんて思いながらもう一度頭を下げる。

「お疲れさまでした」

「ん。おやすみ、詩乃ちゃん」

　ハンドルの上に両腕を置き、その上に顎をのせた専務が、くしゃりと顔を緩ませて微笑んだ。その甘い声色に、優しい表情に、自然と鼓動が速くなる。

　この人は、私の前に担当していた秘書にも、こんなに優しく接していたんだろうか。

　もしそうなら、三人の秘書が立て続けに異動になったのも、仕方ないことだと思ってしまった。




「ただいまー」

　そう言って部屋の電気をつける。

　いつもなら、私の足音を聞きつけて玄関で待っていてくれるハチの姿が今日は見えなくて、首をかしげながら靴を脱いだ。

「ハチー？　寝てるの？」

　ハチを呼びながら部屋の中に入る。床の上に置いてある餌皿を見ると、朝ごはんのカリカリが手をつけられてないことに気づいてハッとした。

　もう夜なのに、少しもご飯を食べてないなんて、おかしい。

　慌てて部屋を見回して、床の上に倒れて動かないハチを見つけ悲鳴をあげた。

「ハチ……!?」

　駆け寄り抱き上げる。

　かろうじて息はしているけれど、私の声かけにまったく反応がない。苦しげに目をつぶったまま、ピクピクと手足が微かに震えていた。

「大丈夫!?　ハチ……！」

　そういえば、今朝もベッドの上から動かなかった。あのときから具合が悪かったんだ。異変に気づいていたのに、深く考えずハチをひとりにしてしまった。

　あのときすぐに病院に連れていけば……。

　後悔にじわりとまぶたが熱くなる。

　どうしよう、どうしよう、どうしよう。

　混乱して、すがるようにぎゅっとハチの体を抱きしめた。けれどハチは目を開くどころか、かろうじて微かな呼吸を繰り返すだけ。

　もし、このまま死んでしまったら……？

　不吉な予感に背筋が寒くなる。

　悲しさと心細さで叫びたくなる衝動をこらえ、ハチの体を抱いたまま立ち上がる。まるで自分の体じゃないみたいに、膝がガクガクと情けないほど震えていた。

「病院に、連れていかなきゃ……」

　自分に言い聞かせるようにそう言って、ハチの体をタオルケットで包む。そしてマンションの外に飛び出した。

　かかりつけの動物病院まで歩いて十分。タクシーを捕まえる時間すら惜しくて、走っていこうと決める。

　タオルケットに包まれ弱々しい呼吸を繰り返すハチを抱きしめて駆けだすと、背後からクラクションが鳴らされた。

「詩乃ちゃん！」

　聞き覚えのある声。振り返ればそこに専務がいた。

「専務……」

　さっきマンションの前で別れて、まだここにいたんだ。そう思いながら私は必死に涙をこらえる。

「どうしたの？」

　血相を変えてマンションから飛び出してきた私に、専務は驚いて車から降りてきたようだ。

「ハチが……、飼っている猫の様子が、おかしくて。び、病院に……」

　言いながら、鼻の奥がつんと熱くなる。人に話すと心細さが増して、勝手に涙があふれてきそうになる。震える声で言うと、専務は私の腕の中を見た。

　タオルケットにくるまれたハチは、それまで閉じていた目を薄っすらと開け、細い声で「にゃー」と鳴いた。

「乗って」

　専務は短く言って、ハチを抱いた私を助手席に押し込める。

「でも、専務は社長との約束が……」

「そんなのどうでもいいから。病院の場所を教えて」

　専務は乱暴に車を発進させながら、強い口調で言った。




「老衰ですね」

　いつもお世話になっている動物病院の先生が、静かに言った。

「ハチくんは幸せですね。こうやって大きな病気もなく穏やかに息を引き取ることのできる子は、あまり多くはありません」

　診察台の上に力なく四肢を投げ出し横になったハチを見下ろして、ねぎらうように優しく話す。

「ご主人様の冬木さんが予防注射も検診も食べ物も、いつも気にかけてくれたおかげですね」

　診察台の上にいるハチは、もう息をしていなかった。白と黒の毛皮はやわらかなままなのに、ピンク色の肉球は鮮やかなままなのに、もう目を開いてこちらを見ることも、かわいい声で鳴くこともない。

「天寿を全まっとうするまで元気でそばにいてくれたハチくんを、褒めてあげてくださいね」

　立ち尽くす私に、獣医さんはそう言った。けれど言葉が耳を通り過ぎるだけで、まったく頭に入ってこなかった。

　ハチが、死んでしまった……。

　そのことがショックで、どうしていいのかわからなかった。ただただ立っているだけで精いっぱいだった。

「詩乃ちゃん……」

　そのとき、肩に大きな手を置かれ視線を上げると、心配そうな顔をした専務がこちらを覗き込んでいた。

「専務……」

　じわりとこみ上げてきた熱いものを無理やり喉の奥に押しとどめ、口を開く。いつものように、抑揚のない冷静な声で。

「社長との約束があるのに、動物病院まで付き合わせてしまって申し訳ありませんでした。帰りはタクシーで帰るので、もう行ってください」

　そう言った私に、専務は眉をひそめた。

「なに言ってんの。そんな顔した詩乃ちゃんを放っておけるわけないだろ」

　いつも通りに振る舞っているつもりなのに、今の私はそんなにひどい顔をしているんだろうか。

「大丈夫です。ひとりで帰れます」

　顔をそむけた私の肩を、専務は強く掴んで自分の方に振り向かせる。まっすぐに私の顔を見つめ、首をかしげて問いつめる。

「俺の前ではそうやって平気なふりをして、ひとりで家に帰って、ひとりで泣くの？」

　やめて、そうやって人の領域に踏み込んでこないで。

　今、優しい言葉をかけられたら、必死に押しとどめている弱い部分があふれ出してしまう。

「泣いたりなんてしません。ハチがもう老猫なのはわかってました。寿命なんだから仕方がないって……っ」

　突っぱねるように早口で言った私の言葉を聞きながら、専務が舌打ちをした。そして、専務は私の言葉を遮るように手を伸ばした。

　気がつけば私は、専務にきつく抱きしめられていた。

「……っ、専務？」

　驚いて胸の中でもがいた私を閉じ込めるように、専務がぎゅっと腕に力を込めながら、耳もとで低くささやく。

「こんなときまで冷静な秘書でいようとしなくていいから」

　後頭部を、大きな手のひらに包まれた。まるで迷子の子供にするように、優しく私の頭をなでる。

「悲しいときは素直に泣いていいから」

　その温かいささやきに、喉の奥に押しとどめていた感情が一気にあふれ出した。

　嗚お咽えつと一緒に涙がこみ上げる。

　もっとハチの健康に気をつけていたら。今朝、異変に気づいたときに病院に連れていってあげていたら。そうしたらハチは死ななかったんじゃ……。

　思えば思うほど後悔がこみ上げて、私は専務の胸にすがりついて子供みたいに泣いていた。




　ぼんやりと目を開ける。

　泣きすぎたせいか、まぶたが重い。頭も少しくらくらする。なんとなく全身を覆う違和感に、首をかしげながら体を起こす。

　見回せば、見覚えのない部屋。寝心地のいい大きなベッドに、上質でシンプルな無地のシーツ。ベッド脇に置かれたダークブラウンの本棚には、経営学や流通業界について書かれた本がぎっしりと並んでいた。

　あぁ。専務の部屋だ……。

　そう思った途端、昨日の記憶が一気によみがえる。

　愛猫のハチを老衰で亡くしてしまったこと。そのことが悲しくて、子供みたいにみっともなく大泣きしてしまったこと。泣きすぎて茫然自失状態の私を放っておけないと、専務が自分の部屋に連れてきてくれたこと。泣き疲れた私に、寝室を貸してくれたこと。

　フラッシュバックのように浮かび上がる記憶の断片とともに、悲しみと後悔と羞恥と、いろんな感情が湧き上がる。

　感情に振り回されて、なんだか抜け殻になってしまったみたいに、ぼんやりしたままベッド脇を見た。

　そこにあるのは専務が用意してくれた籐とうでできたバスケット。肌触りのいいタオルケットが敷きつめられていて、その中にはハチの遺体が……。

「ない……？」

　昨夜そこに寝かせたはずのハチの姿が、なぜかなかった。

　そのとき、驚いて目を見開いた私の視界の隅で、黒くふわふわとしたなにかが動いた。

　あの黒い毛並みはハチの尻尾？　もしかして、ハチが死んだのは夢だったの!?

　ぱぁっと顔を輝かせて振り返ると、白いシーツの上で長く黒い尻尾がパタパタと揺れていた。

　けれどその尻尾はハチのものじゃなくて……。

「ええええええぇっ……!?」

　信じられない事態に思わず叫び声をあげてしまう。

　ハチの毛並みそっくりの黒々とした立派な尻尾は、体をねじって見下ろした自分のお尻、尾てい骨のあたりから生えていた。

　私が驚いた途端、尻尾の毛が逆立つ。まるで私の感情と連動しているように。

「なに、これ……!?」

　そのとき、ドアの向こうで専務の声がした。

「詩乃ちゃん、どうかした？」

　私の叫び声を聞いて、驚いてかけつけてくれたんだろう。専務がドアをノックしながら、心配そうに私の名前を呼ぶ。

「専務……っ」

「詩乃ちゃん、開けるよ」

　途方に暮れた私の声を聞いた専務が寝室のドアを開け、そしてそのまま固まった。

　猫みたいな長い尻尾を生やし、ベッドの上でちょこんと座り込む私の姿を見たら、驚いて固まるのも無理はない。

　しかし専務は目を真ん丸にして、私の顔の上あたりを見ていた。

「詩乃ちゃん、その耳……」

　いやいや、見てほしいのは耳なんかじゃなくて、こっちの尻尾なんですけど。そう言いかけて、ハッとした。

　そういえばさっきから、頭にずっと違和感があった。

　まさか……。

　恐る恐る手を伸ばして自分の頭頂部に触れると、もふもふとしたやわらかい手触り。形を確かめるように、指でその輪郭をなぞる。

　私の頭にある、やわらかくてもふもふした三角の……。

「猫耳……？」

　私が呆然とつぶやくと、専務は絶句したままコクコクとうなずいた。

　驚きのあまりふたりで顔を見合わせる。あぜんとして言葉も出ないまま凍りつく。

　静まり返った寝室の中、私のお尻から生えた尻尾がシーツをペシペシと叩く音だけが響いていた。










まさかの猫耳とまさかの展開




『朝起きたら、猫耳と尻尾が生えていました』

　信じられない事態に動転して、専務とふたり駆け込んだ病院でそう言うと、白衣を着た医師に冷たい目で見られた。

「そういう冗談は、エイプリルフールかハロウィンだけにしてください。それでなくても休日当番で忙しいのに」

　まったくもう。と、心底面倒くさそうに舌打ちする医師に容赦なく追い出され、病院の玄関前で専務と顔を見合わせる。

「耳、生えてますよね……？」

　恐る恐る専務に問うと、頭の上で三角の耳が勝手にパタパタと動いた。

「うん」

　私のバカげた質問に、専務は真顔でうなずく。

「尻尾も……」

　体をひねり、自分のお尻を見下ろしながらつぶやくと、黒く長い尻尾が揺れる。

「間違いなく、生えてる。しかも動いてる」

　途方に暮れ、ぺたりと寝てしまった私の三角耳を見ながら、専務は首をひねり唸った。

「あの医者には、詩乃ちゃんの猫耳と尻尾が見えてないってことなのかな」

「ちゃんと生えてるし、触れるのに。見えないなんて……」

　どうしていいのかわからなくて、尻尾もしょぼんとたれ下がって力なく揺れる。

「詩乃ちゃん、ちょっと触ってもいい？」

　ぐい、と突然身を寄せられ、驚いて体がこわばった。でも、動揺しているのを悟られたくなくて、表情を変えずに平静を装う。

「ど、どうぞ」

「嫌だったら、言ってね」

　言いながら、専務の手が私の頭に触れた。頭頂部からぴょこんと飛び出た猫耳。その根元を確かめるように、優しく指でなぞる。

　ぞわぞわぞわ！

「……っん！」

　うなじのあたりから得体の知れない感覚が駆け上ってきて、思わず小さく飛び上がった。

「ごめん。痛かった？」

「い、痛くないです。平気です」

「そう？」

　言いながらも専務の手は動き、耳の内側を指がかすめた。

「……ふ、んんっ！」

　神経に直接ふれられたように、背筋がしびれてその場に崩れ落ちそうになる。

「やっぱり痛い？」

「ぜ、ぜんぜん痛くないです」

「無理してない？」

　顔を覗き込まれ、必死に首を横に振る。

　痛くはない。ちっとも。むしろすごく気持ちがいい。

　よくハチが私にしていたみたいに、専務の手に額をこすりつけて、もっとなでてとねだりたくなる。

　でもそんなみっともないことをできるわけがなくて、欲求を必死でこらえ、しかめっ面で口をつぐむ。

「感覚もちゃんとあるんだな。耳に触れると尻尾がプルプル震えてる」

　緊張で毛羽立った尻尾を観察するようにまじまじと見つめられ、恥ずかしくてうつむいた。

「尻尾にも触っていい？」

「ど、どうぞ」

　恥ずかしくて仕方ないけれど、この異常な状況を把握するためだから仕方ない。

　そう自分に言い聞かせ、いつものかわいげのない無表情のままうなずく。

「見せて」

　専務は私にうしろを向かせ、真顔で尻尾を見つめる。

　どういう仕組みなのかはわからないけれど、私の着ている服を無視するように、タイトスカートの上から立派な尻尾が生えていた。

　なにこのありえない状況。いたたまれなくて両手で顔を覆いたくなる。

「触るよ」

　そう断ってから、専務が私の尻尾に手を伸ばした。

　毛並みを確かめるようにそっと指でなぞった後、ぎゅっと握られ飛び上がる。

「ぎゃっ！」

　思わず猫耳をうしろに倒して専務を睨むと、専務は慌てて尻尾から手を離す。

「ごめん。力加減間違った」

「……いえ」

　平気なふりをして首を振りつつも、尻尾は警戒して逆立ったままだった。

「本物の猫も、尻尾に触られるの嫌いだもんね」

「そ、そうですね」

　ふーふーと深呼吸をしながら、なんとか気持ちを落ち着かせる。

　すると、ものすごい視線を感じて、専務とふたりで振り返った。

「さっきから、なにしてるの？」

　近所に住んでいる子供なのか、小さな男の子が首をかしげて私たちのことを見上げていた。

「え、いや、あの……」

　いい年をした大人ふたりが病院の玄関の前で、猫耳に触ったり尻尾を握ったりしていたら、そりゃ不思議に思うよね。

　なにか言い訳をしなきゃと慌てる私の横で、専務が男の子の前にしゃがみ、視線を合わせて問いかける。

「ねぇ、このお姉さんの頭になにか見える？」

　やわらかい専務の表情に、男の子は警戒する様子もなく、こてんとさっきとは反対側に首をかしげた。

「なにかって？」

「猫の耳とか」

「んーん」

　ふるふると首を左右に振った男の子に、専務は「じゃあ尻尾は？」と黒い尻尾を指差してたずねる。

「尻尾なんてないよー？」

　きょとんとした表情で答える様子は、とても嘘をついているようには見えなくて、私と専務は顔を見合わせた。

　お医者さんにも看護師さんにも、この男の子にも見えない猫耳と尻尾。

　つまり、この猫耳と尻尾が見えるのは、専務と私のふたりだけってこと？

　愛猫のハチが亡くなった翌朝、私に猫耳と尻尾が生えた。ハチと同じく内側が淡いピンク色で、外側は黒いやわらかな毛に覆われた三角の耳と、黒々としたしなやかな尻尾。

　それは専務と私のふたりだけにしか見えなくて、しかもハチの遺体は消えていた。

　ということは、これは病気の類たぐいではなくて。

　行くべきところは病院ではなくて……。




「あらやだ、憑ついてるじゃない。思いっきり」

　藁わらにもすがるような思いでやってきた、怪しげなお店。

　窓のない店内は薄暗く、天井からたれ下がる極彩色のヒラヒラした布や、あちこちに並べられた不思議な置物のせいか、異様な雰囲気だった。

　その一番奥に置かれた革張りのソファ。そこに座った迫力のある大柄の美女は、私の顔をひと目見た途端、そう言って笑った。

　長く綺麗な栗色の髪、凹凸のある顔にはっきりとした色でほどこされたメイクが似合ってる。しかしその顔から続く首には逞しい喉仏が浮かび、キャミソールから伸びる腕も驚くほど太かった。

　この人はもしかして女性じゃなくて……？

　なんて困惑する私に、彼女（？）は一枚の名刺をぽいと投げてよこした。

『オカマバー【プラチナ】　ママ　クミコ』

　と印刷された名刺を受け取り、あ、やっぱりそうですよね、と納得する。

「ここね、昼は占いと人生相談をやってるんだけど、夜はバーになるから、お兄さん今度は夜に遊びにきてよ」

　私には投げつけるように渡した名刺を、専務にはかわいらしく小首をかしげ両手で差し出す。キャミソールから覗く、クミコさんの胸もと。発達した逞しい大胸筋が両腕できゅっと寄せられ、筋肉が盛り上がって谷間をつくる。

　綺麗な顔と野太い声。女らしい華きゃ奢しゃなキャミソールと逞しく鍛えられた体つき。ものすごいギャップにどうリアクションすればいいのかわからなくて、私は凍りつく。

　しかし、専務は少しも動じることなく名刺を受け取った。

「憑いてるって、幽霊ですか？」

　店の異様な雰囲気にのまれる私の隣で、専務がクミコさんの言葉を繰り返す。

「猫でしょ。白と黒の毛並みの。こういう猫、ハチワレっていうんだっけ？」

「も、もしかして、私に生えてる猫耳と尻尾、見えてるんですか？」

　ハチの毛色まで言いあてられて驚く私に、クミコさんは逞しい肩をすくめた。

「猫耳は見えないケド、白黒の猫ががっつりあんたに取り憑いてんのはわかるわよ」

【霊能力者　相談　霊現象】なんて、それらしいキーワードを入れて検索し、見つけたこのお店。

　半信半疑というか、もはや神頼みに近い思いでここまで来たけれど、どうやらこの霊能力者のクミコさんは本物らしい。

　真剣な表情で事情を説明した私と専務に、クミコさんは長い髪をかき上げて笑った。

「へぇ、おもしろいわね。あんたとそのお兄さんにだけ、猫耳と尻尾が見えるんだ」

「そうなんです。これ、どうすれば消えますか？」

「無理じゃない？」

「は？」

　素っ気ない答えに、私はパチパチとまばたきをする。

「だからぁ、無理だってば。簡単な霊ならアタシも除霊してあげるけど、これだけガッツリ憑いてるから、無理やり除霊して引き離すのは危ないと思うわ」

　ということは、この猫耳は消えないってこと？

　途方に暮れて、しょぼんと頭の上の耳が寝てしまう。

「そんな……。じゃあいったいどうしたら」

　うつむいた私に、クミコさんはあきれたように大きなため息をつき、口を開いた。

「じゃ、その飼い猫のハチとやらの心残りを晴らしてあげれば？」

「心残り？」

「そ。病気でも事故でもなく、寿命を全うして老衰で死んだ猫が、わざわざ成仏しないで飼い主に取り憑くってことは、なにか心残りがあるんでしょ。その心残りを晴らしてあげれば自然と成仏してくれるんじゃない？」

「なるほど」

　ハチの霊を無理やりはらうんじゃなく、ちゃんと心残りを晴らして成仏させてあげる。それならきっとハチも喜ぶはず。

　そう思って顔を輝かせた私の隣で、専務が小さく唸る。

「でも、猫の心残りってなんだろう。想像もつかない」

「……たしかに」

　人の気持ちならまだ想像できそうだけど、猫のハチが、いったいなにが心残りで私に取り憑いたのかなんて、見当もつかない。

「バッカねぇ」

　難しい顔で黙り込んだ私と専務を見て、クミコさんが鼻で笑った。

「猫の心残りなんて、簡単じゃない。動物の本能を満たしてやればいいのよ」

「本能？」

「なんだっけ、三大欲求。食欲、性欲、睡眠欲？　おいしいものを食べて、ふかふかのベッドでいっぱい寝て、テキトーな男とセックスしちゃえば、勝手に満足してくれるんじゃないの？」

「な……っ」

　クミコさんの口から出た『性欲』という言葉に、全身がこわばる。

　この人は、なんてことを言うんだ！　『テキトーな男とセックスしちゃえ』なんて……！　そんなの！　そんなのっ!!

　というか、セックスって、そんなあからさまな単語をはっきりと言わないでほしい！

「なに純情ぶってびっくりしてんのよ。あんたいい年して、まさか処女だとか言わないわよね？」

「いや、あの……、そんなことは……っ！」

　落ち着け、落ち着け。取り乱しちゃダメだ。ここで動揺したら、恋愛経験がゼロなことが専務にバレてしまう。

　ふーふー、と肩で息をしながら必死に平静を装う。

　隣に座る専務がどんな顔をしているのか、怖くて見ることもできなかった。

「あんた、若くてかわいい女なんだから、彼氏がいなくたって、お願いすれば抱いてくれそうな男友達のひとりやふたりいるでしょ？」

　男友達なんて、いるわけがない。無愛想で無口でおもしろみもなくて、そんな私が異性と仲よくできるわけがない。

　というか、普通の若い女性には、そんなことをお願いできる男友達がいるものなの？　セックスって、そんな気軽なものなの？　今の世の中、みんなの貞操観念はどうなっているの？

　なんだか頭がクラクラしてきた。

　でもそんなことを言ったら、クミコさんにも専務にもバカにされるに決まってる。

「そ、そうですね。私にだって、男友達の、ひとりやふたり……」

　私はそんな動揺をおくびにも出さず、いつもの冷静な表情で口を開く。

　すると、隣に座っていた専務に、手首をぎゅっと掴まれた。

「……っ」

　驚いて振り向くと、専務は優しい表情で首を横に振る。

「詩乃ちゃん、無理しなくていいから」

「む、無理なんてしてませんけど」

「そ？」

　そう言った専務の視線の先には、私のお尻から生えている黒い尻尾。

　私の動揺を表すように逆立った尻尾が、ベシベシとものすごい勢いでソファの背もたれを叩いていた。

　必死に冷静なふりをしていたのに、うろたえてるの、バレバレだった……っ！

　慌てて尻尾を隠し、手で顔を覆う。うつむいた頭に生えた耳も、今はぺたりと寝てしまい、専務に気持ちがバレバレだろう。

　もう恥ずかしくて恥ずかしくて仕方がない。

　尻尾や耳がなければ、いつものようにうまく本心を隠して立ち回ることができるのに。

　ぎゅっときつく目をつぶっていると、専務の手が私の頭に触れた。

「別にさ、急がなくてもいいんじゃない？」

「え……？」

　指先がゆっくりと頭をなで、そのまま猫耳の裏のあたりをなぞる。

　長い指に、カリカリと優しく耳をくすぐられ、気持ちがよくて自然と肩の力が抜けた。

「ん……っ」

　気が抜けて、口から吐息が漏れる。

　そのへん。耳の裏あたり。指先で優しく引っかくようになでてもらえると、すごく気持ちがいい。

　条件反射のように頭を上げ、その手に自分から額をこすりつけると、専務は目を細めて笑った。

　はっ。気持ちがよくて、思わず猫みたいに甘えてしまった！

　小さな笑い声に我に返り、慌てて専務の方に傾かしいでいた頭をまっすぐにして背筋を伸ばす。

　落ち着け、私。耳をなでられたくらいでなに気を抜いてるんだ。

　きゅっと口もとを引き締め、眉間にシワを寄せる。いつものようなかわいげのない仏頂面を作った私に、専務は優しい声で言った。

「俺と詩乃ちゃんにしか見えないんだから、急いで今すぐ成仏させようなんて考えなくてもいいんじゃないかな」

　にっこりと笑った後に、専務はクミコさんの方に視線を向ける。

「どう思います？」

　専務に問われ、クミコさんは少しあきれたような表情で、逞しい肩を上げた。

「まぁ、憑いてる猫も悪意があるわけじゃなさそうだし、それでいいんじゃない？」

　そういうことで、と納得した専務に、私は慌てて口を開く。

「でも……、私はよくても専務はそれでいいんですか？」

「どういう意味？」

　首をかしげた専務に、うつむいてぼそぼそと話す。

「仕事中、こんな猫耳と尻尾を生やした女が近くにいたら、気が散るというか、気持ち悪くないですか？」

「いや、ぜんぜん気にならないよ」

　専務は私の言葉に明るく笑い、首を横に振る。

　もしかして、私に気を使って気にならないと嘘をついているんじゃ……。だって、こんな無愛想な女にかわいらしい猫耳と尻尾なんて、似合わなすぎてみっともない。

　そう思いながらじっと専務の顔を見ていると、不意に腰に手を回された。

　猫耳に唇が触れるくらい体を寄せられ、ドキッとして肩がこわばった。

「ちょうど、かわいいペットが欲しいなと思ってたんだよね」

　専務がそうささやくと、ぴくぴく震える私の三角の耳の先に、一瞬だけ微かに唇が触れた。

「……っ！」

　驚きで毛が逆立つ。

　そんな私を見て、専務はうれしそうに笑った。目尻が下がる、ずるいくらい人懐っこい笑顔で。

「か、からかわないでください！　私はペットじゃありません！」

　専務と距離を取り、尻尾をふくらませて威嚇するように睨むと、「ごめんごめん」と専務が微笑む。

「冗談だよ。詩乃ちゃんはなにも気にせず今まで通り秘書の仕事をしてくれればいいから」

　そう言われて、私はおずおずとうなずいた。

　そんな様子を見ていたクミコさんが、大きなごつい手で口を覆う。

「あらやだ。あんた秘書なの？　猫耳と尻尾の生えた秘書ってエロいわね」

　とんでもないことを言われ、私が動揺して尻尾を逆立てると、それを見ていた専務にクスクスと笑われた。










優しい視線とぬいぐるみ




「おはよう、詩乃ちゃん」

「冬木です」

　いつも通りの朝の風景。相変わらず親しげに下の名前で呼びかけてくる専務に、私は無表情のまま、すかさず訂正する。

「専務にお荷物が届いていました」

　前を歩く専務に続き役員室に入りながら届いたＡ４サイズの封筒を手渡すと、目の前の整った顔が笑顔になった。

「ありがとう。もう届いたんだ」

　うれしそうな様子でデスクの引き出しからステンレスのシンプルなペーパーナイフを取り出し、封筒を開ける。

　いったいなにが入っているんだろうと眺めていると、封筒から出てきたのは、かわいい猫の写真が印刷された一冊の本。

「は……っ！」

　思わず目をむいた私に、専務は表紙を見せて笑いかける。

「部下の気持ちがわかる上司になれるように、少し努力をしようかなと思って」

　その手にあるのは『仕草でわかる猫のきもち辞典』と書かれた本。

「こ、こんなもの、読まなくていいです！」

　私は尻尾の毛を逆立てながら、専務の手から本を奪った。はぁはぁと肩をいからせる私に、専務はちっとも悪びれた様子もなくクスクスと笑う。

　……まったく、タチが悪い。

　猫耳と尻尾が生えてからも、今まで通り冷静で無表情で無愛想に仕事をしているつもりなのに、専務の些細な言動にいちいち尻尾や耳が反応してしまう。

　それをおもしろがってからかってくる専務に、私は毎日振り回されっぱなしだった。

「今日の会議のプレゼン資料を用意してありますので、確認していただけますか？」

　気を取り直し、コホンと咳払いをしてから、無表情で専務にファイルを差し出す。

「ありがとう。あれ、三種類あるけど？」

「時間に余裕があったので、三パターン用意いたしました」

　言いながらファイルを開き簡単に説明する。

　いつも通り専務が好むベーシックなものと、前年の数値とわかりやすく対比させたもの。

　そして、グラフなどのひと目でわかる客観的なデータを多めに盛り込んだもの。

「どうしてこんなに？」

「前回の会議で専務が、プレゼン資料の反応がイマイチよくなかったとおっしゃっていたので。データをわかりやすく見せた方が河かわ原はら部長にもスムーズに納得していただけるかなと……」

　前回の会議の後、専務が短く漏らしたため息。

　心配になって聞けば『資料のインパクトが弱かったのかな』とぼやいていたのが気になった。

　注意深く会議の出席者の退席するときの表情を見れば、専務が誰とぶつかったのかもなんとなくわかる。専務よりずっと年配で長く勤めている保守的な河原部長は、新しい挑戦に意欲的な専務を快く思っていないようだった。

「俺のそのひと言だけで？　すごいね」

　資料に目を通しながら驚いたように眉を上げた専務に、私はかぶりを振る。

「ただ、時間があったからです。もし直すところがあればおっしゃってください」

「じゃあ、このグラフをここに挟み込んでもらっていい？」

「はい」

「あと、ここの見出しを大きくして、最初にもってこようかな」

　専務の指示にうなずきながらメモを取る。

「かしこまりました。修正してすぐにお持ちします」

　軽く会釈をして役員室を出ようとすると、「詩乃ちゃん」と専務に声をかけられた。

「……冬木です」

　ドアの前で立ち止まり振り返る。すると専務がこちらに向かって優しく微笑んだ。

「詩乃ちゃん、ありがとう。本当に君のおかげでいつも助かってる」

　甘い声で労ねぎらわれ、思わずドキッとしてしまう。

　しかし、そんな動揺は微み塵じんも感じさせない冷静な顔で首を横に振る。

「いえ、仕事なので当然です」

「そ？」

　相変わらずかわいげのない返答をする私に、専務がデスクに肘をつき、こちらを眺めて楽しげに目を細めた。

　意味ありげな微笑みに、いったいなんだろうと首をかしげると、おもむろに一冊の本を取り出し開いてみせる。

　あれは、没収したはずの『仕草でわかる猫のきもち辞典』……！　いつの間に!!

「ええと、尻尾を垂直に立てているのは、うれしいときや……」

　音読された文章に、ハッとして体をひねって自分のお尻を見れば、ピーンと立った尻尾。

　私は慌てて専務に駆け寄り、本を奪って思いきり睨む。

「だから！　こんな本、読まなくていいですっ！」

　真っ赤になってそう言った私に、専務は楽しげに肩を揺らした。




　仕事を終え自宅に帰り着くと、玄関の鍵を開け、ドアノブを回す。電気のついていない薄暗い玄関に入り、疲れた足をパンプスから引き抜きながら口を開く。

「ただいまー。遅くなってごめんね。今ごはんあげるから……」

　いつものクセでそう言いかけて、ハッとして口をつぐんだ。

　今までだったら足音を聞きつけて、ドアを開ける前から玄関で待っていてくれたハチ。靴を脱ぐのも待てないよと、足もとにまとわりつくように体をこすりつけてきたかわいい姿。『にゃーん』と私だけに聞かせてくれる甘えた声。

　だけど、今はそんな出迎えもなく、部屋の中は静まり返っていた。

「もう、ハチはいないんだもんね……」

　ぽつりとつぶやくと、頭の上の猫耳も尻尾も力なくたれ下がる。

　処分できないまま、以前と同じく床に置かれたハチの餌皿。私はその前にバタリと倒れ込んで、額を床にこすりつけた。

　老衰だったんだから仕方ない。ハチは十分すぎるくらい長生きしてくれた。それはちゃんとわかってる。いつかお別れがくることも、覚悟してた。

　だけど……。

「ねぇ、ハチ。成仏できずに私に取り憑いちゃうくらい、ハチはなにか不満があったの？」

　そんな独り言をつぶやいて床に頬をつけたまま視線を上げ、もう使われることのない餌皿を見つめる。

　ハグハグと一心不乱に餌を食はむハチの姿を思い出して、じわりと鼻の奥が熱くなる。

「この部屋で私とふたりで過ごした暮らしは、幸せじゃなかったのかな……」

　問いかけてみても、返事が返ってくるはずはない。わかっていても、聞かずにはいられなかった。

　床に倒れ込んだまま、自分の頭に手を伸ばす。

　ハチとそっくりの、やわらかな猫耳。その懐かしく愛おしい手触りに目頭が熱くなって、床の上でぎゅっと体を丸めた。




「うう……」

　……体が痛い。

　昨日、あのまま床の上で寝てしまったせいで、体のあちこちがギシギシときしむように痛かった。

　自分のデスクで取引先の役員に出す礼状の準備をしながら顔をしかめる。首も腰も痛いけど、とくに下側にしていた右肩が痛い。

　宛先を書くために手にしていた筆ペンを一度置いて、ため息を吐き出した。

　本当に私はなにをやってるんだろう。泣きべそをかきながら床で寝てしまうなんて、子供みたいで情けない。

「あ。冬木さんわざわざお礼状、筆ペンで手書きするんですかー？」

　通りかかった桃井さんが、私の手もとを見て驚いた顔をした。

「宛先だけですよ」

「すごーい！　大野さんだって普通に印刷してるのに」

　社長付きの秘書の大野さんは、私よりもずっと忙しくて、挨拶状もお礼状も用意する量が違う。

　私も決して暇なわけではないけれど、若く軽く見られがちな専務の印象が、少しでもよくなるようにと、宛先くらいはできる限り手書きするように心がけていた。

　もう一度大きくため息をついて、筆ペンを持ち直す。

　封筒に文字を書く私を眺めながら「冬木さん、字綺麗ですねー」と桃井さんが感心したように言う。

「私、毛筆ダメなんですよね」

「私も苦手でしたよ」

「え、こんなに綺麗なのに？」

「練習しましたから。桃井さんも練習すればいいですよ」

　そう返すと、なぜか桃井さんはあきれたようにため息をついた。

「本当に冬木さんって、機械みたいですよね」

「そうですか？」

「うん。仕事を完璧にこなして、いつも冷静で。落ち込んだり悩んだりすることなんてなさそう」

「……そうですか」

　感情の乏しい声で言うと、桃井さんはうなずいて「じゃあ私はお先に失礼しますね」と歩いていった。

「お疲れさまです」

　秘書室を出ていく桃井さんのうしろ姿を見送る。

　落ち込んだり悩んだりなんて、いつものことなのに。昨日は泣きながら床で寝ました。なんて言っても、桃井さんはきっと信じないだろうな。




「専務、お先に失礼します」

　仕事を片づけ、役員室に顔を出して挨拶すると、専務が読んでいた資料から顔を上げ、立ち上がった。

「俺ももう帰るところだから、送っていくよ」

「え？」

　きょとんとする私を無視して、当然のように車の鍵を持つ専務。

「わざわざ送っていただかなくても、電車で帰れます」

「俺とドライブは嫌？」

「嫌というか……」

　戸惑いながら言いよどむと、「詩乃ちゃん、今日はなんだか元気なかったよね」とさらりと言われた。

　なんでそんなこと。と驚いて、慌てて頭の上の猫耳を手で隠す。

　また耳や尻尾に感情が表れてたんじゃ……。

　両手で頭を抱えたまま専務を睨むと、苦笑いして首を横に振った。

「そうじゃなくて。今日、目が少し腫れてたから」

　専務の言葉に、目を見開く。

　どうしてこの人は、そんな些細なことに気づくんだろう。

「それに、いつも広い歩幅で綺麗に歩くのに、今日は少し体が痛そうだった。どこかケガしてる？　それとも体調が悪い？」

「なんで……」

　誰も気づかないほどの些細な不調に、どうしてこの人は気づいてしまうんだろう。

「わかるよ。いつも詩乃ちゃんのことを見てるんだから」

「……っ」

　ずるいくらい整った顔の専務に優しい笑みを浮かべられ、私は手の甲で口を覆った。

　この人は察しがいいくせに、ところどころひどく鈍感だ。そんな甘い表情でそんなことを言われたら、女がどんな気持ちになるか、想像してみればいいのに。

　私の前に彼に惚れて異動になった三人の秘書に同情してしまう。こんな人とふたりで仕事をしていて、好きになるなって方が無理な話だ。

　うつむいて唇を引き結んだ私に、専務は微笑みながら肩を叩く。

「行こう」

　優しく背中を押され、熱くなった頬を見られないようにうつむいたままうなずいた。




　車を運転する専務の姿を、助手席からこっそりと眺めていた。

　専務は慣れた様子でハンドルを操り、時折こちらに視線を投げる。くしゃりと目尻が下がる微笑みを向けられて、私は慌てて顔をそむける。

「詩乃ちゃんの地元って、北ほっ海かい道どうだっけ」

　あたり障りのない世間話を振られ、窓の外を見ながらうなずいた。

「そうです。畑と田んぼばかりの田舎なんですが」

　あまり有名ではない地名を言うと、専務がうれしそうに笑った。

「俺、一度そこに行ったことあるよ」

「そうなんですか？　とくになんの観光地もない町ですけど、旅行ですか？」

　そんな地名は聞いたこともないと言われることが多いから、専務が知っているとは思わなかった。その上、行ったことがあるなんて。

　驚いて専務の顔を見ると、ふわりと微笑みかけられた。

「俺と詩乃ちゃん。どこかですれ違ってるかもしれないね」

「まさか。田舎ですけど、そこまで小さい町でもないですよ」

　私が首を横に振ると、専務は「ロマンがないなぁ」とクスクスと笑った。

「そういえば、この前詩乃ちゃんが作ってくれた会議の資料、すごく反応よかったよ」

「そうですか。では次からもグラフを多めに入れるようにします」

　少しでも専務の役に立てたならよかった。そう安堵しながら無表情で返事をする。

「いつもありがとう」

「……いえ」

　甘い声でお礼を言われ、慌てて顔をそむけた。

「それで、昨日の夜はどうして泣いたの？」

　窓の外を流れる景色に見入っているふりをしていると、突然切り込まれ、どうして私が昨日泣いたことがバレてるんだろう、と目を見開く。

「目もとが腫れてたから、もしかしたら泣いたのかなと思ったんだけど、その反応はあたりだね」

　驚く私の顔を見て、専務がハンドルを操作しながら薄く笑う。

「別に……」

　うまい言い訳が思いつかなくて、それだけ言って黙り込んだ。そんな私に専務は前を向いたまま優しい口調で続ける。

「今までいつも家でハチが待っていてくれたのに、ひとりの部屋に帰るのは寂しいよね」

　その言葉に、私は返事をすることをあきらめて、また窓の外を見る。

　私はなにも言ってないのに、どうして専務は勘づいてしまうんだろう。

　窓ガラスに映る自分の顔がゆがんだのに気づき、慌ててうつむいた。かけがえのない存在を失った寂しさに共感してもらえて、張りつめていた神経が緩んだ。

「……っ」

　声をつまらせた私に、専務は黙って右手を伸ばし優しく髪に触れた。

　大きな温かい手に頭をなでられ、三角の耳がぺたりとたれてしまう。思わず唇から吐息とともに弱音が漏れた。

「……ハチは、私と暮らしていても幸せじゃなかったんだと思ったら、無性に悲しくなって」

「幸せじゃなかったって、どうして？」

「だって、幸せだったなら、わざわざ飼い主に取り憑くわけがないじゃないですか。ハチは私を恨んでいたのかもしれません」

　ハチのことを大切にかわいがっているつもりだったけど、ハチは私との生活に不満があったのかもしれない。

　そう思うと後悔と罪悪感で胸をかきむしりたくなる。

「そうかな。ハチが詩乃ちゃんのことを恨んでるとは思えないけど」

　確信したような力強い口調で言われ顔を上げると、専務がやわらかく微笑む。

「本当に恨んで取り憑いてるなら、こんなかわいい猫耳と尻尾を生やさないで、もっと相手の嫌がることをすると思うよ」

「嫌がること、ですか」

「ハチは恨んでいるっていうより、詩乃ちゃんと離れるのが嫌で、もう少し一緒にいたいと思ってるんじゃないかな」

「そう、なんですかね……」

　あまりに楽観的すぎる考えだけど、そうだったらいいな、と思ってしまう。

「それに、その耳と尻尾が俺と詩乃ちゃんにしか見えないっていうのも、不思議だと思わない？」

　そう問われ、首をかしげた。

「あの晩、一緒にいたせいもあるんだろうけど、ふたりにしか見えないことに、もっと違う意味もあるのかもしれないと思わない？」

　ふたりにしか見えないことになにか意味が……？

　専務がなにを言いたいのかわからなくて、戸惑いながら運転席を見つめる。黙り込んだまま言葉を探していると、専務がふっと目もとを緩めて笑った。

「やっぱりいいや」

「いいって、なにがですか？」

「ううん。なんでもない」

　私の問いかけに、専務は笑いながらかぶりを振る。やわらかく細めた目もとに、くしゃりと寄るシワが色っぽい。

「そういえば、今まで二年も一緒に仕事をしていたのに、詩乃ちゃんが猫を飼ってたことに気づかなかったな」

「そうですか？」

「普通はなんとなくわかるんだけどね。猫とか犬を飼ってる人は、どうしても服に毛がついていたりするから」

「一応、洋服に毛がついたまま出社しないように、気をつけていましたから」

「どうして？」

「秘書という仕事柄、いろいろな人に会いますから。大切なお客様が猫アレルギーを持っていて体調を崩されたりしたら大変だし……」

　私が答えると、専務は驚いたように眉を上げ、こちらを見た。無表情のまま前を向いている私に、専務が小さく笑う。

「詩乃ちゃんのそういうところ、いいよね」

　その言葉の意味がわからなくて首をかしげると、ハンドルを握りながら専務が口を開く。

「これをしたら感謝してもらえる。こうやったら上司に評価される。なんて打算がいっさいなくて、細かな気遣いをこっちに感じさせないくらいただ純粋に尽くしてくれて、本当に詩乃ちゃんが俺の秘書でよかったなって思う」

「……そうですか」

　身にあまる褒め言葉に居心地が悪くて、短く返して黙り込む。

　すると専務が微かに肩を上げた。小さな含み笑いと一緒に。

「褒められると本当はうれしいくせに必死にそれを隠そうとして、不機嫌な顔になるところも好きだよ」

　好き、とあっけらかんと言われ、驚いて咳き込む。そんなこと、軽々しく言わないでほしい。

「別に、褒められると落ち着かないだけで、喜んでなんかいません」

　ぐっと眉間にシワを寄せ、難しい表情をつくってそう言う。

「そう？　うれしくないんだ？」

「当然の仕事をしているだけで、褒められる必要なんてありませんから」

「そう？」

「そうです」

　強い口調で言いきって前を向く。しかし視界の端でなにかが忙せわしなく動いていた。

　にやにやと笑う専務の視線を感じながら、その動くものの方を見れば、私の尻尾がパタパタと落ち着きなく革張りのシートを叩いていた。

　私の動揺ダダ漏れの尻尾の動きに、専務は左肘を運転席側の窓枠について口もとを覆いながら、笑いをこらえるように肩を揺らす。

「……っ！」

　しまった。また尻尾が勝手に！

　慌てて尻尾を体の陰に隠し、口もとを引き結ぶ。

「……ほんと、かわいくて困るね」

　必死に平静を装おうとがんばる私を見た専務は、頬杖をつきながら小さく笑った。

「このまま帰したくなくなるから、そうやってかわいいことばかりして、俺を誘惑しないでくれる？」

　ハンドルを握りながら色っぽい流し目を向けられて、一気に頭に血が上る。

「ゆ、誘惑なんてしてませんけどっ!?」

　混乱のあまり涙目で叫んでしまった。

　誘惑しているのは、私じゃなく専務の方だ。そんな甘い声でそんな思わせぶりなことを言われたら、どんな女の子だって恋に落ちるに決まってる。

「誘惑してくれてるんじゃないんだ。残念」

　専務は小さく笑うと、何事もなかったように前を向いて運転を続ける。そんな専務の横で、私はこっそり深呼吸を繰り返した。

　ただからかわれているだけなのに、こんなに動揺している自分が情けなかった。




　自宅のマンションの前に到着し、助手席のシートベルトをはずす。

「送ってくださってありがとうございました」

　頭を下げる私に、専務は「ん」とうなずきながら車のダッシュボードの中を探る。

　電話でも捜しているのかな？

　いつまでも助手席に座っていては邪魔だろうと、会釈をして車のドアを開けようとすると、うしろから肩に触れられた。

「ごめん、待って」

　耳もとで言われ、驚いて振り返る。

　すると専務は助手席の背もたれに腕をついて私を引き留めながら、軽く眉をひそめ今度は車のドアのポケットを探る。

「なにか、捜し物ですか？」

「んー」

　眉間にシワを寄せながら、上の空で生返事を返し、手を動かす。

　いったいなにを捜しているんだろうときょとんとしていると、目の前の専務の顔が、突然ぱぁっと笑顔になった。

「あったあった」

　なにがあったんだろうと思えば、その手のひらにはぬいぐるみ。

「あげる」

　ぽんと手渡されたそれを見て、思わず目を見開いた。

　白と黒の『にゃんだろう君』のぬいぐるみ。内側がピンク色の耳をぴんと立てて、真ん丸の目を輝かせた、ハチにそっくりの『にゃんだろう君』がこちらを見ていた。

「これ、どうしたんですか？」

「たまたまもらったから」

「たまたまって……」

　非売品のグッズを、こんなに頻繁にもらうことなんてあるのだろうか。

　もしかして、私のためにわざわざ？

「迷惑だったら、ほかの誰かにあげて」

　軽い口調で言われ、私は口を開きかける。

『すごくうれしいです。猫のぬいぐるみ、大好きなんです』。そうやって、いつかの桃井さんみたいに、素直に感激した顔を見せられたらいいのに。

　だけど、喉まで出かかった言葉は途中で詰まってしまう。

「そのキャラクター、ハチに似てるよね」

　そう言われ、ぬいぐるみを見つめたまま無言でうなずく。

「もしかして、前にグッズをあげたときすごくうれしかった？」

　図星を指され、頬がカッと熱くなった。

「本当は、桃井さんに譲りたくなかった？」

「……っ」

　あのとき私はあんなにかわいくない態度をとってしまったのに、そうたずねる専務の声は責めるどころかとても優しくて、胸がいっぱいになってしまう。

　こんなかわいいぬいぐるみ、私には似合わないってわかってる。ふわふわした猫よりも、爬虫類の方がぴったりだって自分でも思う。

　でも、でも……。

「う、うれしいです。大切にします……」

　自分の手のひらに置かれた猫のぬいぐるみを見下ろしながら、真っ赤な顔で短くつぶやく。そのぎこちないお礼を聞いた専務が、やわらかい表情で私を見ていた。

　その視線が落ち着かなくて、でも、胸のあたりがなんだか妙に温かかった。










甘いお酒と不覚の一夜




「詩乃ちゃん」

　仕事を終えた私が専務に挨拶をしようと役員室の扉をノックした途端、待ち構えていたように彼が私の名前を呼んだ。

「冬木です」

　いつものように訂正しながら、なにか用事があるんだろうかと専務の座るデスクに近づく。

　すると「今日の予定は？」とたずねられた。

「本日は、もうとくに予定は入っていませんが」

　こんな時間にそんなことを聞くなんて珍しい。と思いながら首をかしげる。

　しかし専務は私の答えに、くしゃっと顔を崩して楽しげに笑った。

「そうじゃなくて。詩乃ちゃんの予定」

「私の、ですか……？」

「今日これから綾崎フーズのときの同僚と飲むんだけど、詩乃ちゃんも来ない？」

　綾崎フーズといえば綾崎グループの子会社で、専務が役員になる前に勤めていた職場だ。仕事関係の会食に秘書として同行するのならいいけれど、元同僚と楽しく飲む場所に誘われるのはおかしい気がする。

「仲のいい先輩なんだけど、俺がいつも詩乃ちゃんの自慢ばっかりしてるから、会ってみたいっていうんだよね」

「自慢って……」

　いったいなにを言ってるんだろうと警戒して聞き返すと、専務がにっこりと笑った。

「すごく気が利いてかわいい秘書に、毎日尽くしてもらってるって」

「私は気も利かないしかわいくもないので、人違いですね」

　平然とそんなことを言う専務に、顔をしかめる。

「じゃあ、詩乃ちゃんも行くって連絡しておくから」

　スマホを取り出して画面に触れる専務に、慌てて首を横に振る。

「私行くなんて言ってませんけど！」

「どうして？　なにか用事ある？」

「よ、用事はないですけど……」

　どうやって断ろうかと口ごもった私に、専務がにこにこと笑いながら指を差した。

「本心は嫌ではなさそうだけど」

　指差した先はもちろん尻尾。体をひねって自分の背後を見ると、黒い尻尾がぴんと垂直に立ちゆらゆら揺れていた。

　慌ててその尻尾を体のうしろに隠し、頬をふくらませる。

「私すごく人見知りをしますし、無口ですし、せっかく元同僚の方と楽しく飲まれるのに、空気を壊すかもしれませんし……。絶対邪魔になると思うので」

　もごもごと言い訳を口にすると、専務があからさまにガッカリしたように肩を落とした。

「そっか。詩乃ちゃんが嫌なら無理には誘わないよ」

　きっと専務に猫耳と尻尾がついていたら、思いきりしょぼんとたれているだろう。その様子を見てなんだかかわいそうになってくる。

　いつもお世話になっているし、優しくしてもらってるし。こんな猫耳と尻尾が生えた厄介な私を平然と受け入れてもらってるんだから、少しくらい専務のワガママを聞いてあげなきゃ悪いような気分になってくる。

「あの……、少し顔を出してご挨拶するくらいなら……」

　おずおずと申し出ると、それまでうなだれていた専務がにっこりと笑う。まるで私のリアクションなんてお見通しだというように。

　なんとなくはめられたような気分になって、私は顔をしかめた。




　元同僚と約束しているという店に向かう途中、専務の少しうしろを歩きながら、改めて目の前の彼の見栄えのよさを実感する。

　ネオンのついたカラオケ屋の看板。点滅する信号機の青。焼き鳥屋さんの煙突から立ち上る煙。通り過ぎる女性のヒールの音。自動ドアが開くたびに漏れるコンビニの店内放送。

　視覚も聴覚も嗅覚もひっきりなしに刺激される雑多な街の風景のなか、専務の姿だけははっきりと浮かび上がっているように感じる。

　背の高く引き締まった体に、体型に合わせて仕立てられた上質なスーツを着こなし、広い歩幅でさっそうと歩く姿は自然と人の目を引く。

　今もすれ違った女の子の集団から、通り過ぎた後にこちらを振り返ってはしゃぐ声があがる。

　すごいな。わかっているつもりだったけど、きっとすごくモテるんだろうな。

　そんなことを考えながら専務のうしろを歩いていると、不意に見覚えのある人とすれ違った。

　穏やかな笑みを浮かべる四十代くらいの男の人に会釈され、誰だっけ？と思いながら私も会釈を返す。

　その人は私を見て少し首をかしげた後、小さく笑った。

「かわいいですね」

「え……？」

　唐突にそう言われ、かわいいってなんのことだろう、とぽかんとしていると、突然腰に腕が伸びてきた。

　驚いて振り返れば、険しい顔をした専務が私の腰に腕を回し、まるでさらうように私の体を自分の方に引き寄せる。

「ちょ、……専務!?」

　抱き合っているかのように密着した体に、慌てて目の前の専務の胸を両手で押し返したけれど、私の腰に回された腕はびくともしなかった。

　そして私を腕の中に囲い込んだまま、冷たい表情で目の前の男の人を見据える。いつも穏やかで優しい専務の初めて見る鋭い表情に、鼓動が速くなった。

　そんな私たちを見た男の人は、少し驚いた表情をしてから会釈して歩いていく。

　専務はそのうしろ姿を見送った後、ため息を吐き出して腕の中の私を見下ろした。

「なにナンパされてんの」

　不機嫌そうな口調。驚いて目を見開くと、ようやく腰に回っていた腕が緩められた。慌てて専務と距離を取りながら口を開く。

「な、ナンパなんてされてませんよ」

　ただ目が合って会釈して『かわいいですね』って言われただけで。彼がなにをかわいいと思って言ったのかもわからないのに、ナンパだと思うなんて自意識過剰すぎる。

　私がそう言うと、専務ははぁーっと大きく息を吐き出した。

「詩乃ちゃんは少し、無防備すぎるね」

　不機嫌そうな専務の表情が男っぽくて、思わずドキドキしてしまった。




　繁華街の雑居ビルに入ったダイニングバー。

　おしゃれだけど入りやすい雰囲気の店だ。意外に思って専務の顔を見ると、「ん？」と首をかしげられた。

「こういうお店にも入られるんだなと思って」

　普段仕事で使うお店は、高級店ばかりだ。てっきり普段からそういうお店に行っているんだと思ってた。

「むしろこういう気取らない店の方が好きだよ。大学時代はチェーン店の居酒屋ばっかり行ってたし」

「そうなんですか」

「デートのときは、ちゃんともっと気取った場所を探すけどね」

　そんな軽口を聞き流し、店内に入る。

　案内された席にはひとりの男の人が先に座っていて、専務の姿を見つけると気安い仕草で手を上げる。その反応だけで、ずいぶん仲がいいことが伝わってきた。

「お疲れー」

　先に飲み始めていた彼は、持っていたグラスを持ち上げ笑ってみせる。

「詩乃ちゃん、これ新にい見みさん。綾崎フーズにいたときの先輩」

「これとはなんだよ、これとはー」

　専務の雑な紹介に、新見さんは文句を言いつつも、白い歯を見せて楽しげに笑う。

　短い髪に、逞しい体つき。きっと学生時代はスポーツに打ち込んでいたんだろうなと思わせる、いわゆる体育会系の男の人。

「初めまして。冬木と申します」

　私が名刺を差し出すと、専務に「仕事じゃないんだから」と笑われた。

「詩乃ちゃんっていうんだ。かわいい名前だね」

　……さすが、専務と仲のいい先輩。

　初対面の相手を、普通に下の名前で呼ぶ距離の近さに戸惑いながらかぶりを振る。

「詩乃ちゃんをデートに誘いたいときは、この番号にかければいいの？」

　名刺を見ながらカラッとした笑顔でとんでもないことを言う新見さんに、驚いて固まる。そんな私の横で専務がため息をついた。

「詩乃ちゃん、あとで新見さんの番号教えるから、着信拒否しておいて」

「着信拒否って、ひでぇなおい！」

　そんな軽口に笑いながら、専務が席に座る。

「俺はビールにしようかな。詩乃ちゃんはなににする？」

「あ、私は……」

　お邪魔になるので帰ります、と言おうとしたけれど、新見さんがメニューを開きながら話しかけてくる。

「ここ、うちの綾崎フーズで作ってるお酒もけっこう取り扱ってるよ」

「あ、そうなんですか？」

「このへんのフルーツのリキュールとかは、うちの人気商品」

「へぇ……」

「白桃と葡萄ならどっちが好き？」

「えっと、白桃、ですかね」

「わかった。白桃ね。じゃあビールと白桃のフィズ」

　開かれたメニューの、色とりどりのカクテルの写真がのったページに目を奪われていると、新見さんがうなずいていつの間にか店員さんに注文をしていた。

「えっ」

　驚いて顔を上げたときには、店員さんはもう去った後。きょとんとする私を見て、専務が横でクスクスと笑っていた。

「ほんと強引でしょ、新見さん」

　あきらめて座りな、というように専務が自分の隣の席をぽんぽんと叩く。

「俺が綾崎フーズに入ったときも、こんな感じで一方的にグイグイ来て、あっという間に社員と俺の間にあった垣根を取り払われたんだよ」

　おずおずと隣に腰を下ろした私に、専務が教えてくれる。

「大学出たての社長の息子が、子会社の新入社員なんて、もともといた社員にとってはいい迷惑だろ？　最初は俺の扱いに困って距離を置かれたりしてたんだけど、新見さんだけはそんなのおかまいなしで最初からこの調子でさ、自然とほかの社員とも打ちとけるようになったんだよね」

「そうなんですか……」

　誰からも好かれる専務も、綾崎フーズに入った頃は苦労をしていたんだと驚く。

「先輩に感謝しろよ」

「感謝してますよ、本当に」

　苦笑いしながらも、専務は少し照れくさそうだった。

　届いたドリンクを手に三人で乾杯する。グラスに入った白桃のカクテルをひと口飲んで、おいしさに思わず口を覆った。

「おいしい？」

　その様子を見ていた専務が、私の顔を覗き込む。

「おいしいです。とろっとして、果肉も入ってて」

「それはクラブソーダで割ってるけど、リキュールをそのまま飲んでもおいしいし、アイスとかマスカルポーネチーズにかけてもおいしいんだよ」

「へぇ、チーズに……」

　専務の言葉に驚いて淡いピンク色のカクテルを見つめる。

　たしかにマスカルポーネチーズに合わせるだけで、女の子が好みそうなおしゃれなスイーツになりそうだ。

「苦労して作ったもんな」

　専務と私のやり取りを見ながら、新見さんがテーブルに片肘をついて笑う。

「苦労しましたね」

　当時のことを思い出しているんだろう。苦笑するふたりのことを、かっこいいなと思ってしまう。

「このリキュールは、おふたりで作られたんですか？」

　私がたずねると、専務と新見さんは顔を見合わせて笑った。

「ふたりでってわけじゃないけどね」

「言い出しっぺはこいつ。それまで綾崎フーズは定番の酒とつまみと缶詰しか作ってなかったのに、もっと喜ばれる新しい物を作りたいって言いだしてさ。こいつには苦労させられたよ」

「いやほんと、大変ご迷惑をおかけしました」

　新見さんの文句に、専務は謝りつつも頬にシワを寄せて屈託なく笑う。

「本当に迷惑だよ。飲みに行くたびに酔っ払いながら紙に絵を描いて、『こんな商品作りたいんです』って俺にいろいろ相談してくるんだけど、絵がヘタすぎてなに描いてるかさっぱりわかんねーの」

「新見さん、勝手に人の欠点をさらさないでくださいよ」

　外見も性格もよくて、仕事もできる専務に欠点があったなんて知らなかった。

「専務は絵がヘタなんですね」

　思わず私がクスクス笑うと、専務が少しふてくされたようにこちらを見る。

「でも、詩乃ちゃんだって、絵がヘタだよね」

　そう言われ、専務の顔を見上げる。

　私は自分で絵がヘタだと自覚しているから、会社で絵を描いたりしたことはないはずなのに、どうして専務がそのことを知っているんだろう。

　私が驚いていると、専務は勝ち誇ったように意地悪に笑った。

「でも、こいつのおかげで、綾崎フーズの社員全員の気持ちが変わったんだよね。それまでは大企業の子会社でつぶれる心配もなくて、定番商品だけ作っていればいいって意識だったのに、空気が一変してみんながやりたいことをどんどん言える職場に変わった」

　新見さんはそう言って、専務ではなく私の方を見た。

「きっとこいつは役員になった今でも、いろいろ新しいことをやりたがって周りに迷惑かけてんだろうけど、よろしく頼むね」

「いえ、迷惑なんて……！」

　優しい口調で言って頭を下げた新見さんに、私は慌てて首を横に振る。

「迷惑なんてかけてないよって言い返したいけど、実際迷惑かけてるから悔しいな」

　苦笑いする専務に、新見さんが身を乗り出してきた。

「次はどんなこと考えてるんだよ」

「アンテナショップをかねたバーをやりたいなって思ってます」

「おもしろいんじゃね？　企業が自社製品を宣伝するために店を出すの流行ってるし。それだけならとくに反対もされないだろ」

「その接客や運営を、ある程度社員に任せたいなと思って」

「社員？」

「できれば親会社も子会社も関係なく、あちこちの支店のあちこちの部署から社員を集めて、ローテーションで。これだけ会社が大きくなると、消費者の直ちょくの反応を受け取れる場所はほとんどないし、縦割りの組織じゃ他部署と協力し合う機会もほぼない。最初は希望者だけになるだろうけど、ゆくゆくは年齢も役職も関係なく交流できる貴重な場所になると思うんです」

「まった、面倒くせぇこと考えるなぁ」

　専務の言葉に新見さんがあきれたように笑う。

「でも、おもしろい」

「でしょう？」

「ほかのお偉いさんたちには不評なのか？」

「まぁ、本社の上は東南アジアの合弁会社で頭がいっぱいですから、国内の体制を引っかき回すようなことを言わずにおとなしくしてろって感じですね」

「だろうなぁ」

　そんな会話を聞きながらカクテルを飲んでいると、専務の電話が鳴りだした。

「ごめん電話だ。ちょっとはずすね」

　着信を確認して席を立った専務のうしろ姿をぼんやりと眺めていると、「次はなに飲む？」と新見さんに声をかけられた。

　今日はまだ水曜。明日の午前中も忙しそうだし、先に失礼しよう。そう思って首を横に振る。

「あ、私はそろそろ……」

「白桃は甘めだったから、次はキウイとかすっきりしてておすすめだよ」

「キウイですか……」

「キウイの種の食感は苦手？」

「い、いえ大丈夫です」

「じゃあこれにしよう。完熟のゴールデンキウイを使ってる自信作だから。すみませーん」

　ぽんぽんとテンポよく話しかけられると、ついつい流されてうなずいてしまう。

　ドリンクや料理の追加を手際よく注文する新見さんをぽかんとして見ていると、「そういえば」と声をかけられた。

「はい」

「あいつがどうして綾崎グループを継ごうって決めたか知ってる？」

　新見さんにたずねられ、私はうなずいた。

「十年前の台風災害のときに、社長の決断力と仕事ぶりに感銘を受けたと」

　いつか取材を受けたときの専務の言葉を思い出しながら答える。

「それもあるけど。本当は、悔しかったからだよ」

「え？」

　悔しかったって、どういう意味だろう。私が首をかしげると、新見さんはいたずらっ子みたいな顔で笑った。

「当時大学生だったあいつは、視察に向かった社長と一緒に、ヘリで子会社の綾崎フーズの缶詰をいっぱい持って被災した地域にボランティアに行ったんだって。だけど、缶詰なんてあんまり喜んでもらえないのな」

「そうなんですか……？」

　新見さんの言葉に、私は曖昧に首をかしげる。

「ライフラインの止まった避難所で、冷たいおにぎりと缶詰を渡されて、ありがたいとは思っても、正直非常食には飽き飽きしていて心からうれしいとは思わないじゃん。仕方ないことなんだけどさ、あいつはそれが悔しかったんだって」

　新見さんはそう話しながら、注文したドリンクを運んできた店員さんからキウイのカクテルを受け取り、私に手渡してくれる。

「ありがとうございます」と会釈をしてグラスを受け取り、ひと口飲んでまた新見さんが話しだすのを待つ。

「今まで作ってきた缶詰もおいしいし、非常食という位置づけも大切だけど、もっとみんながわくわくするような商品を作りたいって。こういう新しい果物のリキュールもそうだし、定番の缶詰も子供に人気のキャラクターとコラボしたり、高級志向のプレミアムラインを作ったり。すごい勉強していろんなアイデアを出してきてさ」

　そう言われ、目の前にあるカクテルを改めて眺める。

「最初はなんの経験も知識もない小僧が、なに生意気なことを言ってるんだって、上は反発してたんだけど、言葉だけじゃなく、誰よりも熱心に仕事をして何回もめげずにプレゼンする誠人の姿にみんなどんどんほだされちゃってさ」

　その頃の専務の姿を想像して、なぜだか鼓動が速くなった。じわりと頬に熱が集まる。そのほてりをごまかすように、またごくごくとカクテルを飲む。

「私、専務は昔から自然に仕事もできて人から好かれて、いつも余裕があるんだと思っていました」

「あいつは余裕があるように見えて、実は誰よりも努力家だし負けず嫌いだよ」

「……そうなんですね」

「あいつのサポートは大変だろうと思うけど、よろしく頼むね」

　やわらかな口調で言われ、慌ててうなずいた。いつものような無表情をつくろうとしたけれど、なぜか顔が熱くて仕方ない。

「そういえば、キウイのカクテルおいしい？」

「あ、おいしいです、とても。種のつぶつぶの食感がおもしろくて」

　私がうなずくと、新見さんが満足そうに笑った。




「あれ、詩乃ちゃん酔ってる？」

　電話を終え帰ってきた専務が、私の顔を見た途端眉をひそめた。

「酔ってませんよー」

「新見さん、詩乃ちゃんに何杯飲ませたんですか」

　専務は私の答えを無視して、新見さんを睨む。

「人聞き悪いな。そんなに飲ませてねぇよ。キウイのカクテルが気に入ったっていうから、今二杯目かな」

「キウイ……？」

「つぶつぶしてて、おいしいですよー。専務もひと口どぉぞ」

　難しい顔の専務に、グラスを差し出す。

「いやいやいや、なにこの無防備な笑顔」

「詩乃ちゃん、シラフのキリッとしてるときもいいけど、酔っ払うとあどけなくてかわいいね」

　専務は笑う新見さんを睨みながら、私の手からグラスを奪い、手が届かないテーブルの端に置いてしまう。

　あぁ、おいしいからもっと飲みたいのに。

「詩乃ちゃんカクテルの二、三杯で酔うほどお酒弱くないよね？」

「だから、酔ってませんよ？」

　なんで専務はこんなに不機嫌そうなんだろうと、こてんと首をかしげて見上げると、専務が手で額を覆った。

「ちょっと、その上目遣いはずるいから一回やめよう」

　意味がわからなかったけれど、素直に「うん」とうなずくとまた専務が顔を覆う。

「新見さん、お願いだからキウイが何科か調べて」

「はー？　なに突然」

「お願いです」

「わかったよ」

　取り乱す専務をおもしろがるように笑いながら、新見さんがスマホを操作する。すぐにわかったのか画面をこちらに見せてくれた。

「へぇ、マタタビ科だって。知らなかった」

「……やっぱり、マタタビかよ」

　専務がそうつぶやいて私を見る。

　じっと見つめられて、頭の上の猫耳がピクピク動いてしまう。むずがゆいような落ち着かない感覚。思わず隣に座る専務の肩先に、額をこすりつけた。

「わ、ちょっと詩乃ちゃん、なにそんなかわいいことしてんの！」

「ん。なんかむずむずして。ダメですか？」

　専務の首筋につむじのあたりをこすりつけながらそう言うと、専務の体がこわばる。

「詩乃ちゃん、じゃあこっちに来る？」

　新見さんに声をかけられ顔を上げてそちらを見ると、専務の手で目を覆われた。

「詩乃ちゃん、そんな顔で男を見るの反則だから」

「どうして？」

　まぶたを覆う専務の手が、ひんやりして気持ちいい。

　思わず手のひらに頬ずりしながら専務の顔を見上げると、専務は天井を仰いでため息をつく。

「すみません新見さん、詩乃ちゃん連れて帰ります。この埋め合わせはまた……」

「いいよいいよ。お前が女の子相手に取り乱すの、初めて見られておもしろいし」

　肩を揺らしておもしろがる新見さんに、専務は困ったように顔をゆがめた。

　そんなに飲んでいないはずなのに、なぜか足に力が入らずに、専務に抱きかかえられるようにしてタクシーに乗せられた。




　くたりと専務の肩に頭を預けているうちにたどり着いたのは、見上げるほど高い立派なタワーマンション。

　ここは、どこだっけ？と考えているうちに、部屋の中へと連れていかれる。

　広いリビングに置かれた革張りのソファ。そこに寝かせられ、ぼんやりとしていると水の入ったグラスを差し出された。

「はい、詩乃ちゃん大丈夫？」

　わざわざ水を持ってきてくれたけれど、喉は渇いてない。それよりも、そばにいてほしい。

　そう思いながら、グラスを持つ専務の手の甲に顔を近づけ頬ずりする。

　乾いて少しひやりとした手の甲。アルコールのせいか熱を持ち火ほ照てった頬に、専務の手の感触が気持ちよくて、うっとりと目を閉じた。

　すると、私の行動に動揺したのか、専務の持つグラスの中の水面が揺れた。

「詩乃ちゃん……」

　専務の長い指から、するりとグラスがすべり落ちた。音をたててフローリングの床に転がり、透明な水たまりができる。

　コロコロと転がったグラスが動きを止めるまで目で追ってから、専務の顔を見上げた。同じタイミングで、専務も私のことを見た。

　専務が私のことを押し倒したのか、それとも私が専務を引きずり込んだのかわからない。けれど気がつけばふたりの体がソファの上に倒れ込んでいた。

　体の芯がじんじんと熱くて、頭がぼんやりする。

　どうしようもなく体に触れてほしくて、目の前の専務の首筋に額をこすりつけ、ねだるように背中に手を回す。

「こうやってくっついてると、落ち着きます」

　専務の胸に顔をうずめてつぶやくと、目の前の体から大きなため息が吐き出された。

　専務の手が私の額をなで、そのまま頭頂部の猫耳をくすぐる。気持ちよくて、もっともっとと自分から頭をすりつけてねだる。

「詩乃ちゃん、具合は悪くない？」

　心配そうな声にかぶりを振った。

「大丈夫です。それより、専務の手に触ってもらうの、気持ちいい……」

　うっとりとしながらつぶやくと、うめくようなため息。

「くっついてるの、嫌ですか？」

　狭いソファの上で折り重なるようにしている体勢が苦しいのかな？　と心配になって薄っすらと目を開けると、専務が困った顔で首を横に振った。

「嫌じゃないよ」

「ほんとうに、嫌じゃない？」

　確認するように繰り返せば、専務がうなずいてくれた。

　その返事にほっとして「よかった」と笑うと、専務は額を覆って天井を仰ぐ。

「……すごいな、マタタビの威力」

　よくわからないつぶやきに首をかしげながら、専務の体にくっついて耳をこすりつける。きっと本物の猫なら、ゴロゴロと喉を鳴らしていると思う。

「専務、いい匂いがする」

　鎖骨のくぼみに頬をうずめながら言うと、専務がぎこちなく首をかしげた。

「別になにもつけてないけど」

「専務に抱きしめられてると、なんだかすごく落ち着きます」

「光栄だけど、俺は落ち着かなくて死にそう」

　そう言って、苦笑いしながら私の頭をなでる。

「ん……っ」

　なでられると気持ちがよくて、ぴくんと尻尾が震えてしまう。

　もっとなでてほしくて、自分から専務の手に額をこすりつけ、うっとりと目を閉じた。

「ここ、気持ちいい？」

　三角の耳のつけ根をなぞりながらささやかれ、体の奥が蕩とろけてしまいそうになる。

「ん……そこ、気持ちいいです……。もっと触ってください」

　夢見心地でねだると、専務の唇からため息のようなつぶやきが漏れた。

「あー、もうどうしよう。酔っ払った詩乃ちゃんがかわいすぎる……」

　その言葉と同時に、専務の指先が葛藤するかのように私に触れるのをやめてしまう。

　あぁ、もっともっと触ってほしいのに。

　薄っすらと目を開けてねだるように専務を見つめると、仕方ないといった表情で笑い、また私の猫耳をなでてくれる。

　心地よさに耳をぴくぴく震わせながら「専務の手、大好きです」と夢見心地でつぶやく。

「そんなかわいいことばかり言ってると、俺も理性が保てなくなりそうなんだけど」

「理性、ですか……？」

　意味がわからず首をかしげる私を見て、専務は小さく肩を上げた。

「なんでもない。こっちの話」

　そう言って不思議顔の私をあやすように指先で耳に触れながら、喉の奥で静かに笑う。

「詩乃ちゃん。部屋の中、寒くない？」

「寒くないです。逆に暑いくらい」

「じゃあ服、脱がせてあげようか？」

　その言葉に素直にうなずくと、専務は困ったように顔をゆがめる。

「そこは、いつもみたいに、『からかわないでください！』って怒ってくれないと」

「脱がせてくれないんですか？」

　こてんと首をかしげた私を見て、苦笑いをする専務。

「なんか俺、今すごく試されてる気がする」

　言葉の意味がわからなくてぼんやりしていると、また専務が優しく猫耳をなでてくれる。気持ちよくて、ゆらゆらと黒い尻尾が揺れた。

「……このまま勢いで手を出したら、明日から絶対口きいてくれなくなるよなぁ。今まで築いてきた信頼がゼロになるよなぁ」

　ぶつぶつとつぶやきながら、専務が私のことを見下ろす。なにを言っているのかわからずに体を密着させたまま、首をかしげた。

　まるで日だまりにいるみたいに、体がぽかぽかして眠くなる。ふわぁー、とあくびをすると、専務が小さく笑った。

「これは、拷問だな」

　ため息交じりの言葉に、不安になって顔を上げる。

　気持ちがいいからこのまま寝てしまいたいけど、専務は嫌なのかな。そう思っていると、ぽんぽんと頭を優しくなでられた。

「いいよ。このまま添い寝してあげるから、寝な」

　うなずいて、専務の首筋に顔をうずめ、目を閉じる。

　人の息遣いを感じながら眠るのは、どうしてこんなに安心できるんだろう。

　肌を通して感じる体温が気持ちよくて、幸せだと思った。










優しい言葉と意地悪な笑顔




　朝起きると、私はなぜか専務のマンションにいた。

　たしか昨夜は専務の先輩の新見さんと飲んでいたはずなのに。どうしてここに？

　お酒を飲んでいる途中から記憶がまったくなくて、首をかしげソファから体を起こす。

　体にかけられていたタオルケットを握ってぼんやりとしていると、「起きた？」と背後から声をかけられた。

「あ、おはようございます」

　戸惑いながら振り返り頭を下げると、少し眠そうな顔をした専務がいた。

「詩乃ちゃん大丈夫？　気分が悪かったりしない？」

　やけに私の体調を心配する専務に、驚いてまばたきをする。

「大丈夫ですけど……、私、そんなに心配されるほど酔ってました？」

「覚えてない？」

「はい、すみません……」

　記憶をなくすほど飲んだことなんて、今まで一度もないのに。もしかして、とんでもない失態をしてしまったんじゃないかと青ざめる。

「いや、詩乃ちゃんは悪くないよ。事故みたいなもんだから」

「事故？」

　どういう意味だろう。と首をかしげると、専務が苦笑いをした。

「詩乃ちゃん覚えておいて。キウイはマタタビ科だって」

「は？」

「キウイはもう禁止だからね」

「キウイ、ですか……？」

　わけがわからず戸惑う私に、専務は意味ありげに笑う。

「時間、まだ余裕あるけど一度家に帰る？」

　その言葉を聞いて、ハッとした。

　そうだ。今日も仕事だった。

　慌てて時計を見れば、時刻は五時過ぎ。今から家に帰れば、シャワーを浴びて準備をできる。そう思って立ち上がると専務に声をかけられた。

「送っていこうか？」

「いえ、タクシーで帰るので大丈夫です」

　かぶりを振って慌ただしくバッグやコートを手に取る私を、専務はクスクスと笑いながら眺めていた。




　いつものようにシンプルな黒いスーツ。ベージュのストッキングに黒いパンプス。髪はじゃまにならないように、うしろでひとつに結ぶ。

　窓ガラスの前で、きゅっと気を引き締めて背筋を伸ばす。

　ガラスに映るのは、なにを言われても動揺しない、慌てない、常に冷静沈着な無愛想な秘書。

　今日も一日、いつものようにがんばろう。そう思っていると、専務の声が聞こえてきた。

「おはよう」

　やわらかく笑いかけられ、頭を下げる。

「おはようございます、専務」

　役員室に入り、いつものように愛想のない挨拶を返してスケジュール帳を開く。

「今日の予定ですが……」

　私の言葉を聞きながら、専務があくびをひとつ噛み殺す。

「眠そうですが、大丈夫ですか？」

　心配になってたずねると、専務は笑ってうなずいた。

「大丈夫。二時間は寝られたから」

　二時間。ということは、私が帰ってからのことか。

　もしかして、私が酔って迷惑をかけたせいで、専務は明け方まで寝られなかったってこと？

　申し訳なさに、猫耳と尻尾がしょぼんとたれ下がる。

「ご迷惑をおかけして、申し訳ありませんでした」

「気にしなくていいよ。あんな詩乃ちゃんが見られて楽しかったし」

「あんな？」

　私が首をかしげると、専務がくすりと笑った。

「本当に、なにも覚えてないんだ」

「えっと……」

　戸惑う私に、専務が視線を投げる。試すような、意地悪な視線。

「昨日のことを覚えてて意識して避けられるのも嫌だけど、まったく覚えてないってのもつまんないな」

　意味ありげな言葉に、鼓動が速くなる。

「わ、私は昨日いったいなにを……？」

　動揺しながらたずねると、専務は軽く肩を上げただけで、なにも答えてくれなかった。

「そうだ。スーツをクリーニングに出したいんだけど、頼める？」

　話題を変えられ、もっと追及したかったけれど仕方なく仕事モードに切り替える。

「かしこまりました。仕上がりはいつも通りでよろしいですか？」

　専務の手からスーツを受け取りたずねると、微笑みながらうなずかれた。

　そのとき、微かに指先が触れた。専務の少し冷たい指先。

　そういえば、このひんやりとした手の感触を、心地いいと感じたなとぼんやりと思う。でも、そう思ったのはいつのことだったっけ？

　手の感触は覚えているのに、いつのことだか思い出せずに混乱していると、「じゃあクリーニングよろしくね」と専務に声をかけられた。

　ハッとしながら慌ててうなずき、役員室を後にする。

　パタン、と閉まったダークブラウンの木目の扉に寄りかかり、天井を仰いだ。手にした専務のスーツを抱え、大きく息を吸い込む。

「あ……」

　そのとき、スーツに微かに残った専務の匂いに目を見開いた。

「あぁ……っ！」

　匂いに刺激された記憶が、一気によみがえる。

　困り顔の専務に頬ずりをしたこと。狭いソファで専務にのしかかり首筋に額をこすりつけたこと。胸に顔をうずめて『くっついてると、落ち着きます』なんてバカみたいに甘えたセリフを言ったこと。

　あまりの恥ずかしさに、顔から火が出そうなほど頬が熱くなる。

　どうしよう、どうしよう、どうしよう！　専務を相手に、なんて失礼でみっともないことをしてしまったんだろう！

　後悔と自己嫌悪に、今すぐ穴を掘って地中深く埋まりたくなる。それか、家に帰って頭から布団をかぶってそのまま冬眠してしまいたい。

　役員室の前で頭を抱えてうずくまっていると、通りかかった桃井さんが不思議そうに足を止めた。

「どうしたんですか、冬木さん」

　声をかけられおずおずと顔を上げると、桃井さんが目を見開いた。

「大変！　冬木さんの顔が真っ赤なんですけど！　っていうか、冬木さんが無表情じゃない！」

　大事件だ、とばかりに声をあげた桃井さんに、慌てて首を横に振る。

「大丈夫です！　なんでもないですから、騒がないで……！」

「うわ、冬木さんがこんなに動揺してるの初めて見た！　いったいなにがあったんですか!?」

「いや、ちょっと今日は暑いから顔が赤いだけで……」

「暑くないですよ、むしろ肌寒いですよ？」

「わ、私ちょっと、外の空気を吸ってきます」

　驚く桃井さんにそう言って、早足でフロアから逃げ出した。

　やばいやばいやばい。顔が熱くて仕方ない。

　エレベーターではなく、非常扉の向こうの外階段へと向かい、分厚い鉄の扉を閉めて大きく息を吐き出した。

　鉄骨でできた階段の手すりに額をつけて、へなへなとしゃがみ込む。

　この状況は、いったいどうしたらいいんだろう。

　専務に昨日のことを思い出しましたと謝った方がいいのか、それともこのまま忘れたふりを続けた方がいいのか。

　しゃがみ込んだ胸の中に、専務のスーツを抱きしめたまま、そんなことをぐるぐると悩む。

　でも、忘れたふりをしてなかったことにするのは失礼だ。専務にも新見さんにも迷惑をかけたのは事実だし、ここは社会人らしくちゃんと謝るべきだろう。

　そう結論を出し、しゃがみ込んだまま、うんとうなずく。

　するとそのとき、背後の非常扉が開いた。驚いて振り返れば、不思議そうな顔をした専務が、こちらを見下ろしていた。

「せ、専務……！」

「詩乃ちゃん、こんなところでどうかした？　桃井さんが、詩乃ちゃんの様子がおかしかったって心配してたけど」

　首をかしげる専務に、私は緊張しながら息を吸い、口を開こうとする。

　昨日はご迷惑をおかけしましたって、謝るんだ。

　酔っ払ってみっともないところをお見せしてすみませんって。ベタベタとなれなれしくくっついて、ソファの上で添い寝をねだるように甘えてしまってすみませんって。

　言うべき言葉を頭の中に思い浮かべて、かぶりを振った。

　……そんなこと、とても言えないっ！

「詩乃ちゃん、大丈夫？」

　突然すごい勢いで頭を横に振りだした私に、専務が驚いたように目を丸くする。

「な、なんでもないです！　ただ、これからスーツをクリーニングに出しに行こうと思っただけで……っ」

「わざわざ外階段で？」

「ちょっと気分転換です」

「ここ十三階だよ？」

「さ、最近運動不足だったので」

　不審そうな専務に、無表情で言い訳を並べる。

「そう。階段からすべって、ケガをしたりしないようにね」

　そう言った専務に、うまくごまかせたとホッとしながら、よろよろと立ち上がる。

　すると、専務の腕が伸びてきて、私の腰を引き寄せた。

「尻尾、ものすごい勢いで回ってるよ」

　そうささやかれ、猫耳がパタパタと動く。

　恐る恐る体をひねれば、混乱と緊張で逆立った尻尾が、ぶんぶんと音が鳴りそうなほど揺れていた。

「こ、これは……」

　青ざめる私に、専務はにっこりと笑う。くしゃりと目尻が下がる、人懐っこい笑顔。

「大丈夫。昨日添い寝してあげたことは忘れてあげるから、気にしなくていいよ」

　私の目の前で人のよさそうな顔が、にやりと意地悪にゆがんだ。

「……っ！」

　思い出したの、バレバレだった……っ！

　瞬時に赤くなった私に、専務は喉の奥で笑いながら腰から手を離す。

　何事もなかったような涼しい顔で、非常扉から建物の中へと入っていく専務のうしろ姿を見送って、へなへなとその場にしゃがみ込んだ。

「もう……、勘弁して」

　専務から預かったスーツを抱きしめて、泣きそうな声でつぶやいた。




　その日の午後三時。

「なんだか久しぶりに帰ってきた気がするなぁ」

　よく通る声で言いながらエレベーターホールから姿を現したのは、専務の兄で副社長の弘人さん。

　弘人さんはもともと体格がよく男らしい雰囲気の人だったけど、長期間マレーシアやシンガポールに行っていたせいか日に焼けて、以前よりももっと逞しくなったように見える。

　海外出張から帰ってきた彼は、秘書室にいる私たちに「ただいま」と明るく声をかけながら広い歩幅でフロアを進む。

「やっぱり日本の方が落ち着くな」

　大きく伸びをしてしみじみとそう言った弘人さんに、出迎えた専務があきれたように笑った。

「そんなこと言って、アジアだろうがアフリカだろうが、どこに行ってもすぐになじむくせに」

「まぁね」

　小さく肩を上げ、笑い合う。

　弘人さんは東南アジアでの低温物流事業に参入するための下準備に、海外出張をすることが多かった。

　もともと海外旅行が好きで、学生時代はバックパッカーだったという彼は、どんな国だろうがどんな過密スケジュールだろうが、顔を輝かせながら飛行機に乗る。

　役員室に入っていった弘人さんと専務のためにお茶の準備をしてドアをノックすると、ふたりはリラックスした様子でソファに座り談笑しているところだった。

「失礼いたします」

　お茶がのったトレーを手に頭を下げた私を見て、専務が優しく微笑む。

「あ、詩乃ちゃん。お茶持ってきてくれたんだ」

「冬木です」

　そんなやり取りをする私たちを見て、弘人さんは「誠人と冬木さんは相変わらずだなぁ」と楽しげに笑った。

「そういえば、近いうち誠人も旅行がてらマレーシアに顔を出せよ。向こうの社長がお前に会いたがってるぞ」

「誰かが世界を飛び回ってるせいでこっちに国内の業務が集中して、旅行がてら海外に、なんて考えられないくらい大忙しなんだけどね」

　自分に向けられた皮肉は聞こえないふりをする弘人さんに、専務はあきれたように肩を上げた。

　そんな彼らの前にお茶を差し出すと、「ありがとう」と専務にやわらかい笑みを向けられた。こうやって微笑みかけられることなんてもう慣れっこのはずなのに、やっぱり鼓動が速くなってしまう。

「なぁ誠人。お前、恋人でもできた？」

「どうして？」

「なんとなく。雰囲気が」

「雰囲気って」

　弘人さんにニヤニヤしながらそう聞かれた専務は、小さく肩を上げる。

「で、どうなんだよ」

「まぁ、気になってる子はいるよ」

　お辞儀をして役員室から出ようとしていた私は、専務のその言葉に驚いて思わず足を止めた。

　専務に、好きな人が……？

　普段まったく女性の影がないからそんなことを考えたことがなかった。途端にずしりと胃のあたりが重く感じる。

「へぇ。どんな子？」

「三角の耳に、黒くて長い尻尾がかわいい女の子」

「なんだ。猫かよ」

　期待ハズレだ、と弘人さんが不満そうに肩を落とす。反対に、私は驚いて小さく飛び上がった。

「ま、こんな時期にふらふら女の子と遊んで問題になるよりは、猫の方がいいけどな」

　そうつぶやく弘人さんに、専務は肩を揺らしながら話す。

「一生懸命気を引こうとしているんだけど、なかなか懐いてくれないんだよね」

「それならもっと人懐っこい猫にすればいいのに」

「でも、誰にでも愛想のいい子より、普段は無愛想なのに自分にだけ懐いてくれる子の方がかわいくない？」

「まぁ、その気持ちもわかるけど」

　そんな冗談を言いながら、不意に専務がこちらに視線を投げて小さく笑った。

　ふたりだけの内緒だよ、とささやいているかのような、秘密めいた笑み。思わずカッと頬が熱くなる。

　別に専務は本気でそんなことを言っているわけじゃなく、冗談に決まってるのに。ただ、私のことをからかっているだけなのに。

　落ち着け、落ち着け。心の中でそう繰り返す。

「動物と仲よくなりたいなら、とりあえず餌づけじゃないか？」

「餌づけかぁ」

　そんな会話を聞きながら役員室の扉を閉め、持っていたトレーで顔を隠し深呼吸をした。




　金曜日の夕方、役員室で手帳を開きながら翌週の専務のスケジュールを再確認する。

「来週の水曜日にレセプションパーティーが入っております」

　私が詳細の書かれた招待状を差し出すと、専務は嫌そうな顔をした。

「パーティーかぁ」

　堅苦しいのは苦手なんだよなぁ、とつぶやく専務にかまわず話を進める。

「フードトレードショーのレセプションですし、ドレスコードもインフォーマルですし、そこまで堅苦しくはないと思いますよ」

　フードトレードショーは、大きなイベント会場で行われる、フードビジネスの商談展示会。製造、卸売り、小売り、外食と業界の垣根を越えて、食に携わる企業が出展する大規模なイベントだ。

　毎年その開催前日に、ホテルの大ホールを借り切って、主要企業を招待したレセプションが行われる。

「社長も奥様も参加されます。それから副社長も」

「じゃあ俺は……」

「もちろん参加していただきます」

　専務の言葉をピシャリと遮ると、恨めしそうな顔で私を見る。

　レセプションパーティーの目的は、ビジネスの商談ではない。業界を超えた人脈づくりだ。さりげないお世辞もなにげない世間話も、役員の重要な仕事のひとつ。

　私がそう説明すると、専務はため息をつきながらも、「わかった」とうなずいてくれた。

「そのかわり、詩乃ちゃんも同行して」

　突然話の矛先をこちらに向けられ、眉をひそめる。

「私、ですか？」

　パーティーなんて絶対嫌だ。という本心がつい顔に出る。

「仕事なんだから、苦手だからって断るのはダメだよ」

　そんな私の気持ちを見すかして専務が楽しげに笑った。

　でも、無愛想な上に人見知りの私がパーティーなんて絶対に場違いだ。専務にも迷惑をかけるに決まってる。




　秘書室に戻り頭を抱えていると、先輩秘書の大野さんに「どうしたの？」と声をかけられた。

「大野さん。来週のパーティー、参加されます？」

　私がたずねると、大野さんは当然、といった表情でうなずく。

「奥様から私のサポートがあった方が安心だから、同行してって頼まれてるわ。冬木も専務に頼まれた？」

「そうなんです……」

「ま、仕事だからがんばって」

　さらりと言われ、顔をしかめる。その様子を見ていた桃井さんが、身を乗り出してきた。

「いいなぁ！　ホテルでやるレセプションパーティーですよね？　冬木さんが行きたくないなら、代わりに私が行きましょうか？」

　キラキラと顔を輝かせる桃井さんの額を、大野さんがペシンと叩いた。

「あんたは呼ばれてないでしょう」

「えー？」

　頬をふくらませる桃井さんに、私は「ぜひお願いします」と言いかけた唇を閉じる。

　どうせ秘書を同行させるなら、桃井さんみたいにかわいくて愛想のいい秘書を連れていった方が専務も楽しいだろうな、なんて思ってしまう。

　口をつぐんで沈んだ顔をしていると、大野さんにため息をつかれた。

「なんで冬木はそんなに嫌そうな顔をしてるのよ」

「私みたいにかわいげのない女が同行したら、専務にご迷惑をかける気しかしません」

　愛想笑いも、世間話も、対人関係全般が苦手な自分が嫌になる。

「専務はまだ若い上に無駄に愛想がよくて人懐っこいから、あんたくらい真面目そうな秘書がうしろに控えてる方が、威厳が出ていいと思うけど」

「そうですかね……」

　それでも沈んだ顔をしていると、大野さんがなにか思いついたように笑った。

「わかった。じゃあパーティーに出席する前に、私がかわいくしてあげるから安心して」

　楽しげにそう言った大野さんに、私はきょとんと首をかしげた。










パーティーと猫耳の謎




　パーティーの当日、私と大野さんは秘書室に併設された、大きく綺麗なパウダールームの鏡の前にいた。

　いつもはうしろでひとつにまとめている私の髪を、大野さんがヘアアイロンを使って器用に巻いていく。

　前髪は横に流し、ふわりと下ろされたセミロングの髪を器用にハーフアップにする。

　パーティーに出席するためにと用意した私のシンプルな黒のサテンのドレスに、「これじゃあちょっと胸もとが寂しいわね」と大野さんが自宅から持ってきたパールのネックレスを合わせてくれる。

「あとはメイクね」

　そう言って、四角く大きなバニティポーチから、上品に光るラメのアイシャドーを取り出し、私の目もとにつける。

「冬木は色が白いから、チークとリップはピンク系かな」

　楽しげにそんなことを言いながら、私の顔をいじくる大野さん。

　こうやって人にメイクをしてもらうのは初めてで、どのタイミングで呼吸をすればいいのかわからなくて、ひたすら身を硬くしていた。

「さぁできた」

　私の前から大野さんが体を引くと、目の前の大きな鏡には、ドレスアップした自分の姿が映っていた。

　いつもは無愛想で貧相な私の顔が、嘘のように華やかに見える。

「わ……！」

　すごい。髪型と、少しメイクを直してもらっただけなのに、ぜんぜん印象が違う！

「冬木は髪を全部まとめるより少し下ろした方が似合うだろうなって、前から思ってたのよね」

　大野さんが満足げに言いながら、熱の冷めたヘアアイロンをポーチの中にしまう。

「あ、ありがとうございます。すごいです、大野さん。プロにメイクしてもらったみたいに別人……」

「なに言ってるの。もともとの素材がいいのよって自信を持てばいいのに」

　私が鏡を呆然と見つめ驚いていると、大野さんに肩を掴まれた。

「ほら、立って」

　そう促され、慌てて椅子から立ち上がる。

「背筋を伸ばして、顎は引く」

「はいっ」

　鋭い口調で命令され、言われた通り姿勢を正す。

「秘書は主役じゃないんだから、必要以上に愛嬌を振りまかなくていいからね」

「はい」

「無理してお世辞を言ったり、笑ったりしなくていい」

「はい」

「ただ専務のうしろに控えて上品に微笑んでいればいいから」

　その言葉に黙り込んだ。

　上品に微笑むなんて、無表情が染みついている私にできるだろうか。

「そんな難しく考えないの。好きなものでも好きな食べ物でも、自分の好きなことを考えていたら、自然と頬が緩むでしょうが」

「好きなもの……」

　つぶやいた瞬間、真っ先に専務の顔が浮かんでしまう。笑うとくしゃりと目もとが下がる、あの人懐っこい笑顔。

「そう、その表情でいいから」

　そううなずかれ、ハッとした。

　なに、関係ない専務の顔を思い浮かべてるんだろう。落ち着け私。

　首を横に振っていると、「さっさと行くわよ」と声をかけられ、慌てて大野さんの後を追った。




「お待たせしました」

　私が専務の前に立つと、彼はぽかんと驚いたように口を開けた。

　少し離れた場所からまじまじと見つめられ、途端に恥ずかしくなる。

　やっぱり似合わないだろうか。光沢のあるサテンのドレスも、ふわふわした髪も、綺麗なネックレスも、華やかなメイクも。無愛想でかわいげのない私がめかし込んだところで、滑稽でしかないのかもしれない。

　不安になって壁のうしろに隠れたくなる。ぺたりと猫耳がたれて、尻尾もたれ下がる。

　そんな私を見た専務が、「まいったな」と吐息だけでつぶやいた。

「変でしょうか……？」

　ちらりと視線だけを上げて専務の表情をうかがうと、専務は「いや」と口もとを押さえながら首を横に振る。

「かわいくて、見とれてた」

「またそういう冗談を」

　いつものように私をからかう専務に、思わずリラックスして息を吐き出す。そして改めて専務のことを見つめた。

　ダークカラーのスリーピースに、シルバーグレーのネクタイを締め、胸もとにはポケットチーフ。普段は無造作に流している髪の毛を、今日は軽くセットしていて、なんというかものすごく色っぽい。

　こんな華やかな人のうしろに無愛想な秘書が立っていたとしても、みんな専務に目を奪われて私のことなんて気にしないだろうなと、少し気が楽になる。

「じゃあ、行こうか」

　そう言って専務が笑った。




　由緒正しい有名ホテル。そのホテルの大広間でパーティーは行われる。

　鮮やかな色合いで美しい模様を描くふかふかの絨毯に、高い天井から光を降らす綺麗なシャンデリア。

　食品業界のパーティーとあって、用意されたフードも超豪華だった。

　かわいらしく盛りつけられた前菜のフィンガーフードからデザートまで、ずらりと並んだおいしそうな料理の数々。そして、世界中のお酒を用意したんじゃないかと思うほど多種多様なドリンク類。

　思わず目を奪われていると、専務が私の耳もとで笑った。

「詩乃ちゃん、キウイはダメだよ」

　からかうような声色に、赤面して意地悪な専務を睨む。

「もしキウイを食べるなら、俺とふたりっきりのときにしてね」

「安心してください。もう二度と、キウイは口にしませんから」

　またあんな失態をさらせるわけがない、と眉をひそめる。

「残念。もっと触ってっておねだりする詩乃ちゃん、すごくかわいかったのに」

　耳もとで小さく笑われ、あの夜のことがよみがえった。

　私を抱きしめてくれた逞しい腕や、心地よい専務の匂い。優しくふれる指先の感触や、甘いささやき。

　専務の体温や息遣いまでリアルに思い出してしまい、動揺のあまり一気に尻尾の毛が逆立つ。そんな私を見て、専務は意地悪に笑った。




　話題が豊富で人付き合いのうまい専務のおかげで、私は本当にただ専務の脇に控えて、時折飲み物を受け取ったり、笑ってうなずいたりするだけで十分だった。

　にこやかに談笑する専務を眺めながら、ほっと息をついていると、社長夫人と大野さんの姿を見つけて軽く会釈をする。

　薄萌もえ葱ぎ色の、裾に淡い桃色の小花が散った上品な訪問着を着た奥様が、やわらかく微笑み返してくれた。

　少したれた目がかわいらしい笑顔。副社長の弘人さんは男らしい社長似で、専務はきっと奥様似だ。

「冬木さん、ずっと立っていて疲れていない？　私疲れてしまって、こっそり抜け出して大野さんとロビーでお茶をしてたのよ。冬木さんも誘えばよかったわね」

　奥様は私のそばまで来ると、口もとを手で隠しながらそう言って首をすくめる。

　還暦はとっくに超えているはずなのに、年齢を感じさせない無邪気さに、思わず心が和んでしまう。

「ありがとうございます。でも、こういう場は初めてなので、とても勉強になります」

　エグゼクティブ同士の会話にはついていけないけれど、一人ひとりのクセや立ち居振る舞いから、この人はどんな性格なのかなと推測するのはおもしろい。

　そして秘書との距離の取り方も、それぞれ違って勉強になる。

　美しい秘書を常に横に置き、エスコートしながら過ごす人。背後にいる秘書にさりげなく耳打ちをされつつ名刺を確認する人。ひと言ふた言指示を出しただけで、後は隅に控えさせている人。

　もちろん秘書を同行させていない人もたくさんいる。

　専務は私の存在を忘れてるんじゃないかと思うほど自然に楽しげに談笑しながら、でもさりげなく私の姿を目で追っていた。

　会話が途切れた瞬間、飲み物を口に運ぶ瞬間、誰かの姿を見送った瞬間。ふとした瞬間に、微かに首を傾け、こちらに視線を投げる。色っぽい微笑みとともに。

　ちょうど今も、奥様と一緒にいる私を見つけて、微かに笑って目を細めた。

「なんだか誠人はすっかり冬木さんのお世話になっているみたいね」

　その様子を見ていた奥様がクスクスと笑う。

「いえ、とんでもないです」

「冬木さんはいつもよくやってくれてるって、主人も褒めているのよ。これからも誠人をよろしくね」

　そう言われ、私は慌てて頭を下げる。

「ありがとうございます。まだまだ至らないところばかりですが、がんばります」

「あ。もちろん、大野さんのこともいつも褒めてるわよ」

「恐縮です」

　隣にいる大野さんにも忘れずに気を使う奥様。こういう優しさも、専務にそっくりだなと思った。

「綾崎さん、お久しぶり」

「あら、宮みや園ぞのさん！」

　遠くから声をかけられ、奥様がうれしそうに笑う。どうやら昔からのお知り合いがいたらしい。

「聞いたわよー。おめでたい話があるらしいじゃない」

「そうなの。三十過ぎてもふらふらしていてどうなるのかと心配していたんだけど、ようやくその気になってくれたみたいでね」

　楽しげに話しながら、奥様が私に向かって小さく「それじゃあ」と手を振る。

　深く会釈をして見送り、ふーっと息を吐き出すと、目の前になにかが差し出された。驚いてまばたきをすると、いつの間にか専務が私の隣にいた。

「疲れた？」

「いえ」

　首を横に振りながら、差し出された物を受け取る。よく見れば、スモークサーモンとクリームチーズがのったクラッカー。

　わざわざ私のために持ってきてくれたのかな、と首をかしげて専務を見上げると、お皿を差し出された。

　専務の持つお皿には、ほかにもホタテのクリームソースや鯛のフリット、オリーブとエビのピンチョスなど、おいしそうな料理がのっていた。

「詩乃ちゃん、最近魚介類好きだよね」

「そうですか？」

　とくに魚料理が好物なわけではないけれど、「ありがとうございます」と頭を下げた。

　パーティーが始まってから、緊張して食事する気にもなれなかったから、料理を目の前にして空腹だったことに気づく。

「兄貴が前に、仲よくなりたいなら餌づけだって言ってたなと思って」

「私は猫じゃありません」

　またそうやって人をからかう意地悪な専務に、私は顔をしかめてみせる。

　専務はそんな私におかまいなしで、首もとのネクタイを乱暴に緩めた。

　あぁ、せっかくかっこよくスーツを着こなしているのに！と慌てる私をよそに、専務は「気づかれしたなー」とつぶやく。

「もう少しなので、我慢してください」

　慌てて専務に近づき、緩んだネクタイに手を伸ばし締め直す。

　美しく整ったシルバーグレーのタイに満足してうなずいていると、専務が話しかけてきた。

「そういえば兄貴が、俺が猫を飼ってると勘違いして、猫じゃらしとか首輪とかいっぱいくれたんだけど、詩乃ちゃんいる？」

「いりません」

「詩乃ちゃんに似合いそうな、綺麗な黒いサテンのリボンもあったから、今度首につけてあげようか？」

　耳もとでとんでもないことを言いながら、専務の指が私のうなじに微かに触れた。

　その瞬間、勝手に体が熱くなる。

「つけません！」

　猫耳をうしろに倒し、尻尾を逆立てた私を見て、専務が楽しげに笑う。

「そっか。残念」

　クスクスと笑いながら、首をかしげて私を見下ろした。

「……まぁ、ほかの男からもらったものを、詩乃ちゃんに身につけさせる気はないけどね」

　低い声でささやかれた言葉に、じわりと浮かぶ独占欲と支配欲。ぞくりとするほどの色っぽさに、思わず飛び上がった。

「か、からかわないでください！」

　叫ぶように言って、専務から距離を取る。

「からかってないのに」

　その表情はあきらかにおもしろがっていて、私は頬をふくらませて専務に背を向けた。

　こうやって専務にからかわれることなんて、いつものことなのに。ちょっと動揺しすぎだ。落ち着け、自分。

　とりあえずトイレにでも避難しようと早足で進んでいると、「詩乃ちゃん」と声をかけられた。

「……はい」

　足を止め、恐る恐る振り返る。すると専務は微笑んでいた。愛しいものでも見るような、くしゃりと目尻が下がる優しい表情で。

「もうすぐパーティーが終わるから、混雑する前にそろそろ抜けよう。ロビーで待ってる」

　そう言われ、平静を装ってうなずいた。




「はぁー……」

　トイレの鏡に映る自分の顔は、情けないくらい真っ赤だった。熱を持つ頬にペタペタと触れ、ため息をつく。

　平常心。平常心。専務は動揺する私をおもしろがっているだけなんだから、いちいち反応しちゃダメだ。私は秘書なんだから、いつも冷静でいなきゃ。

　そう自分に言い聞かせ、トイレを出る。

　専務が待っているロビーに向かおうと足早に廊下を歩いていると、誰かにいきなり肩を掴まれた。

「きゃ……！」

　咄とっ嗟さに腕を振りほどこうとした私に、その人は乱暴に両肩を掴み、顔を覗き込む。

「詩乃？」

　そう名を呼ばれ、驚いて顔を上げた。目の前の男の人を、まじまじと見つめる。

　短めの黒い髪に、意志の強そうな目もと。不機嫌そうに引き結ばれた口。目の前の男の人が、記憶の中のまだ少年っぽさを残していた男の子と重なった。

　高校でクラスメイトだった、千ち葉ば智とも紀き。

「千葉くん……？」

　私がぽつりとつぶやくと、目の前の彼は顔をしかめたままうなずいた。

「お前、なにやってんの？　こんなとこで」

　昔と変わらない、ぶっきらぼうな口調で言う。

「わ、私は仕事で……」

「仕事って？」

　疑うような口調に、私は視線を大広間の方に向ける。

　千葉くんは私の視線の先の【フードトレードショー・インジャパン　レセプションパーティー】と書かれた案内板を見て、眉をひそめた。

「はぁ？　お前、そんな格好であんなパーティーに参加してたのかよ」

　軽蔑するような口調に、胸が痛んだ。

　華やかなメイクに、パールのネックレス。サテンのドレスに、かわいらしい髪型。そのどれも、自分には似合ってないと言われたような気がした。

『お前みたいなかわいくない女と、本気で付き合うわけねぇだろ！　浮かれてんじゃねーよ。お前なんかを好きになるわけない』

　十年前彼に言われた言葉が、生々しくよみがえった。

　ショックで、前を向けなくなる。うつむいて黙り込んだ私に、千葉くんは私の両肩を掴んだまま続ける。

「お前、コンパニオンかなんかなの？　それとも安い見世物かよ」

　見世物って……。そんな侮辱をされるほど、私の格好はみっともないんだろうか。

　そう思っていると、肩を掴んでいた千葉くんの手が、私の頭に伸びた。

「頭に猫耳つけて、尻尾までつけて、なにやってんだよ」

　千葉くんの言葉に、驚いて目を見開いた。

　猫耳に、尻尾って……！　どうして!?

　驚きで、頭の上の耳がぴくんと動く。

「わ、すげ。この耳動くの？　本物みてぇ」

　そう言いながら、千葉くんの手が乱暴に猫耳を掴んだ。

「痛い……っ！」

　敏感な内側に指が食い込んで、思わず私は悲鳴をあげる。

「痛い？」

　驚いて手を離した千葉くんに、慌てて距離を取る。フーッと猫が唸りながら警戒するように、耳がうしろに倒れ尻尾が逆立つ。

「え。待ってそれ、本物なの？」

　千葉くんはあきらかに、私の猫耳と尻尾を見ていた。

　私と専務にしか見えないと思っていた猫耳と尻尾が、なんで……？

　この状況をどうやって説明すればいいんだろう。そう思っていると、長い腕にうしろから抱きしめられた。

「きゃ……！」

　突然のことに驚いて振り向けば、険しい顔をした専務が、私のことを千葉くんの視線から隠すように、胸の中に囲い込んでいた。

「せ、専務……」

　小さくもがく私に、専務は腕に力を込める。耳が見えないように、大きな手のひらで私の頭を包んだ。

「俺の秘書になにか？」

　ぞっとするような冷たい口調で、驚く千葉くんにそう問いかける。いつも穏やかな専務が、別人のように鋭い表情をしていた。

「いや……」

　専務は言いよどんだ千葉くんに冷たい一いち瞥べつをくれると、私を胸にかばったまま踵を返し、足早にロビーを後にする。

　不安になって専務の顔を見上げると、今まで見たこともないほど不機嫌な表情をしていた。




　ホテルの前で待機してくれていた車に乗り込み、専務のマンションへと向かった。

　部屋に入り、ふたりきりになった途端、安心して気が抜けた。床に座り込み「ふー」と息を吐き出す。

　そんな私を見ながら、専務は不機嫌そうなまま口を開いた。

「さっきの、誰？」

「えっと、地元の高校のときの同級生です。ホテルで偶然会って……」

「あいつ、詩乃ちゃんの猫耳と尻尾が見えてたの？」

「みたいです……。耳が動くのを見て、本物みたいだって驚いていました」

　私が答えると、専務は唇に手をあてて考え込む。

「俺と詩乃ちゃんにしか見えないと思ってたのに、なんで……」

　そのつぶやきに、私もうなずく。

　会社でも私生活でも、私の猫耳に気づく人はいなかった。今日も、あんなにたくさんの人がいるパーティーに参加していたのに、見えている人はひとりもいなかった。

　それなのに、なんで千葉くんだけが……。

「あ、千葉くんがものすごく霊感が強いとか！」

　私が思いついたことを言ってみると、専務が険しい顔のまま首を横に振る。

「それはないだろ。俺は霊感なんて持ってないし、それならクミコさんに見えないのがおかしい」

「……そうですね」

　霊能者のクミコさんも、ハチの気配はわかるけど猫耳は見えないと言っていたのを思い出して、しょんぼりと肩を落とす。

「詩乃ちゃんと親しい人だけに見える、とか？」

　専務の言葉に今度は私が首を横に振る。

「それなら、普段一緒に仕事をしている大野さんや桃井さんに見えてもおかしくないですし、高校を卒業してからいっさい連絡を取っていなかった千葉くんとは、別に親しくないです」

「そうかぁ……」

　お手上げだ、というように専務が天井を仰いだ。

　猫耳と尻尾が生えてから一ヶ月以上たつけれど、専務と千葉くん以外には誰にも見えてなかったはず……。

　どうしてふたりにだけ。

　考え込んでいると、あることを思い出してハッとした。

「もしかして……」

「なに？」

「前に、新見さんと約束しているお店に行く途中に、男の人に声をかけられたのを、覚えてません？」

「あー、詩乃ちゃんがナンパされたこと？」

　思い出すだけで不愉快だ、というように、顔をしかめた専務に慌てて首を横に振る。

「ナンパじゃないです！　あの人が、『かわいいですね』って言ったのは、きっとこの猫耳と尻尾のことですよ。あの人には見えていたんですよ！」

「なんで、なんの関係もない通りすがりの男に？」

「どこかで見たことある人だなって、思っていたんです！　でも、白衣を着ている姿しか見たことがなかったから、私服だとイメージが違って気づかなかった」

「白衣？」

「ハチをいつも見てくれていた、獣医さんですよ」

　私が言うと、専務は記憶を探るように視線を泳がし、首をかしげた。

「俺と、同級生と、獣医師には見える……？」

「三人とも、ハチに会ったことがあります」

　私の言葉に、専務はこちらを見た。答えを見つけて顔を輝かす私に、専務はゆっくりと長いため息をついた。

「なるほど……」

　そういうことかとつぶやいて、口もとに手をあてる。

「ってことは、その猫耳と尻尾が見える人は、まだほかにもいるんだ」

「そうですね。うちの両親とか、地元の友達とかもきっと……」

「俺だけじゃないんだね」

　私がうなずくと、専務は不満げにそうつぶやく。

「専務……？」

　なんでそんなに機嫌が悪いんだろう、と不安になって声をかけると、専務がちらりとこちらを見た。

「詩乃ちゃんは北海道の出身だったっけ。頻繁に実家に帰るの？」

「いえ。遠いので、年に一度、年末年始に帰るくらいです」

　私が答えると、専務は「そっか……」とつぶやいた。

「今まで俺にしか見えないんだから、急がなくてもいいなんて思ってたけど、そんなのんきなことを言ってられないな」

「そう、ですね……」

　その言葉にうなずきながら、私はなぜだか少し寂しくなった。










お祭りと片想い




　久しぶりに高校生のときの夢を見た。思い出したくもない、嫌な記憶。

『お前みたいなかわいくない女と、本気で付き合うわけねぇだろ！　浮かれてんじゃねーよ。お前なんかを好きになるわけない』

　そう投げつけられた冷たい言葉は、今思い出しても胸が痛くなる。

　高校一年生のとき、私は初めて男の子から告白されて、初めて付き合った。引っ込み思案で無口な私とは正反対の、物事をはっきり言えるいつもクラスの中心にいるような、活発な男の子。

　それが、千葉智紀だった。

　真面目でおとなしくて無愛想で、男の子とろくに話もしたことがなかった私に、初めてできた彼氏だった。うれしくて、柄にもなく浮かれてしまった。

　初めてのデートは夏の終わりに行われた花火大会で、緊張しながら藍色に朝顔の柄の浴衣を着た。

　いつもは簡単に縛るだけの髪を綺麗に結い上げた。少しでもかわいいと思われたくて、赤い色付きのリップクリームをこっそり塗って、そわそわしながら家を出た。

　小さな町のあちこちにお祭りののぼりが立ち、夕暮れ空にぽつりぽつりと提ちょう燈ちんが灯る。頬をふわりとなでた風に、綿あめの屋台の甘い匂いが微かに混じっていた。

　畑や田んぼだらけの田舎町。あぜ道を歩いていると、道端の草むらで鳴いていた鈴虫が一瞬黙り、妙に静かになる。

　花火大会を見るために千葉くんと待ち合わせた河川敷まで、ドキドキしながら歩いた。

　日が落ちるとともに急に風が強くなり、畑の脇に沿って植えられた防風林が、ゴウゴウと音をたてていた。薄暗い空に黒い木の影が大きく揺れて、まるで生き物みたいに見えた。

　待ち合わせは午後六時半。だけどその時間を過ぎても、千葉くんは現れなかった。

　心細くて、何度も時計を見ては周りを確認する。

　周りにいる人たちはみんな笑顔で楽しげで、私だけがぽつりとひとり立ち尽くし、迷子のように居場所がなかった。

『あ、冬木さんだ』

　うしろから声をかけられて、振り向けば同じクラスの女の子が三人、私のことを見ていた。咄嗟に会話を交わせるほど親しくもない相手に、戸惑いながらぺこりと頭を下げる。

　おとなしい私とは違い、いつもクラスの中心にいる明るいグループの女の子たちだった。

『え、意外。冬木さんが浴衣着てるー』

『ウケる』

　クスクスと笑われて、途端に恥ずかしくなってうつむいた。藍色の浴衣の袂たもとをぎゅっと握りしめる。

『なになに。もしかして智紀と待ち合わせしてんの？』

『待っても無駄なのに』

『来るわけないじゃん』

『かわいそー』

　どういう意味だろうと顔を上げると、またクスクスと小さな笑い声。

『智紀から電話で頼まれたんだよね。約束の場所で本当に冬木さんが待ってるかどうか見てきてって』

『え……？』

　私が驚いて顔を上げると、女の子たちは楽しげに笑う。小さなさざ波のようなその声が、不快で仕方なかった。

『冬木さんが本気で智紀とデートできるって信じてちゃんと待ってるかどうか、賭けでもしてるんじゃない？』

　その言葉に、ようやく気づいた。デートなんて嘘だったんだ。私はただ、からかわれて騙されていただけだったんだって。

『智紀が冬木さんと本気で付き合うわけないじゃん』

『からかわれてるだけだって、気づくよね普通』

『だってあの智紀が、冬木さんなんかを好きになるわけないって』

　川の下流から強い風が吹いて、轟音をたてながら大きな空気の塊が体にぶつかった。藍色の浴衣がパタパタとはためいて、綺麗に結った髪が乱れた。

　河川敷の道に並んだ提燈が、ガラガラと音をたてて忙しなく揺れる。それに合わせて足もとの影も揺れていた。

　その影をぼんやりと見下ろしていると、ぽたりと水滴が地面を濡らした。

　そのひと粒をきっかけに、堤防が崩れたように空から絶え間なく大粒の滴しずくが落ちてきた。そしてあっという間に地面が水浸しになっていた。

　私は雨に濡れながら、声をあげて散り散りに走っていく人の姿を、ぼんやりと眺めていた。

　その日、近づいてきた台風に前線が刺激され、町は突然の大雨になった。予定されていた花火大会も、中止になった。

　そして、結局千葉くんは待ち合わせの場所に来ることはなかった。

　家に帰ってようやく、携帯電話を忘れていたことに気がついた。

　机の上に置いたままの二つ折りの携帯電話。着信を知らせるランプが灯っていたけど、とても開いて確認する気にはなれず、びしょ濡れのままベッドに潜り込んで、体を丸めて泣いた。

　足もとで、ハチがいつもとは違う私の様子に、心配そうに寄り添ってくれていた。

　その夜はずっと、ひどい雨が窓を叩き続けていた。雨はやむことなく勢いを増し、物流は途切れ土砂崩れで道路は寸断され、町の面積の大部分を占める田畑は甚大な被害を受けた。

　花火大会の会場だった河原には濁流が押し寄せ、流れ着いた倒木の先に引っかかった赤い提燈がひとつ、忘れ去られたように寂しく揺れていた。

　孤立した町の空には、報道のヘリコプターが飛んでいた。

　中止になった花火大会から三日後。ようやく会えた千葉くんは、私の顔を見た途端言った。

『お前みたいなかわいくない女と、本気で付き合うわけねぇだろ！　浮かれてんじゃねーよ。お前なんかを好きになるわけない』

　……ああやっぱり、私みたいなかわいげのない女を好きになってくれる人なんていないんだ。

　灰色の濁流の中、ぽつんと揺れる赤い提燈を見ながら、ぼんやりとそう思った。




　パーティーに出席した翌日、仕事を終え会社を出ると、千葉くんが私のことを待っていた。

「詩乃」と低い声で呼ばれ、飛び上がって逃げ出したくなる。

　どうして千葉くんがここに？

　顔をこわばらせる私に、千葉くんは「ついてこい」とキツイ口調で命令する。

「でも……」

　私が戸惑っていると、あきれたように大きなため息。

「こんな会社の前で、猫耳がどうとか、話したくねぇだろ？」

　そう言われ、仕方なくうなずいた。

　目についた居酒屋に入り、半個室の禁煙席に通されて、千葉くんと向かい合って座った。千葉くんはメニューを開き適当に料理を注文すると、着ていたスーツの上着を脱いでため息をつく。

「えっと、千葉くんはこっちで働いてるの？」

　気まずくてそうたずねると、千葉くんはネクタイを緩めながらつまらなそうに首を横に振る。

「いや、札さっ幌ぽろ。東京には出張で来てるだけ。来週の頭には帰る」

「あ、だから昨日ホテルにいたんだ」

　なるほどとうなずくと、「バカか」と冷たく吐き捨てられた。

「普通の会社員が出張であんな高級ホテルに泊まれるわけねーだろ。昨日は接待」

「そうなんだ……」

　短くうなずいて、うつむく。

　千葉くんの率直で乱暴なしゃべり方は、少し苦手だ。強い口調ではっきりと言われると、なぜか呼吸が苦しくなる。

「綾崎グループの御曹司様とは金銭感覚が違うんだよ」

　そう言われ、ハッとして顔を上げる。

　そういえば、昨日はなにも言っていないのに、どうして私が綾崎グループで働いているとわかったんだろう。

　そんな私の表情を見て、千葉くんはバカにしたように鼻で笑う。

「そんなの、少し調べればわかるだろ。俺も一応食品業界の人間だし」

　そう言って、名刺を取り出す。千葉くんは、大手飲料メーカーの営業をしているらしい。

「昨日は、うちの業界でも有名な綾崎グループのイケメン御曹司が、秘書に猫耳と尻尾をつけさせてパーティーに参加させてんのかよって驚いた」

　千葉くんの言葉に、驚いて目を見開く。そんな変な噂を流されたら大変だと、慌てて口を開いた。

「ちが……っ！」

「でも、それとなくパーティー会場で周りの様子をうかがってみたけど、そんなこと誰も言ってなくて、おかしいなと思った」

　千葉くんが私のことを見る。不安でぺたりと寝てしまった猫耳を、じっくりと観察しながら首をかしげた。

「気になって会社の前で待ち伏せしたら、お前、普通に猫耳と尻尾つけて会社から出てくるし、でもそれを気にする奴もいないし」

　千葉くんは言葉を区切って、一度黙る。

　その沈黙が落ち着かなくて、そわそわと尻尾が揺れる。

「どういうことだよ」

「どういうこと、と言われても……」

「ほかの奴には見えてねぇの？」

　仕方なく素直にうなずくと、「マジか……」と千葉くんがつぶやいた。

　まじまじと見つめられて、居心地の悪さにうつむいて肩をすぼめる。不意に千葉くんがこちらに手を伸ばした。

「触ってもいい？」

　そう聞かれ、昨日乱暴に耳を掴まれた痛みがよみがえって、思わず体がこわばった。

「痛くしねぇから」

　私の心を見すかしたように言って、答えを待たず耳に触れる。恐る恐る三角の耳の先端を指でつまみ、軽く引っ張る。

　痛くはないけど不快で、思わず眉をひそめた。

「すっげぇ。本当に猫の耳だ」

「……もういいでしょ」

　素っ気ない口調で言うと、千葉くんは素直に耳から手を離す。

「なぁ、なんで猫耳なんて生えてんだよ」

　千葉くんに問いつめられ、私はしぶしぶ口を開いた。

「ずっと前から飼ってたハチが……」

「あー、お前んち猫飼ってたよな。人が呼んでもちっとも近寄ってこない、無愛想な猫」

　ハチのことをけなされ、ムッとして顔をしかめつつ話を続ける。

「そのハチがこの前老衰で死んでしまって、私に取り憑いたみたい」

「はぁ!?」

　私の言葉に、千葉くんが目を見開いた。驚きすぎたのか、椅子からずるりと体がすべり落ちそうになっている。

「取り憑いたぁ？」

「らしいです」

　事務的にうなずくと、頭の上の猫耳がパタパタと揺れた。

「お前、それ大丈夫なわけ？　除霊とかしねぇと」

「一応、霊能力者のクミコさんって人に見てもらったんだけど……」

「そいつはなんて？」

「無理やり除霊するのも危ないし、憑いてる猫も悪意があるわけじゃなさそうだし、急がなくても大丈夫じゃないかと」

「んだよそれ。っていうかその猫耳、なんであの御曹司と俺にしか見えないわけ？」

「多分なんだけど、ハチに会ったことがある人にしか見えないみたい」

「そんなバカな話、あるかよ」

　あきれたように言う千葉くんに、反論もできずにうなだれる。本当に、自分の身に起きたことながら、とんでもない話だと思う。

「いつまでその猫耳をつけとくつもりだよ。その間にお前の親に会うことになったらどうすんの？　そんな姿見たら、すげぇ心配すると思うけど？」

　正論を言われ、ますますうなだれる。

　今までは、専務にしか見えないんだからまぁいいや、なんて思っていたけど、千葉くんや両親にも見えるとなると、そんなのんびりしたことを言っていられない。

　いつも帰省している年末年始までは、あと二ヶ月もない。用事があって帰れないと嘘をついてごまかしたとしても、来年も再来年もずっとそんな嘘をつき続けるわけにもいかないし。

「いつまでも、このままでいいとは思ってないけど……」

「じゃあ、どうすんだよ」

「クミコさんは、猫の心残りを晴らしてあげれば、自然と成仏するんじゃないかって」

「なんだよ、猫の心残りって」

　突拍子もない話に、千葉くんは苛いら立だったように舌打ちをする。

「ええと……。三大欲求？」

「はぁ？　なんだっけ。食欲、性欲、睡眠欲ってやつ？」

「そう。それを満たしてあげれば、自然と成仏するんじゃないかって」

　うつむいた視界の端で、黒い尻尾が不安げに揺れていた。

「それ、試してみたのか？」

「試すって……」

「ちゃんと食ってる？」

「うん」

「睡眠は？」

「十分に」

「……じゃあ、残りひとつか」

　あきれたようにつぶやかれ、いたたまれなくなる。私がうなだれていると、千葉くんが大きくため息をついた。

「お前、あの御曹司と付き合ってんの？」

　とんでもないことを聞かれ、私は慌てて首を横に振る。

「まさか！」

「ふーん」

　激しく否定した私を、千葉くんは不機嫌そうに眺めた。

　なにかを考えるように頬杖をつき、私の頭の上の猫耳に視線を向ける。そして、ぽつりと言った。

「……じゃあ、俺とする？」

「は？」

　彼がなにを言ったのか、理解するまでに数秒かかった。言われた言葉を何度も頭の中で反はん芻すうして、目を見開く。

「す、するって！」

「だから、俺と寝てみる？」

「な、なんで……！」

「あの無愛想な猫の心残りを晴らして、成仏させてやりてぇんだろ？」

「それは、そうだけど……」

　私と千葉くんが、そういうことを。たとえハチを成仏させるためとはいえ、ありえない。絶対無理だ。

　口をつぐんで黙り込んだ私に、千葉くんはわざとらしいほど大きなため息をつく。

「じゃあ、ほかに抱いてくれそうな男でもいんのかよ」

「そ、そんな人、いないけど……」

　いつまでもこの状態じゃダメだってわかってる。ハチを成仏させるために、いろいろ試してみなきゃ、なにも解決しないってわかってる。

　でも、でも……。

　理性と感情がせめぎ合う。いろいろ考えて、それでも無理だと思ってしまう。理屈じゃなく、本能で。

　好きでもない人に、触れられるのなんて、無理だ。

　黙り込んだ私を見て、千葉くんがおもむろに口を開いた。

「……なぁ。お前、あの御曹司のことが好きなの？」

「……っ」

　その言葉に、一瞬息が詰まる。慌てて動揺を振り払い、口を開いた。

「なに言ってるの。私が専務を好きなわけないでしょ。秘書が担当してる上司に好意を抱くなんて、ありえない」

「バカじゃねえの。そうやって仕事を言い訳にしてる時点で、完全に惚れてんだろ」

　図星を指され、唇を噛んだ。

　相手は上司なんだから、好きになっても無駄だ。そう何度も自分に言い聞かせてきた。仕事を言い訳にして、ずっと自分の気持ちに気づかないふりをし続けてきた。

　きっと、彼の秘書になったときから。

「そうやって猫耳つけて尻尾振ってれば、いつかあの御曹司が同情して抱いてくれるとでも思ってんの？」

「そういうわけじゃ」

「成り行きで抱かれてうまくいけば、恋人になって玉の輿に乗れるとでも思ってんの？」

「そんなこと……！」

「卑怯な女」

　千葉くんが冷たい目でこちらを見る。

「あの御曹司が、本気でお前なんかを相手にするわけないだろ。ただ猫耳が生えた女が珍しくておもしろがってるだけだ」

　そんなこと、わざわざ言われなくたってわかってる。専務にとって私は、からかいがいのある秘書だってだけだ。

「それに、あの男。婚約者がいるぞ」

「え……？」

　驚いて顔を上げる。千葉くんの言葉に、ひどくショックを受けていた。

　専務に、婚約者が……？

　呆然とする私に、千葉くんは冷たく言った。

「綾崎グループのイケメン専務が東南アジアの財閥の令嬢と婚約するって、うちの業界でも噂だぞ」

「嘘……。そんなの、知らない」

「疑うなら、確かめてみろよ。あの御曹司に電話して聞いてみれば本当かどうかわかるだろ」

　千葉くんはテーブルの隅に置いてある私のスマホを指差した。

　彼の言う通りだ。画面に数度触れれば、簡単に専務に電話をかけられる。いつも通りの無愛想な声で、『婚約するって噂を聞いたんですが、本当ですか？』って聞いてみればいいだけだ。

　だけど、もし『そうだよ』って言われたら、私はなんて返せばいい？

　ずっと密かに専務のことを想っていて、思いが通じるなんてバカげた夢を見たことはない。

　専務が私のことを好きになってくれるわけがないって、ちゃんとわかってた。ただ彼のそばで彼のために仕事ができる。それだけで十分だった。

　だけど、だけど……。

　専務が誰かと結婚する。そのことに、こんなにショックを受けるなんて思ってもみなかった。

「聞かねぇの？」

　黙り込んだ私に、千葉くんがあきれたように言った。

「お前ずるいよな。すぐそうやって真実を知ろうとせずに逃げる」

「そんなこと……」

「そんなことあるだろ。昔だってそうだった」

　苛立った口調を不思議に思って顔を上げると、千葉くんが私のことを睨んでいた。

「昔……？」

　聞き返すと、不機嫌な表情で視線を逸らされた。










静かな雨と広いベッド




「おはよう詩乃ちゃん」

「……冬木です」

　いつものように笑みを浮かべる専務に、硬い表情でそう返す。すると、専務が小さく眉を上げ、足を止めた。

「詩乃ちゃん、なにかあった？」

「いえ。今日のスケジュールの確認をしてよろしいですか？」

「詩乃ちゃん？」

「九時から全体朝礼、十時から会議が入っております。資料はここに用意してありますので、朝礼前に確認してください。会議後、シンガポールにいる副社長と電話打ち合わせ。昼は会食が入っております。今日は雨ですので移動は乾さんの車で……」

　目を合わせないまま早口でスケジュールを読み上げていると、突然肩を強く掴まれた。

　驚いて顔を上げると、すぐそばに専務の顔。鋭い視線でじっと私のことを見ていた。

「詩乃ちゃん、なにか怒ってる？」

「いえ……」

　婚約の噂は本当ですか？　そう聞けたらすっきりするのに、どうしても切り出せずに口ごもる。

　だって、『本当だよ』って当然のようにうなずかれてしまったら、無表情を保っていられる自信がない。

　専務に向かって『ご婚約おめでとうございます』なんて、言いたくない。言えるわけない。そんなの、想像するだけで泣いてしまいそうになる。

　鼻の奥がつんとして、慌てて顔を逸らした。

「なんでもありません」

　無愛想に言ってまたスケジュールに視線を落とす私に、専務が眉をひそめた。

「ホテルで会った男に、つきまとわれてるの？」

　乱暴な口調で聞かれ、驚いて持っていた手帳を落としそうになる。

「どうして……」

「会社のエントランスの前で、詩乃ちゃんを待ち伏せしてる男がいたって聞いた」

「待ち伏せなんて、そんな物騒なものじゃ」

「じゃあ、自分の職場を教えてあいつと待ち合わせしてたんだ？」

「そういうわけではないんですが、千葉くんが私がどこに勤めているのか調べたらしくて……」

「勝手に職場を調べて待ち構えてるなんて、ストーカーと同じだろ。今日から帰りは俺が送るよ」

「そんなの、いいです！」

　慌てて首を横に振った私に、専務が一歩近づく。困惑してぺたりとたれた私の猫耳に、優しく触れた。

「俺が詩乃ちゃんのことを心配するのは、迷惑？」

　甘くささやかれ、背筋がうずく。

　微かに首をかしげながら、私の顔を覗き込む専務。綺麗な形の眉をひそめた表情が、ずるいくらい色っぽい。

　以前、キウイのお酒を飲んで酔っ払って専務の腕の中で寝てしまったあのときの感触を思い出した。ああやって擦り寄ってくっついて、甘えてしまいたくなる。

　でも、そんなことできるわけがない。私は唇を噛んでうつむいた。

「……そうやって、ただの部下に必要以上に優しくなさらない方がいいですよ」

　硬い口調で絞り出すように言うと、耳に触れていた専務の手が止まった。

「……ただの部下？」

「千葉くんのことも、気になさらないでください。猫耳のことを相談していただけなので」

「話したの？　ハチのことも、クミコさんに言われたことも、全部？」

　信じられない、というように専務の表情が険しくなる。

「はい。幼なじみですから、親身になって相談に乗ってくれました。ですから、専務はもう私のことはお気になさらずに……」

「詩乃ちゃん」

　私の言葉を遮って、専務が私の名前を呼んだ。

　いつものように私をからかう甘くやわらかい声ではない、微かな苛立ちと有無を言わさぬ色気をまとった声。

「本当に、君は自分が俺にとって、ただの部下でしかないと思ってる？」

「専務……？」

　いつもとは違う迫力のある声色に驚いて顔を上げると、強引に腰を抱き寄せられた。

　目の前に迫った逞しい体に、思わず後ずさると、すぐうしろにあるデスクに足をぶつけ、バランスを崩しそうになる。

　そんな私の体を腕一本で軽々と支えた専務が、私の背後にあるデスクに片手をついて腕の中の私を見下ろしていた。

　いつもは穏やかに笑う専務が、真剣な表情で私を見ていた。苛立ちが彼の色気を際立たせる。

　専務のこんな顔、初めて見た。

　この人は、笑っていても怒っていても、本当に魅力的だな、なんて場違いなことを思っていると、彼のまつ毛と私のまつ毛が触れた。

　ふわりと触れた感触に驚いて視線を上げたとき、唇が塞がれていた。

「ん……っ」

　驚いて反射的に目の前の胸を押し返すと、その手をつかまえられた。優しく手首を掴まれて、私の指先が宙を泳ぐ。

　その隙に、繰り返される口づけ。

　ただ、唇を合わせているだけ。それだけの行為のはずなのに、胸の内側がぞくぞくと甘くうずく。

　まるでひどく敏感で繊細な神経を直接手でなぞられているように、恐怖と快感が同時に体を駆け上がってくる。

「せん、む……」

　キスの合間にもがくように言うと、専務は唇を塞ぎながら喉の奥で意地悪に笑った。その笑みの色っぽさに、めまいがする。

　もう自分の足で立っていることもできなくて、専務の肩にしがみつくようにしてなんとか体を支えていると、背後のデスクの上にある電話が鳴った。

　その音で一気に現実へと引き戻されて、びくんと体がこわばる。

　そんな私を胸に抱き寄せたまま、専務は冷静に手を伸ばし、通話のボタンを押した。

『専務、全体朝礼のお時間ですが』

　スピーカーから流れてきたのは、ベテラン男性秘書の乾さんの声。

「今行く」

　短くそう言って通話を終わらせた専務が、呆然としたまま動けないでいる私のことを見下ろした。

「……悪いけど、俺は君をほかの男に渡す気はないから」

　繰り返されたキスで濡れた私の唇を、綺麗な指でなぞりながらそう言う。

　その言葉の意味がわからず、まばたきをしている間に、専務は役員室を出ていった。

　パタンと扉が閉まり、ひとり残された部屋で、私は口を覆って力なくしゃがみ込んだ。

「どうして……？」

　どうして、専務が私にキスなんて……。

　たった今されたキスを思い返しながら、恐る恐る自分の唇に指で触れる。まるで恋人にするような、優しいキスだった。

　そのとき、強い雨が役員室の窓を叩いた。バラバラと、ガラス玉が散らばるような、大きな雨音。

　その音に、胸の奥から十年前の記憶が気泡のように浮かび上がって、心が苦しくなった。

　十年前の夏祭りのことを思い出す。もう、あんな情けない思いはしたくない。

　……勘違いするな、私。

　専務はただ、猫耳が生えてからかいがいのある私を、おもしろがっているだけだ。嫉妬じゃない。ただおもちゃを取られるのがおもしろくないだけ。

　誰からも好かれる魅力的な専務が、私に執着するわけがない。専務には、婚約者がいるんだから。

　誰もいない役員室でひとりしゃがみ込み、必死に自分に言い聞かせた。




　お昼の会食後、専務は直接次の打ち合わせに向かい、私は会社に残り業務をこなしていた。そこへ、専務に同行していた男性秘書の乾さんから『先に上がってもいい』と連絡がきた。

　専務と顔を合わせなくて済んだことにホッとしながら会社を出る。

　エントランスの自動ドアが開くと、ザアッと大きな雨音が聞こえた。

　朝からの雨は、弱まることなく降り続け、アスファルトも街路樹もビルの壁も濡れそぼっていた。

　傘を開き一歩足を踏み出したとき、千葉くんの姿を見つけ立ち止まる。

「詩乃」

「……千葉くん、こうやって会社の前で待ち伏せするの、やめて」

　黒い傘を差し歩み寄ってきた千葉くんを睨むと、「仕方ねぇだろ」と舌打ちをされる。

「電話番号も家も知らないんだから、ここで待つしかねぇだろ」

「それは、そうだけど……」

「あの御曹司に聞いたか？　婚約のこと」

　そう問われ、顔がこわばる。私の反応に、千葉くんはあきれたようにため息をついた。

「ほんとお前は、少しも成長してねぇな」

　うんざりしたように言われ、腹が立つ。

「千葉くんに言われたくない」

　十年前、ひどい言葉で千葉くんに一方的にフラれた。その記憶が、私を臆病にさせている原因のひとつでもあるのに。

「まぁ、そうだよな」

　私の言葉に、千葉くんがあっさりとうなずいた。そしてこちらに腕を伸ばす。

「とりあえず、行くぞ」

　そう言って、私の腕を掴むと歩きだした。

　強引に左手を引っ張られ、右手には傘を持ち、転ばないように必死になって足を動かしながら千葉くんのことを見上げる。

　細い路地をどんどん進む。ひどい雨のせいか人影はほとんどなく、ふたりの靴音と雨音だけが響いていた。

「行くって、どこに？」

「寺」

「お寺……？」

　予想外の言葉に、驚いて目を見開いた。

「大学のときの友達に実家が寺の奴がいて、そいつにいろいろ相談して、おはらいしてくれる場所を教えてもらった」

「どうしてそんな場所に」

「除霊するぞ」

「は……!?」

　ハチを無理やり除霊しようっていうの!?

　千葉くんの言葉に、思わず目を見開く。

　そんなの嫌だ。ハチの心残りを晴らすことなく、まるで悪魔払いみたいに除霊するなんて。

　ひどく鼓動が速くなる。呼吸が苦しくて、胸が痛い。私の体の中でハチが、嫌がっているような気がした。

　きっと、無理やり除霊をされて、引き離されるのなんて嫌だって怒ってる。

　慌てて腕を振り払おうとしたけれど、掴んだ腕に力を込められて、思わず痛みに顔をゆがめる。

「千葉くん、離して！」

　必死にもがくと、その拍子に右手に持っていた傘が手から離れた。淡いクリーム色の傘が、地面を数度跳ね、風に飛ばされ舞い上がる。

「お前、ずっと取り憑かれたままでいたらどうなるか、ちゃんと考えたことあるか？」

　千葉くんに怒鳴られ、驚いてまばたきをした。

「え……？」

　私だって、猫耳が生えたままでいいとは思っていないけど、どうしてそんな怖い顔で怒っているんだろう。

　そう思っているとビル風に煽あおられた傘が、高く舞い上がり、すぐに見えなくなった。その間にも雨は降り続け、髪を肩を服を、あっという間に濡らしていく。

「お前そのままでいたら、多分あの無愛想猫に呪い殺されるぞ」

　冷たい雨を全身に受けながら、呆然とまばたきをした。

「なに言ってるの。ハチが私を呪い殺すなんて……」

　趣味の悪い冗談だと笑い飛ばそうとしたけれど、冷たい雨のせいか体が震えた。

「お前、自分の味覚が変わったことに気づいてんのか？」

「え……？」

　意味がわからず眉をひそめると、前髪の先から雨の粒が滴したたった。冷たい滴が頬を伝い落ちていく。

　千葉くんは険しい表情のまま口を開いた。

「昔は、魚介類苦手だっただろ。なのに、昨日お前魚ばっかり食べてたな」

「そ、そうだっけ……？」

　そんな意識はなかったけど、そう言われればそうかもしれない。

「刺し身とか生魚、いつから食べられるようになった？」

　食べられないわけではないけれど、自分から進んで食べることはなかった。それなのに、気がつけば魚を選ぶことが多くなったかもしれない。

　それは、いつから……？

「でも、そんなの、大人になって味覚が変わるのは変なことじゃないし……」

　混乱しながら言うと、千葉くんはさらに顔を険しくする。

「嗅覚も、異常に鋭くなってねぇ？」

「嗅覚……？」

「禁煙席にいたのに、煙草の匂いを気にしてた。普通なら、まったく気にならないレベルなのに」

　思い出そうとしてみても、よく覚えていない。もしそんなことを口走っていたんだとしたら、無意識だろう。

「その猫に取り憑かれてるせいなんじゃねぇの？」

　低い声で言われ、思わず息をのんだ。

「まさか……」

　ハチが取り憑いているせいで、一ヶ月の間に、味覚が変わり嗅覚が鋭くなった？　ずっとこのままの状態でいたら、この先もっといろんな影響が出てくるとしたら……？

　そう考えて、口もとを手で覆った。

　頬に触れた指は冷たい雨に打たれたせいで、冷えきって震えていた。

「そんなことないよ。気のせいだよ。千葉くん、考えすぎ……」

　ぎこちなく笑ってごまかして、なんとかこの場をやり過ごそうとしたとき、千葉くんが掴んでいた私の腕を引き寄せた。

「お前見てると、ほんとイライラする」

「きゃ……！」

　小さな悲鳴をあげると、千葉くんに強引に抱きしめられていた。

「な、なにするの!?」

　驚いてもがけば、私の腕を掴んだ手に力が込められた。強く掴まれ、痛みに顔をゆがめる。

「じゃあ、除霊するか俺と寝るか、どっちか選べよ」

「寝るって……」

「無理やり除霊すんのが嫌なら、心残りを晴らして成仏させるしかねーだろ」

　千葉くんと私が寝る……？

　激しい雨のなかで視線を上げると、千葉くんが怖いくらい真剣な表情でこちらを睨んでいた。

　千葉くんの持っていた黒い傘が、テンテンという音をたてながらアスファルトの上を転がる。その傘を目で追っていると、強引に顎をつかまえられた。

「やだ……！」

　キスされる、そう思って反射的に顔をそむける。

　今朝、専務とキスをした。その唇に、触られたくない。

　抱きしめる千葉くんの胸を押し返そうと、手に力を込めてもがくと、千葉くんがイライラしたように舌打ちをする。

「このまま猫に取り憑かれて呪い殺されるより、俺に抱かれる方が嫌なのかよ」

「嫌に決まってるでしょ!?」

　必死にもがき、泣きながら叫んだ。十年前、千葉くんに言われた言葉は、今も胸に突き刺さったままだ。

　雨に濡れ、ひとり帰った花火大会の三日後。ようやく会うことのできた千葉くんは、私の顔を見た途端こう言った。

『お前みたいなかわいくない女と、本気で付き合うわけねぇだろ！　浮かれてんじゃねーよ。お前なんかを好きになるわけない』

　その言葉に、思いきり頬を引っぱたかれたような気がした。

　クラスの女の子たちの言うように、私はからかわれていたのにも気づかず、ひとりでバカみたいに浮かれていたんだ。いそいそと浴衣を着て、髪を結って、待ち合わせの場所で来るはずもない千葉くんを、降りだした雨のなかひとりで待っていた。

　そのときの苦しい気持ちが、生々しくよみがえる。

「高校のときのことは、俺も悪かったと思ってる」

　私の考えていることが伝わったのか、千葉くんが苦しげな顔でそう言った。

「悪いって……」

「花火大会のとき、家の手伝いで約束の時間に行けなかった。何回もお前のケータイに電話したけどぜんぜんつながらなくて、仕方なくクラスの女子に『どうしても行けなくなった』って伝言頼んだのに完全無視だし。次の日も、次の日も、電話したのに出なかっただろ、お前」

「今さらそんな適当なこと言って、ごまかそうとしないで。女の子たちが言ってた。千葉くんは最初から待ち合わせに来るつもりなんかなくて、私が騙されて待ってるかどうか賭けをしてたって！」

「ちげぇよ！」

　千葉くんが怒鳴って腕に力を込めた。掴まれた手首がギシリと鳴って、思わず悲鳴をあげる。

「本当に、おやじに畑の手伝いしろって言われて、そのうち大雨が降ってその対応にますます手が離せなくなったんだって。お前だってわかるだろ？　あのとき、町中大変だったこと」

「じゃあなんで、あんなひどいことを言ったの!?」

「それは……」

　私の問いかけに、千葉くんは言いよどむ。やっぱり適当な言い訳をしているだけなんだと、怒りで頬が熱くなった。

　あの頃は、千葉くんのことが好きだった。からかわれていただけだと知って、悲しくて悲しくて、ショックでなにも考えられなくなるほど、千葉くんのことが好きだった。

　だけどそれはもう、十年も前のことだ。今私が好きなのは、千葉くんじゃない。

「離して！」

　千葉くんの腕を振り払おうともがくと、こちらを睨んだ彼が舌打ちをした。私の体を抱きしめ自由を奪い、首筋に顔をうずめる。

「やだ……っ!!」

　肌に触れた唇の感触に、嫌悪感が湧き上がって、思わず叫んだ。

　嫌だ、嫌だ、嫌だ。触れられたくない。手のひらの温度も、触り方も、匂いも、息遣いも、専務とはまったく違う。

　理屈ではなく、本能で体が拒絶してしまう。彼の荒い吐息が耳もとにかかって、嫌悪感で肌が粟立った。

「やめて……ッ！」

　絞り出すように叫んだとき、体にかかる重みが急になくなった。誰かが私の体から、千葉くんのことを引き離した。

　驚いて目を見開くと、そこにいたのは専務だった。

「せん……」

『専務』と呼びかけようとしたとき、頭からなにかをかぶせられた。ふわりと専務の匂いに包まれて、スーツの上着だとわかる。

　大きなスーツの中からもがくように顔を出すと同時に、鈍い音が響いた。驚いて顔を上げると、千葉くんは顔をゆがめアスファルトの上に倒れていた。

　その前でこぶしを握り、千葉くんを見下ろすその人。

　白いシャツにベスト。彼のために仕立てられた上質なそれらが、雨に濡れて体に張りついていた。

　専務のやわらかい髪の上にも、整った横顔にも、雨粒は降り続け、透明な滴をたらす。

「俺の秘書に、気安く触らないでもらおうか」

　静かに言った言葉に、ぞっとするくらいの怒りが込められていて、どうしようもなく心を揺さぶられる。

　私のために、いつも穏やかなこの人が、こんなにも怒っている。それだけで、泣きたいくらいうれしかった。

「……たかが秘書を相手に、こんなとこまで首を突っ込むなんて、悪趣味だな御曹司様」

　千葉くんが痛そうに顔をしかめ頬を手で覆いながら、立ち上がる。

「悪趣味？　泣いて嫌がってる女の子に無理やり迫る方がずっと悪趣味だろ」

　専務は怒りのこもった鋭い視線で、千葉くんのことを睨む。

「本気で相手をするつもりもねぇ秘書に、優しく接してその気にさせて、からかって。楽しいかよ」

「……からかっているつもりはないけど？」

「じゃあ、なんで詩乃の猫耳を、そのままにさせてるんだよ」

　千葉くんにそう言われ、専務は眉をひそめた。

「本当に詩乃のことを考えてるなら、もっと本気になって心配するだろうが。猫に取り憑かれてから、こいつの味覚や嗅覚が変化してきてるのに気づいてるか？」

　その千葉くんの言葉に、専務は驚いたようにこちらを見た。じっと見つめられ、思わず視線を逸らす。

「こんな状態の詩乃をおもしろがって放っておくなんて、おかしいだろ」

　一方的に専務を責める千葉くんに、慌てて口を開いた。

「専務は悪くない！」

「詩乃」

　私の言葉を遮って、千葉くんが低い声で言った。

「俺は来週の頭には地元に帰る。このまま猫に取り憑かれた状態でいるか、無理やり除霊するか、それとも成仏させるためにできることを試すのかは、自分で決めろ」

　そう言ってから、視線を専務に移す。専務の顔をじろりと睨みつけた後、千葉くんは無言で歩いていった。

　専務とふたりで取り残され、ぎこちなく視線を上げる。専務はなにかを考え込むように、険しい顔で足もとを見つめていた。

　そんな怖い顔で、なにを考えているのか知りたい。でも、知るのが怖い。

「専務……」

　恐る恐る問いかけると、専務が小さく笑う。

「詩乃ちゃん、大丈夫だった？」

　こちらに向き直り、私の前髪から滴る雨をそっと指で拭いながらそう言う。

「だ、大丈夫です。あの、助けてくださって、ありがとうございました……」

　肩にかけられた上着をぎゅっと握りしめながら頭を下げると、専務が首を横に振る。

「警備会社のスタッフに、詩乃ちゃんを待ち伏せしてる男がいたら連絡してくれって頼んでたんだ。間に合ってよかった」

　専務は目もとだけで微笑みながら、雨に濡れた髪をうっとうしげにかき上げる。その仕草が妙に色っぽくて、鼓動が速くなる。

「それにしても、なんであいつなんかについていった？」

　不機嫌にそう責められ、戸惑いながらうつむいた。

「つ、ついていくつもりはなかったんですが、強引に腕を掴まれて……」

「少し、無防備すぎるね」

　そう言って、専務がこちらに視線を投げる。いつも私をからかうときとは違う、もっと鋭い視線。

「ハチに取り憑かれてから、味覚や嗅覚が変化してたの？」

「自覚はないんですけど、千葉くんに言われて、そう言われるとそうかもしれないって……」

「それで、成仏させるためならあいつと寝ようと思った？」

　専務の言葉に、慌てて首を横に振る。

「まさか！」

　ぶんぶんと力いっぱい首を振る私を見て、専務は真意を確かめるように私の瞳の奥を覗き込んでくる。

「本当に？」

「いくらハチを成仏させるためだからって、千葉くんと寝るなんて、無理です……」

　尻すぼみにそう言って、口をつぐむ。そんな私を眺めながら、専務も少し黙り込む。アスファルトを叩く雨の音でうるさいはずなのに、街は妙に静まり返っていた。

　大きく脈打つ私の心臓の音が専務に聞こえてしまいそうで、そっと深呼吸を繰り返す。

「じゃあ、詩乃ちゃんはどうしたい？」

　少し茶色がかった綺麗な瞳が、まっすぐに私を見る。

「ハチを除霊したい？　心残りを晴らして成仏させたい？　それとも、このまま取り憑かれたままでいたい？」

「私は……」

　緊張で、喉がごくりと大きな音をたてた。

　こんなの、正しくないってわかってる。専務の優しさに付け込んでこんなことをお願いするなんて、卑怯だってわかってる。

　相手は上司で、しかも婚約者がいるかもしれないっていうのに。

　だけど……。

「……ハチを無理やり除霊なんてしたくないし、いつまでもこのままでいられないのもちゃんとわかってるんです」

　たどたどしい口調で言うと、専務はこちらを見つめたまま小さくうなずいた。

「だから……」

「だから？」

　そう問われ、私はごくりと息をのむ。

　緊張と不安で、喉の奥が苦しい。

「だから……。できるなら、ハチを成仏させてあげたいです」

　振り絞るように発した声は、情けないくらい震えていた。専務が一歩こちらに近づいて、私の頬に触れた。

　言葉の続きを促すように、長い指が優しく私の頬をなでる。私は勇気を振り絞り、専務の顔を見上げて口を開いた。

「……ハチを成仏させてあげるために、抱いてくれますか？」

　私のその言葉も、肩も、膝も、指先も、冷たい雨に打たれ、体中が冷えて震えていた。

　それなのに、専務に触れられた頬だけが、燃えるように熱かった。




　シャワーを浴びていると、バスルームにある大きな窓から雨に濡れた街が一望できた。

　専務の住むタワーマンション。

　今まで何度か来たことがあるけれど、いつも動転していて窓の外の景色を見る余裕なんてなかった。ガラスを一枚隔てたそこに、こんな景色が広がっているなんて気づかなかった。

　雨に霞んだいくつものビルの陰に、街の光が滲にじんでぼやけて見える。

　タワーマンションの高層階では、雨も窓を濡らすだけで、雨音をたてることもなく静かに流れて落ちていく。

　車の騒音も街行く人の雑踏も地面を叩く雨音も届かない、高層の部屋。まるで別世界だと思う。

　専務はいつもこの景色を見ながら暮らしているんだ。

　改めて、違う世界に住んでいる人なんだなと、実感した。

　シャワーを浴びてそろりと寝室のドアを開くと、ベッドに腰掛けた専務がこちらを見て軽く笑った。

「あんまり長いから、そのまま逃げられたかと思った」

　いつもの口調で、いつものように私をからかう。

「逃げません」

　小さくふくれると、専務が意地悪な笑みを浮かべた。

　勢いであんなことを頼んだけど、こうやって冷静になると、どうしようもなく恥ずかしくなる。

「ただ、服を着た方がいいのか、着ない方がいいのか悩んでしまって」

　うつむきながら私が言うと、専務が噴き出した。

「なにそれ」

「だって。どうせ脱ぐのに着るのは二度手間で無駄ですし、でも着ないで出ていくのも恥ずかしいし。こういうときの作法をまったく知らないので……」

「作法って！」

　私の挙動をおもしろがるように専務が肩を揺らす。

　いつも通りの口調、いつも通りの雰囲気。必死にいつも通りを装って、これから、いつもは絶対しないことをしようとしている私たち。

「どっちが正しいんですか？」

　迷いに迷って、結局バスタオルを体に巻いて出てきてしまった。これは正解なんだろうか。不安になりながらたずねると、専務は優しく笑う。

「どっちでもいいんじゃない？」

「どっちでも？」

「服を着てれば脱がす楽しみができるし、着てないなら、それだけ待ちきれないんだなってうれしくなる」

　その答えに、慌てて私は首を横に振った。

「べ、別に、待ちきれないとかではなくて、どうせ脱ぐのに服を着るなんて、もったいぶって面倒な女だなと思われるかもしれないと思って……！」

「洗面所でひとりでそんなことを、ずっと考えてたの？」

　クスクスと笑われて、恥ずかしくてうつむいてしまう。すると専務がこちらに手を伸ばし、バスタオルから出ている私の肩に触れた。

「もう、冷たくなってる」

　シャワーで温めた体が、すっかり冷えて冷たくなるくらい、ひとりで洗面所で悩んでいた。そのことを見すかされ、頬が熱くなる。

「おいで」

　顔を赤くしてうつむく私に向かって、専務が手を差し出した。

　恐る恐るその手のひらに手を重ねると、ぎゅっと強く握られ引き寄せられた。大きなベッドに体を押し倒される。

　スプリングの利いたやわらかなマットレスと、肌に触れた上質なシーツ。足の指先でシーツをなぞると、するするとすべった。

　まるで溺れてしまうんじゃないかと思うほど触り心地がいい。

　専務の肩越しに遠くを見ると、ベッドルームからも、夜の街が見えた。

　大きな窓があっても、カーテンを閉める必要のない部屋。誰からも覗かれる心配のない、高層階の豪華な空間。

　まるで、夢を見てるみたいだ。

　胸の前で腕を交差させ、体に巻いたバスタオルをぎゅっと両手で掴んでいると、私を見下ろす専務が笑った。

「怖い？」

　静かな声でそう問う。

「いいえ」

　平静を装ってそう答える。

　だけど、どうしよう。目を閉じると、自分の体の中で心臓がむちゃくちゃに鳴っているのが聞こえた。

　そっと震える息を吐いて、恐る恐る専務のことをうかがう。すると私の視線に気づいた専務は、優しく笑った。

　ゆっくりと身をかがめ、私の膝に軽くキスをする。

「本当に？」

　膝に唇を寄せたまま、視線だけを上げてこちらを見る。

「……嘘。やっぱり、少し緊張してます」

　どんなに普段通りの自分を装っても、無表情でいようとしても、緊張が隠しきれなくて、あきらめて白旗をあげた。

「大丈夫。できるだけ優しくするから」

「できるだけ、ですか」

　私が繰り返すと、専務が目もとを細めて笑った。

「余裕がなくて、優しくできなかったら、ごめんね」

　その優しい笑顔を見上げながら、私も笑って首を横に振った。

　専務が優しくなかったことなんて、一度もない。二年前に、初めて出会ったときから、ずっと。

　役員室で初めて言葉を交わした日から、優しい専務のことが、ずっと好きだった。

　私の膝を、専務の大きな手のひらが愛おしそうにやわらかくなでた。ぎゅっと閉じた膝を、その手が優しく開いていく。

「無理なときは、我慢しないで言ってね」

　こわばった私の顔を覗き込み、専務がそう言ってくれた。コクコクとうなずきながら、唇を引き結んで声をこらえる。

「ん……っ」

　誰にも触れられたことのない肌の上を、専務の手が這っていると思うだけで、泣いているみたいな情けない声を漏らしてしまいそうになる。

「そんな強く唇を噛まないの」

　頑かたくなに声をこらえる私に、専務は笑いながら頬をなでる。

　恐る恐る目を開けば、優しい表情でこちらを見下ろす専務。

「だって」

「だって？」

「甘えた声が、出そうになるんです」

「詩乃ちゃんの甘えた声、聞きたいな」

　私の戸惑いに、専務がねだるように甘く笑う。

「やだ……。恥ずかしい、から」

　そんな情けない声を、専務に聞かせられるわけがない。

　私が駄々をこねるように、シーツに後頭部をこすりつけてかぶりを振れば、専務は喉の奥でひそやかに笑う。

「じゃあ、口を塞いでおく？」

　私がうなずくと、唇が重なった。

　……そういえば、今朝専務としたのが、私の初めてのキスだ。

　そう気づいたのは、専務の舌が私の口内に差し込まれたとき。

　人の舌がこんなにやわらかく温かいことを初めて知って思わず目を見開くと、至近距離で二重の綺麗な目が楽しげに弧を描いていた。笑うと少したれる目、ずるいくらい魅力的な笑顔。

　専務とキスをしている。ずっと好きだった憧れの人と。

「せん、む……」

　なんだか信じられなくて、キスの合間に確かめるように呼ぶと、専務の手が優しく私の頭をなでた。

　角度を変え何度も唇を合わせながら、黒い三角の耳のつけ根をなでる。

「ん……っ」

　どうしようもなく気持ちがよくて、その手に自分からねだるように頭をこすりつけると、専務はキスをしたまま声を出さずに笑った。

　やわらかさや温度を確かめ合うように舌を触れ合わせながら、不安でこわばっていた体から力が抜けていく。

　それを見すかしたように、専務は胸の前で交差させていた私の腕を優しく開いた。

　まるで宝物にでも触れるように私の体の上を専務の指がなぞる。そして形のいい唇が私の耳たぶ、首筋、鎖骨と、たくさんのキスを落としながらゆっくりと下に移動していく。

「あ……」

　どこに触れられても気持ちがよくて、自然に唇から吐息が漏れた。

「耳」

　私の体に触れながら、専務がそうつぶやいた。

「耳……？」

　不思議に思ってつぶっていた目を薄っすらと開けると、専務が微笑む。

「気持ちよさそう」

　そう言われ、頭頂部の猫耳が快感にピクピクと震えているのに気がつく。

「尻尾も」

　微かに頭を起こして見れば、黒く長い尻尾が甘えるように専務の手首に絡まっていた。

「やだ……」

　無意識に動いてしまう耳と尻尾に、恥ずかしくなって顔をそむければ、「かわいい」と専務が優しく笑う。

　その甘い表情に、幸せすぎて泣きそうになる。

　この専務の表情を、一生覚えておこうと思った。一生で一度の、大切な思い出にしようと思った。

　明日からはまた猫耳が生える以前のように、無愛想でかわいげのない秘書として、彼のそばで仕事をするから。

　だから今だけは、幸せな夢を見させて。










夜明けと逃走




　――初めて足を踏み入れた役員室。

　一歩足を進めて、パンプスが少し沈み込んだことに驚いて足もとを見る。

　弾力性のある絨毯。ほかの階のフロアマットとは比べ物にならない上質で高価なものだということが、ひと目でわかる。

　壁紙はオフホワイト。ダークブラウンの木目の天井には暖色系のダウンライトが埋め込まれていて、落ち着いたモダンな内装。上品なその空間に、違う世界に入り込んだような気分になる。

　部屋の中央にはシンプルで質のいい応接ソファ。その奥にあるデスクにその人は座っていた。

　この部屋の主。そして私の上司。

『冬木詩乃と申します。よろしくお願いいたします』

　彼に向かってそう頭を下げると、その人はにっこりと笑った。整った顔が笑うと少し崩れて人懐っこくなることを、そのとき初めて知った。

『冬木さんは、今まで総務にいたんだ？　新しい秘書はどんな人が来るのかなって思ってたんだけど、冬木さんみたいに……』

　専務は微笑みながらそう言いかけて、口をつぐんだ。私は表情を変えることなく、言葉をのみ込んだ専務の代わりに口を開く。

『私みたいな、かわいげもおもしろみもない秘書で申し訳ありません』

　専務はきっと、こんな無愛想な女が秘書になってがっかりしているんだろうなと思い頭を下げると、目の前で彼が噴き出した。

『なにか？』

　なにが楽しくて笑っているんだろうと不審に思って顔を上げると、専務は手で口を覆いながら肩を揺らしていた。

『いや。かわいいなと思って』

　意味がわからなくて、戸惑いながら眉をひそめる。そんな私に専務は続ける。

『君は、かわいげがなくなんかないよ。優しいしすごくかわいいよ』

　綺麗な二重の目もとを緩め、微笑みながらそう言った。

　この人は私のことなんて知りもしないはずなのに、妙に自信に満ちた口調で言われ、顔が熱くなった。

　小さな頃からずっとひねくれた性格だった私は、男の人にかわいいと言われたことなんて数えるほどしかなくて、情けないけどひどく動揺していた。

　ただのお世辞なんだから、勘違いするな。落ち着け。必死に自分に言い聞かせる。

『ひとつ、聞いていい？』

　そう問われ顔を上げると、専務がデスクに頬杖をつきながらこちらを見た。

『冬木さんはどうしてこの会社を受けたの？』

　まるで入社試験の面接のような質問に、驚いて少し口ごもる。

　生活において欠かせない食の重要性と、食べることの喜びを……なんて、二年前に口にした志望動機を言いかけて、でも小さく首を横に振った。

『……私の地元は、町の面積のほとんどが山か農地かっていうくらいの田舎なんです』

　私が話しだすと、専務は静かにうなずいた。

『もう数年前になりますが、私が高校生だったときに大きな台風の被害を受けたんです。町の主要産業だった農業は大きな損害を受けて、物流も途切れ町中大騒ぎでした。そのとき、綾崎グループには大変大きな支援をいただきまして』

『そうなんだ』

　専務は私の言葉を聞いて、くしゃりと目尻を下げて笑った。

『俺も一緒。あの台風のときに、親父の仕事ぶりを間近で見て、この会社を手伝いたいと思った』

『そうでしたか』

　私が高校生だった頃だから、当時の専務は大学生くらいだ。そう、ぼんやりと思う。すると、目の前に手が差し出された。

　大きな手に、長い指。綺麗な手だなと思っていると、強引に手を取られ、きつく握られた。少し乾いた大きな手は優しげな彼の印象とは違って、意外にも力強い。

『これからよろしくね、詩乃ちゃん』

　固く握手をしながら微笑まれ、カッと首筋のあたりが熱くなった。

『……詩乃ちゃん、ではなく冬木です』

　かろうじて上擦った声で訂正すると、専務は肩を揺らして笑った。からかわれているんだと気づいて、慌てて握手した手をほどき、踵を返す。

『わ、私は秘書室におりますので、なにかありましたらお呼びください』

　逃げるように役員室から出た私は、パタンと扉を閉めた途端、向きを変えてそのままそこにもたれ、大きく息を吐き出した。

　立て続けに異動になった前任の三人の秘書に、心から同情してしまう。

　あんな人のそばにいて、惹かれるなっていう方が無理だ。そう思った――。




　薄暗い部屋の中で、ゆっくりと目を開けた。

　二年前、専務の秘書となった日の夢をみていたようだ。

　初めて役員室で彼と向かい合ったときのことを思い出しながら、息を吐く。

　それまで所属していた総務部から秘書室への異動の辞令を受けたときは驚いた。

　どうして私が？

　そう思ったけれど、異動先で上司になる人物の名前を聞いて、さらに衝撃を受ける。

　綾崎グループの御曹司で、専務取締役の綾崎誠人。無自覚に女をたぶらかす、とんでもなく魅力的な男。

　朝のロッカーで、お昼の休憩室で、仕事の合間の給湯室で。女子社員の間でその名前があがらない日はないほど、みんな彼に惹かれていた。

　専務はグループ内の子会社から本社に移り、役員になって二年。その短期間に彼を担当する秘書が三人替わった。

　秘書について詳しくない当時の私でも、そのペースが異常なのはわかっていた。

　その交代の理由が、担当する秘書がみんな彼に惚れて仕事にならないからだ、という噂も聞いていた。

　そんな彼の秘書に私が選ばれるなんて。

　入社以来ずっと、冷たくて愛想のないつまらない女だと言われてきた私。なにを言っても動揺しない、慌てない、常に冷静沈着な〝感情を捨てた鉄の女〟だ、なんて陰で呼ばれているのも知っていた。

　本当は感情を捨てたわけじゃなく、ただ素直に気持ちを表に出すのが苦手なだけなんだけど、訂正するのも面倒だし、仕事に支障があるわけでもないので、入社してからずっとそのままの自分を貫いていた。

　そんな無愛想な私になぜ、魅力的すぎる御曹司様のお世話係の白羽の矢が立ったんだろうと不思議で仕方なかった。

　新しい仕事への不安はあるけれど、私の取り柄は真面目に仕事をすることくらいしかないんだから、どこに異動になろうと今まで通りコツコツやっていくしかない。

　あの頃の私は自分にそう言い聞かせたつもりだった……。

　まだ夜が明けたばかりなのか、静かな部屋の中は窓から差し込むやわらかな光で薄っすらと青白かった。

　夜のうちに雨が上がったようで、窓の向こうのビル街が朝もやに包まれて霞んでいた。

　ぼんやりと首を横に向ける。すると、目の前に専務の顔があって、驚いてびくりと飛び上がった。

　専務はそんな私の動揺にも気づかず、私の腰に腕を回しぐっすりと眠っていた。

　目をつぶった端正な顔。仕事中よりずっと無防備で、少し、幼く見える。

　……この人と、寝てしまった。

　冷静に心の中でつぶやいて、自分の思いきった行動に改めて驚く。

　ずっと憧れていた。ずっと好きだった。だけど、自分から手を伸ばそうなんて、考えたこともなかった。

　たとえ一夜限りでも、こうやって一緒に過ごせるなんて夢にも思っていなかった。

　軽く首を起こそうとして、じわりと体を覆う蜜のような倦けん怠たい感に、昨夜のことを思い出す。

　全部覚えておこうと思った。

　専務の手の温度も。肌に触れた髪のやわらかさも。優しいささやきも。乱れた呼吸も。唇の湿度も。覆いかぶさる重さも。全部、全部。

　全部大切に覚えておいて、でもなにもなかったふりをして、今まで通り仕事をしよう。これ以上なにか望むほど、私はワガママでも、うぬぼれてもいない。

　専務はハチを成仏させる手伝いをしてくれただけで、愛なんてない。わかってる。

　大丈夫、十年前の幼い自分のように、勘違いしたりなんて、もうしない。

　そう自分に言い聞かせながら、そっと手を伸ばし、眠る専務の髪に触れた。

　こうやって専務の寝顔を見られるのも、これが最初で最後なんだな。

　いつまでも見ていたかったけど、そんなこともしていられない。専務が目を覚ます前に、気持ちを切り替えなきゃ。

　腰に回った腕を慎重に持ち上げ、専務を起こさないようにそろりとベッドから抜け出す。昨日、思いきり緊張して力んでいたせいか、膝に力がはいらず崩れ落ちそうになる。

　なんとかベッドに手をつきヨロヨロと体を起こすと、バランスを取るように尻尾が床に触れた。

　そのすっかり体になじんだ感覚に、少し時間を置いて驚く。

「え……？」

　恐る恐る体をひねり見下ろせば、そこには黒く長い尻尾が揺れていた。

　慌てて頭にも手を伸ばす。ふわりとやわらかい、耳の感触。

「消えてない……!?」

　そうつぶやいて、私は途方に暮れて床にしゃがみ込んだ。

　今日が、土曜日でよかった。仕事が休みで、専務と顔を合わせずに済むから。

　専務の部屋のリビングのテーブルの上に、【ご迷惑をおかけしました。用事があるので帰ります】という書き置きを残し、逃げるように部屋から出た。




　……いったい、これからどうすればいいんだろう。

　私は途方に暮れて、あてもなくふらふらと歩く。

　目が覚めれば、猫耳も尻尾も消えて、以前の自分に戻れると思ってた。だから、勇気を振り絞って専務に抱いてもらったのに。

　猫耳と尻尾さえ消えれば、なにもなかったことにできると思ってた。今まで通り専務への気持ちを隠し続けて、無愛想な秘書として専務のために働いていけると思っていたのに。

　なのに、猫耳も尻尾も消えなかった。

　ハチの心残りを晴らせば、成仏してくれると思ったのに。

「ねぇ、ハチ……。いったいどうすればいいの……？」

　そうつぶやいてみても、返事があるわけがない。

　ゆらゆらと不安げに揺れる尻尾を両手で掴んで、道端にしゃがみ込んだ。

　すると、こつんとヒールの靴音がした。

「あらやだー。土曜の朝っぱらから、こんなところで若い女が酔いつぶれてるわ」

　低い声に女言葉。そのギャップに驚いて顔を上げると、逞しい体に美しい顔のクミコさんが、こちらを見下ろしていた。

「ク、クミコさん……」

　ぎょっとして目を見開く私に、クミコさんは「あぁ」と笑う。

「なんだ。酔っぱらいかと思ったら、猫耳秘書じゃない」

「猫耳秘書って……」

　とんでもない呼び方に、思わず顔をしかめる。

「相変わらず、思いっきり取り憑かれてるわね」

「やっぱり、取り憑かれてますか……」

　私が途方に暮れてつぶやくと、当然じゃないといいたげな表情で、クミコさんはうなずいた。

「あの、猫耳が消えないんです。尻尾も……。どうしたらいいですか……？」

　しゃがみ込んだまま私が言うと、クミコさんは思いきり嫌そうな顔をする。

「ヤダ。ひと晩中働いて、これからおうちに帰ってひとっ風呂浴びて寝るわよって人を相手に、そんな面倒な話をしてこないでよ」

「そうですよね……。すみません」

　朝からこんな相談をするのは、迷惑だってわかってる。

　感情のない声で謝って、またうつむく。その視界の端で、黒い尻尾がゆらゆら揺れていた。

「あーっ、面倒くさい！　なにがあったのよ！　話しなさいよ！」

　クミコさんはあきらめたようにそう叫んで仁王立ちになる。

　しゃがみ込んだ私と、その前にふんぞり返って立つクミコさん。その様子を見たランニング中のおじさんが、不思議そうに首をかしげながら通り過ぎていった。




　クミコさんとふたりで道端にあるベンチに腰をかけた私は、ぽつりぽつりと口を開く。

「……ハチの心残りを晴らして成仏させてあげるために、専務にお願いして抱いてもらったんです」

　私がそう言うと、クミコさんは大きな手で口を覆いながら逞しい肩を上げる。

「あらやだ。あんたあのイケメンとしたの？　うらやましい！」

　人の気も知らないで、そんなのんきな反応をするクミコさんをちらりと睨んで、すぐ力なくうつむいた。

「でも、耳と尻尾が消えなかったんです」

　途方に暮れて、猫耳がぺたりと寝てしまう。

「勇気を出して、崖から飛び降りるような気持ちで抱いてもらったのに……。朝起きたらまだ猫耳と尻尾があって。どうしたらいいのか、わからなくて……」

「で、寝てるイケメンを放って、飛び出してきたわけ？」

　うなずいて、黙り込む。落ち込む私に、クミコさんは大きくため息をついた。

「そっかぁ。セックスでもすれば、その猫も成仏するかと思ったんだけどなぁ」

　まいったなぁ、と頭をかいて顔をしかめる。

「あのね……。こんなことを言っても困るだけかも知れないけど、言っていい？」

　言いづらそうに切り出したクミコさんに、戸惑いながらうなずいた。

「愛情がないから、消えないのかもしれないわ」

「愛情……？」

「お願いして抱いてもらうんじゃなくて、あんたのことが好きだって相手と、ちゃんと愛されてセックスしないと消えないのかもしれない」

「そんなの……」

　なにか反論しようとして、でも途方に暮れてなにも言えなくなる。

『ちゃんと愛されて』

　専務には私に対する愛情なんてなかった――。そんなこと最初からわかっていたはずなのに、そう納得していたはずなのに、思いのほか深く傷ついている自分がいる。

　クミコさんの言葉に、心の中がすり切れるように痛んだ。

　こんなかわいげのない女を、好きになってくれる人なんていない。そんなこと、わかってる。だったら、一生この猫耳が消えることはないんだ。この先ずっと、ハチの心残りが晴れることなんてないんだ。

　口をつぐんだ私を、クミコさんは気の毒と言わんばかりに見下ろす。

　しばらく黙り込んだ後、私の羽織っているコートを指差した。

「さっきから電話が鳴ってるけど、出なくていいの？」

　私のコートのポケットの中で、ずっとスマホが震え続けていた。

「きっと、あのイケメンが心配してかけてるんじゃない？」

　専務は優しいから、あんな素っ気ない置き手紙一枚でいなくなった私を、心配してくれてるんだろう。

　……でも、そんな専務に、なんて言えばいい？

『せっかく抱いてもらったのに、愛がないから猫耳は消えませんでした』なんて、情けなくて言えるはずがない。

　猫耳と尻尾を生やしたまま、以前のように専務のために仕事をするなんて、もう無理だ。専務に尻尾や耳の動きをからかわれるたびに、彼に愛されていないことを突きつけられるなんて。

　そんなの、つらすぎる。

　震え続けるスマホをポケットから取り出すと、ディスプレイに表示されているのは専務の名前。その画面を見ながら、電源ボタンを力いっぱい押した。

　ぷつりと息絶えたように動きを止め暗くなったスマホを両手で握って、声をあげて泣いてしまう。

　どこか遠くへ行ってしまいたい。誰も知らない場所に。ひとりで逃げてしまいたい。

　けれど、どこに行ったって、この猫耳と尻尾が私から見えなくなるわけじゃない。

　誰にも愛されることもなく、消えることもないこの尻尾と耳を見るたびに、専務のことを思い出してしまうんだ。

　苦しくて苦しくて、大人になって初めて声をあげて泣いた。

　そんな私を、クミコさんは困ったように見ていた。










告白と猫の気持ち




「ほら、少しは落ち着いた？」

　ひとりがけのソファに座り膝を抱えていると、差し出されたのはマグカップに入ったホットミルク。

　クミコさんの逞しい腕と、かわいらしいハート柄のマグカップがアンバランスだなと思いながら受け取った。

「……ほんと、ご迷惑をおかけしてすみませんでした」

　明け方の道端で取り乱して大泣きする私を、クミコさんは自分の店に連れてきてくれた。

「まー、たしかに迷惑だけど。セックスしちゃえばいい、なんて軽く言ったアタシにも責任はあるしね」

　そう言って笑ってくれるクミコさんに頭を下げて、ホットミルクに口をつけた。しかし、口の中に広がったアルコールの刺激に驚いて噴き出しそうになる。

「な、これ……!?」

「クミコ特製ホットミルク。ラム入り」

「お酒の量が、尋常じゃないんですけど!?」

　ホットミルクにたらすアルコールなんて、香りづけ程度のはずなのに、このホットミルクはアルコールの分量が絶対おかしい。

「いいから。こんなときは酔っ払って寝ちゃいなさい」

　ぽんぽんと頭を乱暴になでられた。

　クミコさんの大きな手に頭をなでられるとなんだか落ち着く。

　泣きすぎて渇いた体を、ホットミルクの甘い匂いと温かいラムが、ふわりと脱力させていく。

　このまま考えることを放棄して、眠ってしまうのもいいかも。もう疲れた。なにもかも。

　まぶたが重くなって、うつらうつらと頭を揺らしていると、意識の遠くでクミコさんが誰かと電話している気配がした。

　ぼんやりと目を開けると、クミコさんが小声で電話をしながら困ったように私のことを見ていた。

「でも、この子今取り乱してるから、ちょっとそっとしておいてあげた方が……」

　その会話の内容で、相手は専務だとわかって飛び起きる。

　顔色を変えた私に、クミコさんは慌てたように電話を切った。

「専務と、電話をしてたんですか……!?」

「うん。ほら前に名刺を渡したじゃない？　あれを見て電話してきたみたい。すごく心配してたわよ」

「専務は、なんて……？」

「今からこっちに来るって」

　そう言われ、体がこわばる。いったいどんな顔をして、専務に会えばいいのかわからない。

　せっかく抱いてもらったのに、まだ猫耳と尻尾が生えている私を見て、専務はどんな顔をするだろう。うんざりした顔をするかも。それとも気の毒にと同情するかも。どちらにしても、そんなのつらくて耐えられない。

　それに、専務に愛されてないことを突きつけられた今、彼に会ったら絶対に泣いてしまう。

「私、帰ります」

　慌てて立ち上がった私に、クミコさんは驚いて引き留めようと口を開く。

「帰るって、あのイケメンはどうすんのよ」

「ごめんなさい。今はどうしても、専務の顔を見られないです」

　私が泣きそうな顔で言うと、クミコさんはあきらめたようにため息をついた。

「……わかったわ」

　腕組みをして、静かに言う。

「でも、あんたに取り憑いてる猫、悲しそうよ」

「悲しそう……？」

　驚いて足を止めると、クミコさんは無言でうなずいた。

　悲しそうなんて。じゃあいったい、どうすればいいの？　ハチは、どうして私に取り憑いたりしたの？

　いくら考えても、答えなんて出なかった。

　自分の部屋に帰って鍵をかけて、閉じこもろう。そう決めて自宅のマンションへと向かう。

　そうすれば、少なくとも今日と明日は専務に会わなくて済む。

　その先のことは、どうすればいいのかまだわからないけれど、とりあえず今のことだけ考えていないと、混乱して頭がおかしくなってしまいそうだ。

　しかし、たどり着いた部屋のドアの前で、私を待っている人がいた。




「詩乃」

　低い声で名を呼ばれ、びくりと体がこわばる。

「どうして……？」

　青ざめた私に、千葉くんはあきれたように笑った。

「お前、すげぇ顔。泣いたの？」

　なんで千葉くんがここにいるんだろうと不思議に思って顔をしかめると、千葉くんは素っ気なく口を開いた。

「あの御曹司から、お前がいなくなったって電話がきて、住所を聞いて捜しにきた」

「専務が千葉くんに……？」

「調べたらしいよ。俺が会社の前でお前を待ち伏せしたときから、俺の勤め先も電話番号もわかってたって。御曹司様の情報網すげぇな」

　金持ちのネットワークこえー、とおどけて笑う。

「心配してたぞ。取り乱して俺なんかに連絡してくるくらい、お前のことを必死に捜してた」

　千葉くんにそう言われ、うつむいた。

「専務は優しいし、責任感の強い人だから……」

「優しさと責任感だけで、そこまでするか？」

　疑うように睨まれて、気まずくて口をつぐむ。

「御曹司となにかあったのか？」

「別に……」

「って、わざわざ聞かなくても、なんとなくわかるけど」

「……」

　私の足もとから頭の天てっ辺ぺんの耳まで観察するように眺め、千葉くんはため息をついた。

「試してみたのに、無愛想猫、成仏しねぇんだ？」

　すべてお見通しだという口調で言われ、私はあきらめて肩を落とした。

「……クミコさんが」

「クミコって、前に言ってた霊能力者だっけ？」

「そう。ちゃんと愛がないとダメだって。私を好きだって思ってくれる相手と、じゃないとダメなんだって」

　自分で言って、情けなくて泣けてきた。

　私の言葉を聞いて、千葉くんが顔をしかめた。

「あー、そっか……」

　千葉くんが頭をかきながら口ごもり黙り込む。もしかして、惨めな私に慰めの言葉でも探してるんだろうか。

　でも、なにも聞きたくなくて、遮るように口を開いた。

「わかってる。私みたいなかわいくない女を、好きになってくれる人なんていないって。どうせ、この猫耳と尻尾は消えないんだよ」

　ぎこちなく笑った私に、千葉くんは眉をひそめる。

「それ。もしかして、俺が昔言ったことを気にしてる？」

『お前みたいなかわいくない女と、本気で付き合うわけねぇだろ！　浮かれてんじゃねーよ。お前なんかを好きになるわけない』

　十年前、高校生だった千葉くんに言われたセリフを生々しく思い出して、胸が痛んだ。

　苦しくて顔を逸らすと、千葉くんは驚いたように私の肩を掴んだ。

「……冗談だろ。もう十年も前だぞ？」

「だから、十年間、勘違いしないように浮かれないように、ずっと自分に言い聞かせてきた。私みたいな女を好きになる人なんていないって。もう『好き』なんて言葉に騙されたりしないって」

「お前、バカじゃねーの？」

「バカって……」

　ひどい。その言葉に、私がどれだけ傷ついてきたのかも知らないで。

　そうつぶやくと、千葉くんが顔をしかめた。

「いや、バカなのは俺だけど……」

　いつもはっきりと物を言う千葉くんが、珍しく歯切れ悪くそう言ってうつむいた。

　マンションの通路に視線を落とし「マジか……」とつぶやく。

　考え込むように壁に寄りかかり、持てあました足で何度か壁を軽く蹴ると、視線を上げこちらを見た。

「詩乃。お前、俺と北海道に戻る？」

「北海道って……」

　突拍子もないことを言われ驚くと、千葉くんは小さく肩を上げた。

「お前、あの御曹司と一緒に仕事するのはつらいだろ。仕事やめて地元に戻れば？」

　たしかに、今までのように専務のそばで働くのはつらいけど、でも。仕事を辞めるなんて、それまで一度も考えたことがなかった。

「前に言ってた、除霊してくれるとこ行って相談してみよう。その猫耳が消えても消えなくても、ここでひとりで悩んで苦しむより、地元に戻った方がいいんじゃねぇ？」

「でも……」

「自分でも勝手なことを言ってるってわかってるけど、この状態のお前をひとり残して地元に帰るなんて、心配でほっとけない」

　千葉くんは真剣な表情をしていた。その言葉にはからかいも嘘もないのは伝わってくる。

「どうして、私なんかにそんな……」

　千葉くんが私のことを考えて言ってくれているのはわかる。わざわざおはらいの場所を調べてくれたり、土曜のこんな朝早くに家までやってきたり。

　でも、十年前、あんなひどい言葉で私をフったくせに、どうして今さらと思ってしまう。

「俺は、お前のことが好きだった」

　静かな声で言われ、驚いて息をのんだ。

「地味でおとなしくて不器用で、いつもクラスの隅っこにいたお前のことが、ちゃんと好きだった」

「なんで、友達がいっぱいいてみんなに好かれる千葉くんが、私みたいな地味な女を……」

「ほかの奴が面倒くさがってやりたがらない仕事を、いつもお前がひとりでこっそりやってるのに気づいたとき、いい奴だなって思った。それからお前のことが気になり始めて、ずっと目で追ってた」

　四角い教室の中での記憶がよみがえる。

　黒い襟のセーラー服。紺色のハイソックス。男子の制服の白い半袖シャツ。黒板の深い緑。使い込まれワックスのはげた床の木目。

「学祭の準備中、みんなバイトだ塾だって理由つけてまともに集まらないのに、お前ひとり教室に残って黙々と作業してて、偉いなって思った」

　それは別に、クラスのみんなのためにしていたわけじゃなく、誰かがやらなきゃ終わらないからやっていただけだ。

　どうせやらないといけないなら、ほかの人に頼むよりも、自分で手を動かした方がずっと楽だから、そうしていただけ。

　別に、偉くなんてない。

「覚えてる？　俺が部活終わって教室覗いたら、お前ひとりだけで作業してて、『俺も手伝う』って声をかけたら、無表情な顔が一気に真っ赤になったの」

　覚えてる。

　教室の床にしゃがみ込んで模造紙に色を塗っていたら、視界に入った落書きだらけの派手な上靴。驚いて顔を上げたら、千葉くんがこちらを見下ろしていた。

　いつもクラスの中心にいる人気者と、隅っこで息をひそめる地味な私。カラフルなペンで落書きされた千葉くんの派手な上靴と、汚れひとつない私の白い上靴。

　正反対だと思った。別世界の人間だと思った。

　だけど、あたり前のように『俺も手伝う』と言われて、すごくすごくうれしかった。

「最初はお前のこと真面目でつまんない女子だって思ってたのに、俺の言葉ひとつで真っ赤になったの見て、やべぇって思った。こいつ、すげぇかわいいなって思った」

　そんなことを言われ、どんな表情をしていいのかわからなくなって、思わず手の甲で口を覆ってうつむいた。

　そんな私に千葉くんが近づく。

「いつも無表情なお前が、こんな顔するって知ってるのは俺だけなんだって勝手に優越感に浸ってた。ちゃんと好きだった。本気で付き合いたいと思った。それなのに」

　そう言って、千葉くんは小さく息を吐く。

　うつむいたままの私に向き合うと、そっと手を伸ばして三角の耳に触れた。

「くだらない嫉妬で、傷つけて悪かった」

　千葉くんの指が恐る恐る黒い耳をなでる。

　傷つけないように、痛い思いをさせないようにと、慎重に指を動かしているのがわかった。

「あんときはガキだった。余裕なんてなくて、大人の男にバカみたいに嫉妬した」

「大人の男……？」

　意味がわからず首をかしげると、千葉くんはバツが悪そうに小さく舌打ちをした。

「だから、あいつ」

「あいつって？」

　戸惑う私に、千葉くんは嫌そうに言った。

「あの、御曹司様だよ」

「御曹司って、専務のこと？」

　首をかしげると、千葉くんはうなずく。

「どうして専務が？　専務は私が就職してから初めて会ったのに……」

　私の言葉を聞いて、千葉くんが驚いたように私の顔を覗き込んだ。

「お前、覚えてねぇの？　あの台風の後」

「なにが……？」

　千葉くんがなんのことを言っているのかまったくわからずに視線が泳ぐ。すると、そんな混乱する私を千葉くんが強く抱きしめた。

「じゃあ、思い出さなくていい」

　強引に抱きしめられ、驚いて小さくもがく。千葉くんの胸を押し返すと、意地になったように彼の腕に力が込められた。

「なぁ詩乃。本気で俺と寝てみる？」

「は……っ!?」

　耳もとでとんでもないことを言われ、飛び上がる。

「なに言って……」

　冗談でしょうと笑い飛ばそうとして、でも千葉くんの真剣な表情に言葉をなくした。

「お前のことを好きだって男とすれば、あの無愛想猫、成仏するかもしれないんだろ？」

「でも、だけど……」

「高校のとき、本気でお前のことが好きだった。あのとき言った俺の言葉をいまだにお前が気にしてたって知って、ほんと悪かったと思ってるし、少しうれしい」

「うれしい？」

　思わず私が顔をしかめると、千葉くんは苦笑いをする。

「お前も、俺のことが好きだったから、忘れられなかったんだろ？」

「それは、そうだけど……」

　戸惑いながらうなずく。

　あの頃は、千葉くんのことが大好きだった。私とは正反対の、明るくてはっきりものを言える千葉くんに憧れていた。そんな千葉くんが私に話しかけてくれるのがうれしかった。

　部活中のグラウンドで、日に焼けて小麦色の千葉くんが、私を見つけて笑う。その笑顔を見るたびに、胸がぎゅーっと締めつけられた。胸が苦しくてくすぐったい。幸せなのに落ち着かない。あんな感情は、生まれて初めてだった。

　だから、『お前なんかを好きになるわけない』と言われたときは、ものすごくショックだった。

　そんなことを考えていると、私の背中に回った千葉くんの手が、するりと黒い尻尾をなでた。

「……っ！」

　びくりと体が飛び上がる。その反応に千葉くんは小さく笑って、私の手から部屋の鍵を奪った。

「とりあえず、入ろう」

　私から奪った鍵を鍵穴に差し込み、ガチャリとドアを開く。

　この中に入って千葉くんに抱いてもらえば、ハチが成仏するかもしれない。猫耳と尻尾が消えて、今まで通りの日常が送れるかもしれない。

　だけど……。

　昨日の記憶が肌の上によみがえる。

　専務の手の温度。優しい視線。意地悪な笑い声。愛おしい体の重み。

　触れ合った素肌が、すごく気持ちよかった。抱きしめられた胸の中、専務の匂いに安心して涙が出るほど幸せだった。

　たとえ、ハチを成仏させるためだとしても、ほかの人に触れられるなんて絶対に無理だ。

　そう思った。

「詩乃……？」

　玄関の扉の外で立ち止まったまま動かない私を見て、千葉くんがじれったそうに舌打ちをする。

「早く入れよ」

　千葉くんが急せかすように私の腕を掴んだ。そのとき。

「待って」

　背後から声をかけられた。驚いて振り向けば、そこに険しい顔をした専務がいた。

　いつもの余裕の笑顔ではなく、切羽詰まった表情でこちらを見る専務。

　きっとクミコさんの店に行って、私が逃げるように帰ったと聞き慌てて追いかけてきたんだろう。髪が乱れ、肩で息をしていた。

「専務……」

　その顔を見た途端、やっぱり私はこの人が好きで好きで仕方ないと思ってしまう。

　たとえハチを成仏させてあげることができなかったとしても、この人以外の男の人に、触れられるなんて無理だ。

　ただの、からかいがいのある秘書でいい。婚約者がいてもいい。思いが届かなくても、愛されなくても、一生片想いでもいい。

　ただただ、この人が好きだ。そう思い知らされる。

　頭の上の耳がパタパタと動いた。興奮したせいか、耳のつけ根が熱くなる。尻尾のつけ根も、むずむずして落ち着かない。

「専務、ごめんなさい」

　私がはなをすすりながら謝ると、専務は険しい表情で眉をひそめた。

「せっかくお願いして抱いてもらったのに、ハチを成仏させてあげることができませんでした」

「うん。クミコさんからも聞いた」

　専務が不機嫌な表情でうなずく。

「だったら話が早い」

　私の腕を掴んでいた千葉くんが、そう言って笑った。

「愛がない相手とセックスしても意味ないんだってよ。優しい御曹司様は頼りない秘書のことが放っておけねぇんだろうけど、もうあんたの出る幕はないから」

　掴んだ私の腕を引き寄せ、抱きしめる。

　驚いて千葉くんの腕から逃げようともがく私を見て、専務は薄く笑った。

「俺と寝ても猫耳が消えなかったから、今度はそいつと試すの？」

「ちが……っ！」

　慌てて首を横に振る私に、専務は綺麗な二重の目を細めた。

「無駄だよ」

　そう言って、意地悪に笑う。

「は？　無駄？」

　カチンときたように千葉くんが言い返そうとすると、専務は微かに首をかしげて私を見下ろした。

「詩乃ちゃん、俺がどうして君を抱いたと思う？」

「そ、それは、私がどうしてもって頼んだから……」

「頼まれれば、誰でも抱く男だと思ってる？」

「まさか！」

　そんなわけない、と慌てて首を横に振る。

「だけど、専務は優しいし、面倒見がよくて責任感も強い人だから……」

「詩乃ちゃん。俺は君が思うほど優しい男じゃないよ」

「ど、どういう意味ですか？」

「好きでもない女の子にどんなに頼まれたって抱いたりしないし、惚れてもいない子のために、こうやって走り回ったりもしない」

　それはどういう意味なんだろう。そんなふうに言われたら、勘違いしてしまいそうになる。この思いが叶うわけないってわかってるのに、期待してしまいそうになる。

　戸惑いながら専務の顔を見上げると、あきれたように彼が笑った。

　整った顔が笑うとくしゃりと崩れる。ずるいくらい、魅力的な笑顔。

「本当に、いくらなんでも鈍すぎ」

「え……？」

「いい加減気づけよ」

「専務……？」

　呆然としていると、専務がこちらに近づいた。

　いつの間にか千葉くんの腕からは力が抜けていて、私の肩を抱いていた腕がするりと下に落ちた。

　私も専務に向かって近づこうと一歩踏み出す。その踏み出した膝が、緊張で小さく震えていた。

「好きだよ」

　専務が私に向かってそう言った。

　いつも私のことをからかう甘くて艶のある声で言って、ゆっくりとまばたきをする。軽く首をかしげこちらを見下ろす。綺麗な唇の端を片方だけ微かに上げる。

　目を見開く私に向かって、どうしようもなく魅力的で意地悪な笑みを浮かべる。

　そのすべてが、夢でも見ているかのように信じられなくて、何度もまばたきをした。

「ずっと前から、君が好きだよ」

　頭の上の、耳が震えた。黒い尻尾もぷるぷると小刻みに揺れて、体がどうしようもなく熱かった。

「わ、私も」

　鼻の奥がつんとして、涙がこみ上げてきそうになる。

「専務は、私なんかを本気で相手にしないって。からかわれてるだけだって。何度自分に言い聞かせても、どうしようもなくドキドキして。秘書が担当する上司に恋をするなんて許されないってわかってても、どうしても止められなくて……」

　胸がいっぱいで、唇が震えて、うまく言葉が出てこなくて。それでも必死に口を開く。

「自分でもどうしたらいいのかわからないくらい、専務のことが好きです……！」

　そのとき、ぶわっと全身の産毛が逆立つような感覚が走り、思わず肩をすくめて目をつぶった。

　猫耳と尻尾がどうしようもなく熱くなる。

　強い風に足もとから吹き上げられたように、体が一瞬宙に浮く。そして、微かに浮いた足が地面についた。

　本当に、地に足がつく、という感覚。自分の足でしっかりその場に立っているんだと自覚する。

　恐る恐る目を開けば、専務が驚いているような喜んでいるような、不思議な表情で私を見ていた。

「耳が、消えた……？」

「え……!?」

　そう言われ、慌てて手を頭に持っていく。

　必死に頭皮をまさぐっても、サラサラと流れる自分の髪の毛の感触しかなかった。体をひねり腰を見下ろしても、そこにはもう尻尾はない。

「ハチが、成仏したの……？」

　きょとんとして専務と見つめ合っていると、玄関のところにいた千葉くんが、つまらなそうに舌打ちをした。

「……どうせ、そんなことだろうと思った」

「ど、どういう意味？」

　不機嫌な顔の千葉くんに混乱しながらたずねると、じろりとこちらを睨まれた。

「きっとあの無愛想猫は、お前が誰にも素直に自分の気持ちを言えないでいるのが心配で成仏できなかったんだろ」

「ハチの心残りって、私のことだったの？」

「どうせお前、ひとり暮らしの部屋で猫に向かっていつもうじうじ悩みを言い続けてたんだろ？　外で言いたいこともろくに言えずに、猫にしか素直になれないお前に十何年も飼われてた猫が、そんな頼りない飼い主をひとり残して死ぬなんて、心配で成仏できねぇに決まってる」

「え、じゃあクミコさんが言ってた、三大欲求とかは関係ないわけ!?」

「だろうな」

　驚く私に千葉くんはうなずく。

　たしかに、あのハチが、自分の欲求を満たすために私に取り憑くなんて、変だとは思ってた。

　ハチは私と過ごした日々が不満で成仏できなかったんじゃなく、私を心配してくれていたんだ。そう思うと、ハチが死んでしまってからずっと抱えていた後悔が薄れ、温かい気持ちで胸が満たされていく。

「じゃあ、詩乃ちゃんが俺のことを好きだって素直に伝えられたから、ハチが安心して成仏したってこと？」

　専務がそう言いながら、私のことを見つめる。その表情が妙に色っぽく見えて慌てて視線を逸らした。

　どうしよう。昨日、あんなことをしたせいか、意識しすぎて専務の顔を直視できない。

　そんな私を見ていた千葉くんが大きなため息をついた。

「あーあ。土曜の朝から電話で叩き起こされて、こんなくだらねぇことに巻き込まれて、やってらんねぇ」

　そう言って、千葉くんが私と専務を睨みながら部屋から出てくる。

「いろいろありがとう、千葉くん」

　そう笑いかけた専務に、千葉くんは思いきり顔をしかめた。

「ありがとうじゃねぇよ」

「迷惑をかけて悪いとは思うけど、譲る気はないから」

　私のことを抱き寄せ、専務が宣言するように言う。

　わけがわからず専務の腕の中できょとんとしていると、なにか言いたげに表情を曇らせた千葉くんは舌打ちをして歩いていった。

　いったいこれは、どういうことなんだろう。

　千葉くんのうしろ姿を見送っていると、隣の部屋の住人が、玄関の前で騒がしい私たちを不審がるようにドアの隙間から眺めていた。

「あ、朝からお騒がせしてすみません！」

　慌ててお隣さんに頭を下げて、専務の手を引いて部屋の中に入る。バタンと玄関のドアを閉めると、専務が手を伸ばし私の頭に触れた。

　ついさっきまで猫耳が生えていた場所を確かめるように、髪の間に指を差し込む。

「せ、専務……っ」

　驚いて私が飛び上がると、専務は不思議そうに私の頭を見下ろしていた。

「本当に、ここに猫耳がついてたんだなと思って」

　ただ頭に触れられているだけなのに、変な声が出そうになる。

「く、くすぐったいです……」

　口もとを手の甲で覆って、必死に声をこらえながら首を横に振ると、専務が楽しげに肩を揺らす。

「あとで、尻尾のところも見せてね」

　耳もとでとんでもないことをささやかれ、思わず飛び上がる。

「な、なに言ってるんですか！」

　動揺で潤んだ涙目で睨むと、専務は唇を微かに引き上げて静かに笑った。いつも仕事中に見せる表情とは違う、大人の、男の顔。

　私の後頭部を大きな手で引き寄せて、耳が生えていた場所に軽く触れるだけのキスをした。髪に触れた唇の感触に、驚いて体が固まる。

　緊張と動揺で硬直する私を笑いながら、専務は顔を軽く傾けこちらに近づく。

　これは、キスをするときのシチュエーションだ！　そう気づいて、慌てて胸を押し返した。

「ま、待ってください！」

「なんで？」

「意味がわからないです！」

「なにが？」

「専務、私を好きってどういうことですか!?」

「どういうって、好きだから好きって言ったんだよ。なんでそんなに驚いたり疑ったりするわけ？」

　きょとんとする専務に、私は頭を抱えた。

　私は本気で専務のことが好きなのに、からかってそんなことを言ってるんだとしたら、悪趣味すぎる。

「だって、専務が私なんかを好きになるわけないじゃないですか！」

「俺はずっと、真面目に詩乃ちゃんを口説いてたつもりなんだけど」

「ず、ずっとからかわれてると思ってました」

「ひどいな」

　私の言葉に、専務は顔をしかめる。

「それに、専務には婚約者がいるんですよね？」

「はぁ？」

「千葉くんから聞きました。東南アジアの財閥のご令嬢と婚約するって……」

「それ、兄貴だよ」

「え？」

「兄貴の弘人が、合弁会社を作るためにマレーシアとかシンガポールに行ってるうちに、取引先の財閥のひとり娘に惚れて、口説き落としたらしいよ」

「嘘……」

　呆然として手で口を覆った。

　千葉くんは弘人さんの噂を聞いて、専務のことだと勘違いをしていたんだ……。

　私、あんなに悩んだのに、バカみたいだ。

「なんで勝手にそんな噂を信じてるの。そんなの、ひと言『婚約の噂は本当ですか？』って俺に聞けばわかることだろ？」

「そうなんですけど」

「俺よりあいつの言葉を信じるんだ？」

「そういうわけじゃ……」

　言いよどんで顔を逸らすと、専務に睨まれた。

「だって、直接確認して、もし本当に婚約するよって専務に言われたら、動揺して泣いてしまいそうだったから……」

　小声で言うと、専務が手を額にあてて天井を仰いだ。

「いろいろ文句は言いたいけど、かわいいからとりあえず許す」

「なんですか、それ」

「詩乃ちゃんが俺のことが好きで、勝手に誤解して泣きそうになってたなんて、想像するだけでかわいすぎて困る」

　真顔でそんなことを言われたら、どうしていいかわからなくて、かぁっと頬が熱くなる。

「そうやってからかわないでください！」

　専務を睨むと「からかってないよ」と微笑まれた。

「今日、目を覚ましたら詩乃ちゃんがいなくて、素っ気ない書き置きがあって、完璧にフラれたかと思った」

「私が専務をフるわけないです」

「昨日あんなに気持ちよさそうにしてたのに、満足できなくて出てっちゃったのかなとか心配になった」

「ま、まさか……！」

　昨夜のベッドの中でのことをさらりと持ち出され、一気に頭に血が上って頬が熱くなった。

　私が慌てて首を横に振ると、「じゃあ、気持ちよかった？」と顔を覗き込まれる。

「き、気持ちよかった、です……」

　恥ずかしさをこらえうなずいた私を見て、専務が「ふぅん」と意地悪に微笑んだ。

「どのくらい？」

　さらに突っ込んだ質問をされ、動揺のあまり目が泳ぐ。

「どのくらいって、……す、すごくです」

「それじゃわからないよ。俺を安心させるためにもっと具体的に教えて」

　気持ちよさを具体的にって、まさかどんなことをされてどこが気持ちよかったとか、そんなことを言わせる気……？

　昨夜ベッドの上でされたあんなことやこんなことを思い出して、頭が爆発しそうだ。

「えっと、それは……」

　動揺のあまり涙目になっていると、専務がこらえきれないというように噴き出した。

「もう、本当に詩乃ちゃんかわいすぎる！」

　その笑顔を見て、ようやくからかわれていたんだと気づいた私が頬をふくらませると、額に短くキスをされた。顔を赤くしながら上目遣いで専務を睨むと、今度は鼻の頭に。

　かぷりと優しく唇で鼻を食まれ、驚いているうちに、唇を塞がれた。

　私が反射的に首をすくめて唇が離れると、専務がクスクス笑いながら後頭部に手を回し、また優しく唇をつかまえられた。

「せ、んむ……」

　どうしていいのかわからなくて小さく足踏みをすると、そんな子供じみた反応をする私を、専務が楽しげに笑う。

「好きだよ、詩乃ちゃん」

　キスの合間に優しくささやかれ、幸せで思わず涙があふれた。

「わ、私も、大好きです」

　涙声でぎこちなくそう言うと、背中を支えられ一気に膝の裏をすくい上げられる。

「きゃ……！」

　驚いて肩にしがみついた私を軽々と抱き上げながら、専務は玄関から私の部屋の中へと入る。

「じゃあ、とりあえず直行するね」

「ちょっと待ってください。直行ってどこに……っ？」

　私のことをお姫様だっこした専務にたずねると、「ベッド」と簡潔な答えが返ってきた。

「べ、ベッドって……。昨日したばかりなのに……？」

　昨日の夜、初めての体験に緊張しっぱなしだった私の体には、まだ気だるい余韻が残っている。

　しかも私たちはたった今気持ちを確かめ合ったばかりだし、今はまだ朝で室内は明るいんですけど……!?

　展開の速さに目をむく私に足を止め、専務はねだるようにこちらを見つめる。

「ダメ？」

　その表情はずるい。そんな魅力的な眼差しで見つめられたら、首を横に振れなくなってしまう。私が唇を尖らせ黙り込むと、専務はくすりと笑った。

「昨日はハチの心残りを晴らすためだって自分に言い聞かせて、必死に理性を保って詩乃ちゃんを抱いたけど、お互いに好きだってわかったから、もう容赦しないから」

「容赦しないって……」

　昨夜だって、どうしていいかわからないくらい恥ずかしくて、でも、頭がおかしくなるくらい気持ちよくて、もういっぱいいっぱいだったんですけど!?

　思わず怖おじ気けづいた私に、専務はにっこりと微笑む。

「たくさんキスをして、何度も好きだってささやいて、昨日の何倍も気持ちよくしてあげるから、覚悟して」

　爽やかな笑みでとんでもないことを言われ、頬が熱くなる。

　どうしていいのかわからなくて困っているのに、体の奥が勝手に熱くなるのは、好きな人と抱き合いたいという本能なのかもしれない。

　困り顔で黙り込むと、専務は笑って私のこめかみにキスをした。

「どれだけ俺が詩乃ちゃんのことを愛しているか教えてあげるよ」

　そう言われ、私は自信満々の彼を、頬をふくらませて睨む。

「あ、愛の深さなら、私だって負けません」

　振り回されっぱなしなのが悔しくて張り合うように言うと、専務もこちらを睨んだ。

　お互い視線を合わせて睨み合った後、こらえきれずに同じタイミングで噴き出した。肩を揺らして笑い合いながら、鼻先がこすれるような短いキスを繰り返す。

「あー、もう。俺、幸せすぎてバカみたいに浮かれてる」

　とろけるような甘い声でささやかれ、愛しさがこみ上げて自然と笑顔になる。

「私も、幸せです」

　そう言って微笑み合うと、『にゃーん』と遠くでハチの鳴く声が聞こえた気がした。

　これでようやく安心して成仏できるよ。

　そんな優しい鳴き声だった。










十年前と、これからのふたり




　――花火大会が中止になった翌日、北海道に観測史上初と言われるほど大きな台風が上陸し、小さな町は深刻な水害に見舞われた。

　面積の大部分を畑や水田が占めるこの町では、祭りが終わると同時に収穫を迎えるはずだった。

　しかしその台風が去った後の町は、あちこちの田畑が泥水にひたり、無事だった高台の畑も、収穫しようにも道路や鉄道が土砂災害で寸断され出荷できないと大騒ぎだった。電気も水道も物流も途切れ、町の人たちは小学校や中学校に避難していた。

　水が引いた後の灰色の町の上を、ヘリコプターが飛び交っていた。きっと、町の状況を上空から撮影して、報道しているんだろう。

　けれど電気の通っていない町ではテレビを見ることもできず、まるで別世界の出来事のように冷めた思いで空を見上げる。

　学校も休校になり、私はひとり長靴を履いて、ぶらぶらと町を歩いていた。なんとなく向かった花火大会の会場だった河川敷は、水かさを増した激流にすべてを押し流されていた。

　川上の方からもたくさんの倒木が流れてきた。そのうちの一本の木にひとつだけ忘れ去られたように赤い色の提燈が引っかかって揺れていた。

　それをぼんやり眺めながら河川敷の土手にしゃがみ込んでいると、背後から声をかけられた。

『避難所に行かないの？』

　聞き覚えのない声に、不思議に思って振り向けば、私より少し年上の男の人が立っていた。背が高く、綺麗な笑顔の、見たことのない人だった。

　誰だろう。

　そう思いながら、無言で首を横に振る。

『缶詰とか飲み物とか、配ってるよ』

　そう言われ、もう一度首を振る。

　すると、その人は私のかわいげのない態度に気を悪くした様子もなく、『そっか』とつぶやいて私の隣に座った。

『缶詰なんていらないよなぁ』

　そのつぶやきが少し寂しそうに聞こえて、私は慌てて口を開く。

『あの、私が首を横に振ったのは、別に缶詰がいらないからではなくて、避難所に行きたくないだけですから』

『そうなの？』

『そうです』

　驚いたようにこちらを見たその人に、強く否定しすぎただろうかと、恥ずかしくなって前を向く。

『そっか』

　その人はうなずくと、手に持っていた丸いものをポーンと片手で宙に放り投げた。

　綺麗な放物線を描き、またその手のひらに落ちてくる銀色の缶。私はその軌跡を、ぼんやりと眺めていた――。




　頬に、なにか温かいものが触れて目が覚めた。ぱちぱちとまばたきをして顔を上げると、至近距離で微笑む整った顔。

　ぎょっとして、思わず体がこわばる。

　そんな私を見て、ベッドに片肘をついてこちらを見下ろす専務が楽しげに肩を揺らした。

「驚いて毛を逆立てる猫みたい」

「だ、だって……」

　朝起きて、目の前に専務の整った顔があったら、誰だってこんな反応になると思う。そう反論しようとしたけれど、唇を塞がれて言葉にならなかった。

　専務は私に覆いかぶさり、鼻先をこすり合わせるようにして、何度も触れるだけのキスをする。私の反応を楽しむような、焦じらすような、意地悪で甘いキス。

「せん、む……」

　長い指がゆっくりと私の頭をなで、指先が髪の間に潜る。ジタバタと足を動かしたけれど、肌触りのいいシーツの上をかかとがすべるだけだった。

　キスにすっかり息が上がり、頭がぼうっとしてきたころ、専務はようやく私の唇を解放し、にっこりと笑う。

　昨日私の自宅から専務のマンションへ移動し、もとの体に戻って二日目の朝を迎えた。

「おはよう、詩乃ちゃん」

　寝起きにこんな強烈なキスと魅力的すぎる笑みを投げかけてくるこの人は、きっと私の心臓を止めるつもりなんだと思う。

「お、おはようございます……」

　恥ずかしくて両手で顔を覆いながら言うと、専務はクスクスと笑った。

「なにか夢見てた？」

　そう問われ、うつむいていた顔を上げる。

「私、寝言かなにか言ってました？」

「いや。少し難しそうな顔をして寝てたから」

「えっと。昔の、地元の夢を見てました」

「へぇ。どんな夢？」

　興味深そうに身を乗り出してくる専務に、私は首を横に振る。

「ぼんやりとしか覚えてないので……」

　地元の夢だったことは覚えているけど、それ以外ははっきりと思い出せない。そう言うと専務は「ふーん」と意味ありげに笑った。

　ベッドの中でシーツにくるまりながら、専務の顔に見とれる。

　さっきまで見ていた昔の夢よりも、今見ている光景の方が、よっぽど夢みたいだ。ずっと好きだった憧れの人と、こうやって一緒に朝を迎えて笑い合ってキスをするなんて、数ヶ月前の私は想像もしていなかった。

　この幸せがなんだか信じられなくて、思わず自分の頭の上に手を伸ばす。

　そこにはもうやわらかな猫耳はなくて、サラサラと指の間をこぼれる自分の髪の感触しかないことを確かめる。

　突然私に生えた猫耳と尻尾。不器用でひねくれた私を心配した愛猫のハチが起こしてくれた嘘みたいな出来事。

　あの奇跡のおかげで、十年間ずっと素直になれなかった私が、勇気を持って専務に好きと伝えることができた。

　今こうやって専務と一緒にいられるのは、全部ハチのおかげだ。

　白と黒のやわらかなハチの毛並みを思い出しながら、専務の顔を見上げると、私の視線に気づいた専務が小さく笑った。私の髪を優しくなで、つむじに触れるだけのキスをする。くすぐったくて首をすくめると、専務がクスクスと楽しげに笑った。

　幸せすぎると泣きたくなるなんて。こんな気持ち、初めて知った。

「俺は今日出かけるけど、詩乃ちゃんはゆっくりしてていいから」

　すっかり着替え、出かける支度を済ませた専務がこちらを見てそう言う。

　今日は社長と取引先の重役と一緒に出かけるらしい。役員に決まった休日はないというけれど、日曜日の朝からこうやって予定が詰まっていて、本当に忙しい人だと思う。

「あ、あの、ここで専務の帰りを待っていてもいいですか？」

　恐る恐るたずねると、専務の顔がくしゃりと笑顔になる。

「本当？　多分、五時頃には帰れると思うから」

「じゃあ、なにか夕食を作って待ってますね」

「うん。楽しみにしてる」

「キッチンの物、お借りしてもいいですか？」

　念のため聞くと、専務は笑ってこくりとうなずいた。

「いいよ。好きに使って。別にやましいものはないから、部屋中家や捜さがししても大丈夫だよ」

「家捜しなんてしません」

「そう？　遠慮しなくてもいいのに」

　クスクスと肩を揺らし、思い出したように「あ」とつぶやく。

「そうだ。あそこの引き出しだけ、大事なものが入ってるから」

　そう言って、リビングにある棚を指差した。

　大事なものってなんだろう。少し気になるけど、でも首を横に振る。

「大丈夫です。専務の留守中に、勝手にあちこち見たりしません」

　強い口調で言うと、専務は笑いながら私の腰に腕を回した。

「ずっと気になってたんだけど。詩乃ちゃんは、いつまで俺のことを専務って呼ぶの？」

　そう問いかけられ、驚いて肩が飛び上がった。目を丸くして専務の顔を見る。

「え……？」

「恋人なんだから、誠人って呼べばいいのに」

「む、無理です無理です」

　とんでもないことを言われ、すごい勢いで首を横に振る。専務を『誠人』と呼ぶなんて、そんなの無理に決まってる。

「どうして？」

「……だって、名前で呼ぶクセがついて、万が一会社でもそう呼んでしまったら、困るじゃないですか」

「客の前では困るけど、別に社内で呼び間違えるくらいならいいよ」

「よくないですよ！」

　のんきな専務に強い口調で反論する。

「専務と秘書だってことは、ちゃんとわきまえてますから」

　私の言葉に、専務は眉をひそめ不満そうにこちらを見ていた。

「専務。そろそろお時間です。きっともうエントランスで乾さんが待ってますよ」

　今日は乾さんの車で移動する予定だ。時計を見上げながら言うと、専務は小さくため息をついた。

　玄関まで見送ろうと専務について廊下を進む。靴を履いた専務が、私を振り返った。

「じゃあ、行ってくるね」

「はい、行ってらっしゃいませ」

「行ってらっしゃいのキスは？」

「は？」

　唐突に言われ、思わず頬が熱くなる。

　キスはもう何度もしたけど、自分から専務にしたことはなくて、突然のおねだりに動揺して視線が泳ぐ。

「そ、そんなの、できません。それよりも早く行かないとお時間が……」

　動揺を悟られないように顔をしかめながら急かすと、専務は意地悪に笑った。

「冷たいなぁ。寂しいから私を置いていかないでって、ワガママを言ってくれてもいいのに」

「そんな、専務を困らせることを言うわけないです」

「ふーん。じゃあ行ってくるね」

　私の返事に専務は不満そうに小さく眉を上げると、玄関の扉を開く。

「はい。お気をつけて」

　そう言うと同時に扉が閉まった。その瞬間、思わずしゃがみ込み膝に顔をうずめる。

「……うーっ」

　後悔と恥ずかしさで、玄関でひとり唸ってしまう。うつむいたまぶたがじわりと熱くなる。

「もう、なに今のかわいげのない反応。キスくらいさらっとできたらいいのに。もっとかわいく行ってらっしゃいって言えたらいいのに、私のバカ……」

　ハチのおかげで少し素直になれたとはいえ、この年までひねくれ続けたかわいげのない私が、突然性格を変えられるはずもない。

　ベッドの上でとろとろに甘やかされているときならまだしも、こういう通常のテンションで自分からキスをしたり好意を表に出すのは、私にはハードルが高すぎる。

　自己嫌悪に大きなため息をついていると、目の前で再び玄関の扉が開いた。どうしたんだろう、と顔を上げると、しゃがみ込んだ私を見下ろして意地悪に笑う専務。

「忘れ物してた」

「忘れ物、ですか？」

　きょとんと涙目で専務のことを見上げる私に顔を寄せ、唇に触れるだけのキスをした。

「行ってきますのキス」

　驚きで目を見開き固まる私に優しく笑いかけ、ぐしゃりと少し乱暴に頭をなでる。

「不器用でひねくれた詩乃ちゃんが、好きだよ」

　耳もとでそう言って笑うと、「じゃあ行ってきます」と何事もなかったように立ち上がり、真っ赤な顔の私を玄関に置き去りにして出ていく専務。

　ぽかんとしたまま扉の閉まる音を聞いていると、じわじわ恥ずかしさがこみ上げてきた。

　きっと、玄関の扉越しに、私の独り言が聞かれていたんだ。

　……もうやだ。恥ずかしすぎる。

「うーっ」

　思わず頭を抱えて唸った。

　かわいげのない私の考えまでお見通しで、ひねくれた部分も全部ひっくるめて好きと言ってくれる専務に、どうしようもなくドキドキさせられる。

　好きすぎて、幸せすぎて、どうしていいのかわからなくて、玄関で私はひとり膝を抱えたまましばらく途方に暮れていた。




　専務の部屋にひとり残され、少し手持ち無沙汰で部屋の中を見て回る。

　家捜ししてもいいと言ってくれたくらいだから、本棚ぐらいは覗いてみてもいいよね。なんて思いながら寝室にある本棚の前に立つと、流通や経済関係の本に交じって、海外のミステリー小説が並んでいた。

　専務はこういう小説も読むんだ……。私も読書は好きだから同じ趣味があるなんてうれしい。

　思わず顔がにやけて、こんな些細な発見にいちいち浮かれる自分に笑ってしまう。

　午前中は軽く部屋の掃除をし、午後から近くのスーパーで食材を買ってくると、広いキッチンで料理を始めた。

　好きな人のためにご飯を作るのは初めてだから、なんだか緊張してしまう。

　自宅で自分のためだけに作るときよりも、何倍も丁寧に心をこめてようやく作り終えると、午後四時を回るところだった。

　専務が帰ってくるまであと一時間。あとはなにをして彼を待とうかな、と部屋の中を見回した。

　帰ってくる専務の姿が見えたりしないかな、と窓の外に目を凝らしてみて、まだ帰ってくるわけないかと肩を落とす。料理が心配になってキッチンに行き、煮込みハンバーグのソースを味見する。

　接待や会食では高級な料理を食べることが多い専務は、実は子供が喜ぶような普通の家庭料理が好きだということは前から知っていた。だから素朴なチーズ入りの煮込みハンバーグを作ってみたけれど、いくらなんでも普通すぎたかな。

　急に不安になってきて、キッチンで頭を抱える。

　中のチーズはクセのないチェダーチーズにしてみたけど、ゴルゴンゾーラやワインでもっと大人っぽい味にした方がよかったかな。

　付け合わせにはルッコラと豆のサラダ。粒マスタードとハチミツとお酢で作ったドレッシングは上手にできたと思うんだけど、専務の口に合うかな。ハチミツ、嫌いだったりしないかな。

　そわそわと落ち着かなくて、パタパタと冷蔵庫を意味もなく開閉してみたり、味見をしては鍋の蓋を閉じてみたり。好きな人に手料理を食べてもらうなんて初めてで、不安で「うー」と小さく唸りながらキッチンで足踏みをする。

　早く帰ってこないかな。待ちきれなくて時計を見ても、さっきから少しも時計の針が動いていない。

　人を待つ時間は、どうしてこんなにゆっくり流れるんだろう。そう思いながら、窓辺に置いてある椅子に腰掛け膝を抱える。

　ここでずっと外を見ていたら、専務が帰ってくるのが見えるかな。

　でも、この部屋は高すぎて下を歩く人の姿は米粒のようだし、きっと専務は乾さんが運転する車でエントランスまで横づけしてもらうから、その姿が見えるわけがない。

「早く帰ってこないかなぁ……」

　ふぅっとため息を吐き出し、膝に顎をのせてぼんやりとしていると、うしろからクスクスと笑い声が聞こえて飛び上がった。

　慌てて振り返る。と、いつの間に帰ってきたのか、そこには専務が立っていた。

「せ……専務！」

「詩乃ちゃん、ほんとかわいくて困るね」

　驚きで目を見開く私に、専務は口もとを覆いながら肩を揺らしていた。

「い、いつからいたんですか！」

「早めに帰れたから驚かそうかなと思ってこっそり入ってきたんだけど、詩乃ちゃんが何回も窓の外を眺めたり時計を見たり料理の味見したり、そわそわしてるみたいですごくかわいくて。もしかして、俺が帰ってくるのを待ちきれなかった？」

「あ、悪趣味……！」

　あの落ち着かない様子を見られていたなんて！

　恥ずかしくて頬が熱くなる。

「黙って見ててごめんね。いつも冷静な詩乃ちゃんが、俺の帰りを楽しみにしてくれてるのかなって思ったら、うれしくて」

　クスクス笑いながら抱き寄せられ、思いきり眉をひそめた。

「別に、楽しみにしてません」

「またそうやって意地を張る」

「意地なんて、張ってません」

　なんとか仏頂面を作ったけれど、私の気持ちなんてもう専務にはお見通しで、「じゃあ、そういうことにしといてあげる」と甘く微笑みかけられて体の力が抜けた。

　猫耳と尻尾がなくたって、この人にはかなわないと思ってしまう。

「そういえば、今日社長に言われたんだけど、そのうち北海道に出張に行くことになりそう」

　コートを脱ぎながら言った専務に、首をかしげる。

「商談ですか？」

「北海道で食育をテーマにした体験型の農場を作ろうってプロジェクトがあるんだ。宿泊施設も併設して短期滞在型の農業体験ができるテーマパークみたいなの。そこにスポンサーとして参加を検討してて」

「へぇ……、素敵ですね」

「その視察のついでに、詩乃ちゃんの地元も案内してくれない？」

　そうお願いされ、私はまばたきをした。

「私の地元は、とくに案内するような観光地もないですよ」

「観光地じゃなくて。詩乃ちゃんが育った町をちゃんと見てみたい」

「私の育った町ですか……」

「あの町の真ん中を流れる川も、氾濫して灰色の濁流になったところしか見たことないけど、普段はもっと綺麗な景色なんでしょ？」

　予想外の言葉に、驚いて目を見開く。

　たしかに、町の真ん中には大きな川が流れているけれど。濁流って、いったいどういう意味だろう。

「川、ですか……？　なんで専務がそんなこと」

　戸惑いながらそう言うと、専務はにっこりと笑った。

「だから、前に詩乃ちゃんの地元に行ったことがあるって言ったよね？　もしかしたら、すれ違っていたかもしれないねって」

「え？　え？」

　パチパチとまばたきをする私に、専務は微笑み指を差した。

「そこ開けて、見てみていいよ」

　専務の指の先には、リビングの棚があった。今朝、専務が『大事な物が入ってる』と言った引き出し。

「でも……」

　専務の顔を見ると、「いいから」と促され、恐る恐る引き出しを開ける。そこに入っていたのは、古ぼけたひとつの缶詰だった。

「これ……」

　そっと触れ、持ち上げる。子会社の、綾崎フーズで作っている缶詰。

　数年前にパッケージを一新し、子供が好きな人気のキャラクターとコラボした華やかなものに変わったから、このシンプルなデザインはもう相当前のものだ。

　そう思いながらくるりと缶を反対にすると、底にヘタくそな絵が描いてあった。動物とも怪物ともつかない奇妙な生き物が、ふたつ。並んでこちらを見上げていた。

　見覚えのあるその絵に思わず目を見開くと、専務はにっこりと笑った。




　十年前、台風の被害に遭い氾濫した川の土手で、男の人に声をかけられた。
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「避難所に行かないの？」

　ぼんやりと河川敷の土手に座り込んでいると、誰かにそう声をかけられた。振り返ると、背が高く端正な顔をした男の人がこちらに向かって笑いかけていた。

　私が黙ったまま様子をうかがっていると、彼は私の横に並び、目の前の倒木だらけの濁った川を見つめ気取らない口調で話しかけてきた。

「さっき避難所に、缶詰とか非常食を運んできたんだけど、子供たちに『なんだ缶詰かよ』ってがっかりされて、ちょっとふてくされてたんだよね」

　その言葉に、彼の顔をまじまじと見る。こんな田舎には似合わない洗練された雰囲気の人だと思ったら、やっぱり町外から来た人なんだ。

　彼は私の横にしゃがみ手に持っていたものをポーンと宙に放り投げた。

　私はそれに目を凝らす。

　彼が投げたのは缶詰だった。どこのスーパーにいっても必ず並んでいる、昔ながらの魚の缶詰。

　落ちてきた缶詰を器用にキャッチして、また放り投げる。ぽーんと繰り返し投げられる缶詰を目で追いながら、私はようやく口を開いた。

「ボランティアの方なんですか？」

「まぁ、そんな感じ」

　わざわざボランティアで物資を持ってきてくれたのにがっかりされたなんて、なんだかかわいそうだ。

　それまで私は他人を気遣う余裕なんてないくらい落ち込んでいたはずなのに、自然とそんなことを思う。

「仕方ないですよ。缶詰は便利ですけどおもしろみがないし」

「おもしろみねぇ」

「子供に人気のキャラクターのシールを貼ったりすれば、喜ばれるかもしれませんよ」

　そんな私の無責任な提案に、その人は驚いたようにこちらを見た。

「そっか。それいいかも」

　ポケットを探り黒い油性ペンを取り出すと、持っていた缶詰になにかを書き始める。

　いったいなにをしてるんだろうと彼の手もとを覗き込めば、銀色の缶詰に、動物とも怪物ともつかない奇妙な生き物が描かれていた。

「わ、……ヘタくそ」

　思わず心の声が漏れた。

「え？　ヘタ？　かわいい猫ちゃんのつもりなんだけど」

　そう言って缶詰に描いた絵をこちらに見せる。

「とても猫には見えませんよ」

　かろうじて頭に猫耳らしき三角の突起がふたつあるだけで、とても猫には見えない出来栄えに噴き出してしまった。

「じゃあ、君も描いてみてよ」

　そう言われ、ペンと缶詰を押しつけられた。

　少し戸惑って手の中の缶詰を見下ろしていると、「早く」とその人が急かす。ため息をついてから仕方なくペンを握ると、今度は私の手もとを見ていた彼が噴き出した。

「うわ。人のこと笑えないくらいヘタ！」

「……ひどい」

「だって、なにこのスライム状の生き物！」

「猫です！　うちで飼ってるかわいい猫のハチ！」

「猫を飼ってるのにこんなにヘタなの？」

　ムキになった私に、隣の彼が声をあげて笑う。

　その明るい笑い声を聞いているうちに怒るのがバカバカしくなってきて、思わず一緒に笑ってしまう。灰色の濁流と化した川を見下ろす土手の上で、名前も知らない人とふたり並んで肩を揺らして笑った。

　……変な人。けれど、隣にいるのがなぜか不快じゃない。

　ようやく笑いが収まり、猫らしき生き物の描かれた缶詰を手の上で転がしながらぼんやりと川を眺める。

「……で、なんで避難所に行くのが嫌なの？」

　完全に油断して気を抜いているときに不意打ちでたずねられ、驚いて肩がびくりと揺れた。

「町内のほとんどの家はまだ電気も水道も通ってないから、避難所に行かないと不便じゃない？」

　彼の言葉に動揺しながら首を横に振った。

「ね、猫を飼ってるので、避難所に連れていけないし、ひとりにするのもかわいそうだし……」

　戸惑いながら言うと、その男の人はうなずいて聞いていた。口ごもった私を、じっと見つめる。

「それに、会いたくない人がいるし……」

　まっすぐな視線に耐えきれず、心の声が漏れた。こんなこと、この人に言ったって仕方ないのに。

「会いたくない人？」

　繰り返され口をつぐむ。黙り込んだまま口を開こうとしない私に、その人は優しく笑った。

「俺でいいなら愚痴を聞くよ。俺はここの人間じゃないし、きっともう会うこともないし、気にしないでなんでも話していいよ」

　たしかに、どうせもう二度と会うこともない。そう思うと私の口が軽くなった。

「初デートで花火大会に行く約束をしていたんです。雨で中止になったんですけど」

「そっか、残念だったね」

　優しく言われ、激しく首を横に振った。

「雨が降っても降らなくても、どうせデートにはならなかったんです」

「どういう意味？」

「クラスの男子に、からかわれていただけなんです。デートのために浴衣を着て髪を結ってひとりで待ち合わせの場所にいた私を見て、クラスの女の子たちが『からかわれてるだけなのに、本気にしてかわいそう』って笑ってました。そのまま雨のなか待っていたけど、結局彼は来ませんでした。やっぱり騙されてたんです」

　手にしていた缶詰を、ぎゅっと握りしめながら言う。

「彼氏に、どうして来なかったのかちゃんと理由を聞いた？」

「台風でみんなそれどころじゃなくて会ってません。それに、会うのが怖いし……」

「どうして？」

「だって、冷静に考えたら、私みたいに無表情で地味でかわいげのない女を、好きになってくれる人がいるわけないです」

「そうかな」

　隣に座る彼が、こちらを見て首をかしげた。微笑むと、綺麗な二重の目がたれ気味になる。

「君は、優しいしすごくかわいいと思うよ」

　当然のように言われ、驚いて目を見開いた。

「俺が落ち込んでたら、慰めようとしてくれたし、見ず知らずの男の話を面倒くさがらずちゃんと聞いてくれるし」

「そ、そんなこと……」

　そんなふうに褒められたのは初めてで、戸惑いながらうつむくと、その様子を見て彼が笑った。

「ほら、無表情なんかじゃない」

「それは、からかうから……！」

「からかってないよ。ちゃんと本心だよ」

　力強く言われ恐る恐る視線を上げると、優しく微笑まれた。

「大丈夫。君はすごくかわいいから、自信持って」

　長い腕が伸びてきて、ぽんと頭をなでられた。

「その彼氏も、本気で君のことが好きだと思うよ。だから、逃げてばかりいないでちゃんと話した方がいい」

「でも……、ただからかわれてるだけだったら……？」

　不安で、そんな弱気なことを聞いてしまう。

「大丈夫。もしそうだったとしても、そんな見る目のない男より、もっといい男がちゃんと現れるよ」

　彼がそう言ったとき、誰かが大きな声でこちらに向かって叫んだ。

「誠人さーん！　いないと思ったら、こんなところにいたんですか！」

「あ、サボってるの、バレちゃった」

　やばい、と言いながら、彼が立ち上がる。振り返れば、スーツを着て眼鏡をかけた真面目そうな男の人が、あきれたようにこちらを見ていた。

「社長もお待ちですよ」

「ごめん、乾さん。今行く」

　そう言いながら、こちらに微笑みかけて手を伸ばした。私の持っていた缶詰を、長い指でひょいと取り上げる。

「これ、もらっていい？」

　ヘタくそな猫の絵がふたつ描かれた缶詰。

　こんなものどうするんだろうと思いつつうなずくと、彼はふわりと笑った。そして、私の頭をぐりぐりとなでる。

「ありがとう。へこんでたけど、君のおかげでやる気が出てきた」

「いえ……」

　お礼を言いたいのは、こちらの方です。そう言いたかったけど、なんだか恥ずかしくて黙り込む。

　そんな私に笑いかけて、彼は土手の下で待つ男の人のところへと歩いていった。

　なんとなく、手を持ち上げ自分の頭に触れる。

　……大きな手だったな。

　彼になでられた感触を思い出すと自然と顔がほころんでしまう。彼の去っていった方をぼんやりと眺めていると「おい」と不機嫌な声で呼ばれた。

　振り向くと、そこには険しい顔をした千葉くんがいた。

「千葉くん……」

「今の、誰だよ」

「べ、別に……」

　突然現れた千葉くんに、緊張と戸惑いで咄嗟に答えが見つからず、私は硬い声で言い顔をそむけてしまう。

　逃げてばかりいないでちゃんと話した方がいいと、たった今アドバイスされたばかりなのに、心の準備ができていない私は、彼を拒むような仏頂面を浮かべてしまった。

　そのかわいげのない態度に、千葉くんがカチンときて怒るのがわかった。

「別にってなんだよ！　よく知らない男にヘラヘラ笑って頭なでられて！」

　なんで千葉くんがそんなに怒っているのか、わけがわからず黙り込む。私が無表情で口を引き結ぶと、さらに千葉くんが苛立つ。

「ふざけんなよ。俺が今までどんな気持ちでお前のことを捜し回ってたと思ってんだよ！　何回も電話したのに全部無視して逃げ回って！」

　千葉くんが怒れば怒るほど、私はどうしていいのかわからなくて、顔がこわばって言葉が出てこなくなってしまう。

　いつまでも黙り込んだまましゃべろうとしない私に、千葉くんは怒鳴るように言った。

「ふざけんなよ！　お前みたいなかわいくない女と、本気で付き合うわけねぇだろ！　浮かれてんじゃねーよ。お前なんかを好きになるわけない」

　その言葉に私はなにも返せなかった。ただ、膝を抱えて黙り込むことしかできなかった。

　千葉くんは顔色ひとつ変えない私に、苛立ったように地面を思いっきりひと蹴りすると不機嫌そうに歩いていった。
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　十年前のあの日の出来事が、今まで忘れていたことまで鮮明によみがえってくる。

　あの頃は、千葉くんがなにを考えているのかまったく理解できなかった。

　いや、女の子たちに言われたことを完全に信じ込んでしまっていた私は、千葉くんの話に耳を貸そうとしなかったんだ。それなのに一方的にフラれ、傷つけられたんだと思ってた。

　でも、今ならわかる。私が悪かったんだ。

　彼を信用しようとしなかった。彼にわかってもらおうとしなかった。真実を知るのが怖くて、逃げてばかりいた。不器用で臆病でかわいげのない私は、誰かに好かれようと努力をしていなかった。

　ヘタくそな猫の絵が描かれた缶詰を見下ろし呆然としていると、専務がこちらに近づいた。

「思い出した？」

　そう静かに問われ、うつむいたままうなずく。

　十年前に一度、専務と会っていたなんて、すっかり忘れていた。台風の混乱と、千葉くんから言われた言葉のショックが強くて、あのときの記憶が曖昧になっていた。

「専務は、十年前に会ったこと、ずっと覚えていたんですか？」

「詩乃ちゃんが俺の秘書になって、初めて役員室に入ってきたときに、すぐに気づいたよ」

「教えてくれればよかったのに……」

「俺はしっかり覚えてるのに、完璧に忘れられてるのが悔しかったから」

　驚く私に向かって、専務は意地悪に笑う。

「あのとき、土手で話してた彼氏っていうのが、千葉くんのこと？」

　そう問われ、コクコクとうなずいた。

「あの後、ちゃんと話できた？」

「……お前みたいなかわいくない女と、本気で付き合うわけねぇだろ！って言われました」

　私が答えると、専務が驚いて顔をしかめる。その険しい表情に、私は慌てて首を横に振った。

「でも、本心じゃなかったそうです。十年間、ずっとその言葉が忘れられなくてトラウマだったんですけど、この前会ったときに、悪かったって謝ってくれました」

「でも、どうしてそんなことを」

「それは……、嫉妬して思わず言ってしまったみたいです」

　怒りがおさまらない様子の専務に、口ごもりながら答える。

「嫉妬？　誰に？」

「その、専務に……」

「は？」

「川岸の土手で私と専務が話しているのを見て、私が楽しそうにしていたことに嫉妬してあんなことを言ったみたいです」

　ぼそぼそと、かろうじて聞き取れるくらいの声で言って黙り込む。

「そっかぁ……」

　すると専務は納得したようにつぶやいた後、クスクスと肩を揺らし始めた。

　もう十年も前のこととはいえ、人の失恋を聞いて笑うなんてひどい。そう思って、頬をふくらませる。

「なにを笑ってるんですか」

「だって、俺があのとき詩乃ちゃんと話してなかったら、千葉くんとうまくいってたんだなぁって思って」

「まぁ、そうかもしれません」

　千葉くんが嫉妬をせずに、ああやって怒りださなければ、私ももう少し素直な反応ができていたかもしれない。

「もしそうなってたら、詩乃ちゃんはわざわざ東京の大学に進学しなかったかもしれないし、うちの会社に就職しなかったかもしれない」

「そう言われると、そうですね」

　あの頃は千葉くんと同じ町にいるのがつらくて、早くどこかに行きたいと思ってた。進学も道外の大学を選んだし、就職するときも地元に帰ろうなんて思わなかった。

　もし千葉くんとうまくいって付き合い続けていたら、私はこんな選択はしなかったかもしれない。

「詩乃ちゃんがうちの会社に入社しなかったら、こうやってまた出会えなかった」

　私のことを抱き寄せながら微笑む専務に、思わず頬が赤くなった。

「詩乃ちゃんが、千葉くんにフラれてよかった」

　そんなことを言われ、私は顔をしかめて専務の胸を押し返す。

「他人事だと思って。私はすごく傷ついたんですよ」

「だから、責任取るよ」

「責任……？」

　責任って、どういう意味だろう。驚いて動きをとめ、専務の顔を見上げた。すると専務は私の額に、触れるだけのキスをする。

「詩乃ちゃんが傷ついて十年間悩んできた分、責任を取って俺が一生幸せにする」

　そんな甘い言葉に、鼻の奥がつんとする。こみ上げてきそうになる涙をこらえるように、きゅっと口を引き結んで頭を下げた。

「ありがとうございます。そう言ってもらえただけで十分幸せです」

　すると、そんな私の反応が不満だというように、専務は微かに顔をしかめる。

「そう言ってもらえただけでって、俺を信じてないの？」

「専務のことは信じてますけど、立場の違いはちゃんとわかってますから」

「どういう意味？」

　専務は私の肩を強く掴み、顔を覗き込む。思わず視線を泳がせたけれど、ごまかせないなとあきらめて、小さくため息をついた。

「副社長の弘人さんは、東南アジアの財閥のご令嬢と結婚されるんですよね？」

「だから、それは俺じゃなくて兄貴だから」

「でも、専務は御曹司で、この先ふさわしい家柄や身分の女性と縁談があるかもしれません」

「そんなの関係ないって」

「専務は気にされなくても、社長や奥様は……」

　そう言うと、専務は脱力してため息をついた。

「親父とおふくろはそんなこと気にしないよ。だってうちのおふくろ、もともと親父の秘書だもん」

「え!?」

　専務の言葉に、目を丸くして固まる。

　奥様が、社長の元秘書……？

「知らなかったの？　だから、詩乃ちゃんの前の秘書が三人も連続で交代したんだよ。おふくろも元秘書だって噂を聞いて、自分もそうなりたいっていう女の子たちが、秘書の仕事そっちのけで色気ばっかり出してくるから」

「え。でも、副社長の弘人さんは誰にも言い寄られてませんよ？」

　長男の弘人さんだって十分イケメンで、将来が約束された御曹司なんだから、彼の秘書だって玉の輿を期待してもおかしくないのに、彼が女子社員から言い寄られたなんて噂は聞いたことがない。

「兄貴は昔から日本人よりも、海外の女の子の方が好きだって公言してるから、秘書もあきらめてるんじゃない？」

「そうだったんですか……」

　知らなかったそんなこと。ほうっとため息をつくと、専務が私を睨んだ。

「俺は将来結婚したいって思って真剣に付き合ってるのに、詩乃ちゃんはそうじゃなかったんだ」

「わ、私も真剣でしたけど、専務にとって私はからかいがいのある秘書の延長というか、ペットみたいなものなのかなと思ってました」

　慌てて言い訳をすると、専務は乱暴な仕草で髪をかき上げてこちらを見下ろす。

「ペットなんかなわけないだろ」

　不機嫌な声色でそう言われ、私はぎこちなくうなずく。専務は怒っているのに、どうしようもなく色っぽくて頬が熱くなる。

「ちゃんと、本気で好きだよ」

　その言葉に、ますます顔が熱くなった。顔だけじゃなく耳も首筋も手も。きっと、専務に見られているところすべて、真っ赤になっていると思う。

「あ、ありがとうございます」

　小声で言ってうつむくと、長い指に顎をつかまえられた。優しく正面を向かせられ、睨まれる。

「こういうときは、ありがとうございます、じゃなくて、『私も好き』って抱きついてきてほしいんだけど」

「す、すみません。私、こういう作法に本当に疎いので」

「作法に疎いって！」

　慌てて言った私の言葉に、専務が肩を揺らして笑った。

「本当に恋愛経験が乏しくて、申し訳ないです」

　もういい年なのに、世間知らずな自分が情けなくて、手で顔を覆って謝る。

　そんな私に、専務はにっこりと笑った。目尻が下がる、あのずるいくらい魅力的な笑顔で。

「大丈夫。ちゃんと俺がこういうときの作法をしつけてあげるから」

「……しつけるって、やっぱりペット扱いじゃないですか」

　からかわれていると気づいて、眉をひそめる。怒った私に、専務はますます楽しげに笑う。

　猫耳や尻尾がなくたって、専務は私の気持ちなんかお見通しで、彼のひと言に簡単に振り回されてしまう自分が悔しい。

「もう、専務の意地悪」

　すねて背を向けると、うしろから抱きしめられた。専務が私の肩に顔をのせ、クスクスと甘く笑う。

「嘘。本当に好きだよ」

　耳もとでささやかれ、ふくらんだ頬がみるみる赤く染まってしまう。

　どうしよう。こういうときは『そうですか』じゃなくて『ありがとうございます』でもなくて……。

　頭の中でぐるぐる考えながら、こくりと唾を飲み込み、恐る恐る口を開いた。

「わ、私も好きです」

　うしろから抱きしめる専務のことを真っ赤な顔で振り向きながら、たどたどしい口調でそう言うと、専務がうれしそうに笑った。

　専務の頬にそっと額をこすり合わせながら目を閉じると、優しくキスをされた。愛されて満たされて幸せで、少しだけ泣きたくなった。

　そんな私たちのことを、缶詰に描かれた猫が二匹、うれしそうに見上げていた。

　私は十年も前から、ずっとずっとこの人に振り回されていたんだなと思う。

　そして多分、これからもずっと。
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番外編　扉の向こうの小さな物音




「来週から、お前の秘書を替えるぞ」

　社長である父親にそう宣言され、内心うんざりしながらうなずいた。

　綾崎グループの専務になり、専属秘書をつけるようになって二年。この交代で俺の秘書は四人目になる。ひとり一年も持たずに交代。周りの役員の秘書の任期を見ても、異常に早いペースだということはわかる。

「お前、女の子に無駄に優しいからダメなんだよ」

　話を聞いていた兄で副社長の弘人が笑う。

「別に特別優しくしてるつもりなんてないけど。人として仕事がしやすいようにコミュニケーションを取るのはあたり前だろ」

「それで勘違いした秘書に惚れられて仕事にならないんじゃ、意味ないだろ」

「じゃあ、なにからなにまで仕事をサポートしてくれる秘書に、礼も言うなって？」

　秘書に特別優しくしているつもりはない。毎日の挨拶、ちょっとした雑談、感謝の言葉。あたり前の接し方をしているだけで、気を持たせるような振る舞いなどいっさいしていない。

　俺がふてくされると、弘人はあきれたように「じゃあ好きにすれば」と笑った。

「別に、うちは社内恋愛禁止じゃないし、おふくろだってオヤジの秘書だったんだし。告白されたら付き合ってみればいいのに。秘書兼恋人って手っ取り早くて楽そうじゃない？」

　他人事だと思っておもしろがる弘人に、俺は顔をしかめる。

　女としての自分をアピールすることばかりを考えて、肝心の仕事を疎おろそかにする秘書にはもううんざりだ。

「そんなの面倒でしかないし、簡単に好きですって言う女は信用できない」

「誠人は追いかけられるより、追いかけたいタイプだもんなぁ」

「まぁ、それもあるけど」

　彼女たちはただ大企業の御曹司である自分の地位に興味があるだけで、それは俺でなくてもいい。そんな打算がすけて見える媚びた笑みには、もううんざりだった。

「まぁ、次の秘書は乾の推薦だし、大丈夫だとは思うけど」

「乾さんの？」

　弘人の言葉に、意外に思って眉を上げた。

「総務から引っ張ってくるらしいよ」

　乾さんは、親父の専属秘書だった。いつも冷静で的確で、仕事のできるベテラン男性秘書。俺が学生時代から、ずっと父親のそばに控えているのがあたり前の存在で、もう家族のような人だった。

　そんな乾さんが推薦した秘書。

　とんでもなく押しの強いベテランか、堅物の男でもつけられるんじゃないかと思っていたら、役員室にやってきたのは、控えめな印象の女の子だった。




「冬木詩乃と申します。よろしくお願いいたします」

　黒い髪をひとつに結び、シンプルなスーツを着た彼女が頭を下げる。お辞儀の仕方が綺麗だなと思って眺めていると、小さな頭を上げこちらを見た。

　小づくりの綺麗な顔。ひとつひとつのパーツを見れば特別派手なわけではない。でも小さな輪郭にバランスよく配置された顔に、思わず見とれそうになる。

　緊張気味のその表情は、記憶の中のなにかに引っかかった。

　もしかして、彼女とどこかで会ったことがある……？

　確信を持てないまま、曖昧な記憶を手繰り寄せるように口を開く。

「冬木さんは、今まで総務にいたんだ？　新しい秘書はどんな人が来るのかなって思ってたんだけど、冬木さんみたいに……」

　かわいい子でよかった。無意識にそう言いかけて口をつぐんだ。

　三人の秘書に『好きです』と詰め寄られ、うんざりしていたはずなのに。わざわざ彼女を勘違いさせるようなことを言いそうになった自分に驚く。

　すると彼女はいっさい表情を崩すことなく口を開いた。

「私みたいな、かわいげもおもしろみもない秘書で申し訳ありません」

　無愛想な表情。抑揚のない声。機械みたいな冷静さで頭を下げる。その素っ気ない不器用な態度に、八年前を思い出した。

　台風の大雨で増水した灰色の川。倒木に引っかかって揺れる赤い提燈。自分のことをかわいくないと強い口調で言った、不器用な女の子。

　……あの子だ。

　そう気づいて、信じられない偶然に思わず笑みが漏れた。

「なにか？」

　俺が口もとに手をやってうつむいていると、彼女は背筋を伸ばしたまま、微かに首をかしげる。うしろでひとつに結んでいる黒い髪が、華奢な肩の上でサラリと流れた。

「いや。かわいいなと思って」

　手で押さえた口もとから、思わず本音が漏れた。俺の言葉に、彼女が驚いたように目を見開く。

「君は、かわいげがなくなんかないよ。優しいしすごくかわいいよ」

　いつか言った言葉を繰り返してみせると、彼女は動揺を隠すように慌てて顔をそむけた。顔を隠した代わりにこちらに見えた白いうなじが、一気に赤く染まった。

　八年前と同じ、不器用で初う心ぶな反応に思わず目を奪われる。

「わ、私は秘書室におりますので、なにかありましたらお呼びください」

　動揺を必死に隠した無表情で言って、彼女は役員室から出ていった。静かに扉が閉まるのを眺めていると、扉の向こうで微かにコツリと音がした。

　なんの音だろう。

　彼女が去った後に聞こえたその小さな音が、やけに気になった。




　それからあっという間に二年が過ぎ、彼女がそばにいる生活にすっかり慣れてしまった。

　役員室の応接ソファに座り、新聞記者の取材を受けながら、時折背後にいる詩乃ちゃんの様子をうかがう。真面目に会話に耳を傾け、問題のある質問がないか確認しながら、視線は記者の持つボールペンに向かっていた。

　あのボールペン、そんなに珍しいのかな？

　そう思い、つい俺もその手もとに注目してしまう。ペンの持ち手の先に銀色の肉球形のチャームがついた、猫のキャラクターのボールペン。

　じっと見つめていると、その視線に気づいた記者が笑った。

「もしかして、お好きですか？　『にゃんだろう君』」

　白と黒の猫の絵がついたボールペンを掲げてみせる。

「このキャラクター、『にゃんだろう君』って名前なんですか？」

「うちの新聞社のオリジナルキャラクターなんですよ。なかなか人気なんですが、グッズ販売をしていないので、一部の猫好きにはレア物扱いされてるらしいです」

「へぇ……」

　うしろから熱心にボールペンを見ていた詩乃ちゃんも、猫好きなんだな。なんて思う。

　ちらりと様子をうかがえば、まったく興味のなさそうな涼しい顔をする彼女。

　いつも真面目で冷静な秘書でいようとする彼女がいじらしくて、思わずからかいたくなってしまう。基本、女の子には優しいタチだと思っていた自分が、こんなふうにひとりの女の子に執着してちょっかいを出したくなるなんて、思いもしなかった。

　詩乃ちゃんが秘書になってから、早二年。

　最初の挨拶のときは、綺麗だけど取っつきにくそうだななんて思っていたけれど、すぐにその印象は変わった。

　それは、彼女が役員室を出た後の、小さな物音。それが、なんの音か知ったとき、彼女がかわいく思えて仕方がなくなった。

　俺がその音に気づいていることを、彼女は知らない。

　言ったら詩乃ちゃんはどんな反応をするだろう。そう想像するだけで、楽しくなる。まるで、好きな子をかまいたくて仕方ない、小学生みたいなガキっぽさだ。




「あ、詩乃ちゃん」

　新聞社の記者が帰った後、声をかけると「冬木です」と訂正しながら振り向いた。

　いつも『詩乃ちゃん』と呼んでいるのに、いちいち訂正する生真面目さに笑いをこらえながら、かわいい猫のキーホルダーを差し出す。

　目の前でゆらゆら揺れる白と黒のハチワレ猫のイラストのアクリルキーホルダーに、詩乃ちゃんは目を真ん丸にしてごくりと喉を鳴らした。

「さっきの新聞社の神崎さんがくれたんだけど、詩乃ちゃんこういうの好きでしょ」

「別に、好きというわけでは……」

　本当は好きで仕方ないくせに、興味のないふりをする彼女に心の中で苦笑いする。

　受け取っていいのかためらっている詩乃ちゃんに、強引にキーホルダーを握らせて、いろいろなグッズが入った袋も押しつける。

　恐る恐る袋の中を覗き、小さく飛び上がる彼女。細く白いうなじが赤く染まって、喜んでいるのが伝わってくる。

「俺が持ってても使わないし、あげるよ」

　そう言うと、詩乃ちゃんは袋から顔を上げ、驚いた表情でこちらを見た。

「お使いにならないのでしたら、いただきます」

　大きく開いた目を慌てて細め、無表情の仮面をつけてにこりともせず頭を下げる。

「なにかお飲み物、お持ちしますか？」

　冷静な口調でそう言った彼女に「よろしく」とうなずくと、詩乃ちゃんは会釈をして役員室を出ていく。パタンとダークブラウンの扉が閉まった。

　そして、また聞こえる小さな物音。

　――こつん。

　なにかが扉にぶつかる音。静かに耳をすましていると、扉の向こうから微かなため息が聞こえた。

「あー、もう。どうして私は素直にうれしさを表に出せないんだろう……」

　いつも冷静で無表情な彼女が、役員室の扉にもたれかかり、そんな独り言をつぶやく。

　きっと、役員室の中にいる俺に聞こえているとは思ってもいないんだろうな。

　いつも彼女が部屋を出た後に聞こえる小さな物音が、彼女が閉まった扉にもたれかかりため息をついている音だと気づいたのは、もう一年以上前のこと。

　俺の前ではいつも冷静を装っている彼女が、本当は俺の言動にひどく動揺していて、扉が閉まった瞬間、こらえきれずひとりで本音を漏らしていると知ったとき、妙にうれしくて勝手に口もとが緩んだ。

　もっと喜ぶ彼女がみたい。もっと驚かせたり、動揺させてみたい。

　すっと伸ばした背筋。華奢な肩に、綺麗な髪。軽く顎を引いて話す、美しい立ち居振る舞いの彼女が、自分の言葉に振り回されて取り乱すのがうれしかった。目の前の細いうなじが、赤く染まるのが魅力的だった。

　火照った頬や潤んだ瞳を必死に隠し、平静を装う彼女がかわいくて仕方がなかった。

　――こつん、こつん。

　まるで心のドアをノックするように繰り返された小さな物音。

　その音を聞いているうちに、気づけばすっかり恋に落ちていた。




　その彼女が、今は、自分の隣で眠っている。

　仕事中の凛とした表情とは違う、無防備で幼い寝顔を見下ろし思わず頬が緩む。やわらかく白い頬に触れれば、微かに伏せたまつ毛が揺れた。

　起きるかな？と様子をうかがっていると、またそのまま小さな寝息をたてて眠りに落ちた。

　ここに、猫耳が生えてたんだよなぁ。なんて思いながら、彼女の髪をそっとなでる。さらさらとした艶のある綺麗な髪が、指の間からこぼれ落ちる。

　突然詩乃ちゃんに猫耳と尻尾が生えたことは、今思い出すと夢でも見ていたような不思議な気分になる。

　あの出来事があったから、今こうやって彼女が自分の腕の中で寝ている。

　詩乃ちゃんの愛猫のハチに感謝をしなくちゃなと思う。

　長い時間一緒に過ごしてきた愛猫のハチが、不器用で人に素直に思いを伝えるのが苦手な彼女を放っておけなかった気持ちがすごくわかる。

　仕事中はとても気が利いて人の気持ちを読み取るのがうまい彼女が、それが自分に向けられる好意になると、いきなり鈍感で臆病になる。

　少し思い込みが激しくて、危なっかしくて、寂しがり屋のくせに、その自覚がまったくない詩乃ちゃん。そんな彼女をひとりきりにすることが不安で、ハチは彼女に取り憑いてでももう少しそばにいてあげたいと思ったんだろう。

　枕から頭を上げて、なんとなく部屋の中を見回す。

　ワンルームの詩乃ちゃんの部屋。シングルベッドにソファ。小さめのローテーブルにテレビ。ひとり暮らしの女の子の部屋にしては、シンプルな部屋。だけど、ちょこちょこ紛れている猫グッズが控えめな詩乃ちゃんらしくてかわいらしい。

　窓際の背の高い棚の上に飾られたハチの写真と目が合った。

　今度、おいしい猫缶を買ってきて、あの写真の前に置いてあげよう。

　そんなことを考えていると、俺の腕の中で眠っていた華奢な体が小さく動いた。

「ん……」

　手の甲で目をこすりながら、目の前の俺の胸に小さな額をこすりつける。無意識のその甘えた仕草がかわいくて仕方ない。

「おはよう」

　そう声をかければ、詩乃ちゃんは我に返ったように胸にこすりつけていた頭を止め、そのままうつむく。髪の間から覗く白いうなじが赤くなっていく。

「お、おはようございます……」

　無意識に甘えたことが恥ずかしくて、顔を上げられないんだろう。

　小さな額を俺の胸に押しつけたままずりずりと布団に潜っていく。うつむいて目も合わせないぎこちない挨拶に、思わず噴き出した。

　付き合い始めてもうすぐ一ヶ月がたつのに、まだまだ恋人として接することに慣れてくれない彼女を、笑いながら抱き寄せた。

「そろそろ慣れようよ」

「そんな無茶を言わないでください」

　抱きしめて顔を覗き込めば、さらにうつむいて頑なに顔を隠す。

「なんで？」

「寝起きに至近距離で専務の顔は、心臓に悪いです」

「なんか傷つく」

「そうじゃなくて……！」

　俺が声のトーンを落とすと、慌てて顔を上げてこちらを見る。

　その彼女の唇に、猫が鼻先を寄せるような、触れるだけのキスをすると、目の前の顔が真っ赤になった。

「おはよう、詩乃ちゃん」

　その真っ赤な顔を見つめてにっこりと笑うと、両手で顔を覆いまたうつむいてしまう。そこまで徹底して顔をそむけられると、少し傷つく。

「ねぇ、詩乃ちゃん。前から思ってたんだけど、俺の顔嫌い？」

「まさか！」

　俺の問いかけに、詩乃ちゃんは両手で顔を覆ったまま首を横に振る。

「じゃあなんでこっち見ないの？」

「だって、ずっと憧れてきた人が、自分の隣で寝ているなんて、信じられなくて」

　そんなことを言う彼女にクスクス笑いながら、細い手首を掴んだ。顔を覆っていた彼女の手を開き、両手をベッドの上に押しつける。

　そうして覆いかぶされば、彼女が真っ赤な顔でこちらを見上げていた。

「俺も朝起きて、腕の中でずっと好きだった詩乃ちゃんが寝てるのを見て、信じられないなって思うよ」

「また、そういうことを言って、人をからかわないでください」

　からかってなんかいないのに。君が俺を好きになるよりもずっと前から、詩乃ちゃんのことを意識してた。ずっと自分のものにしたいと思ってた。

「そうやって、距離を置かれると傷つくな」

「べ、別に距離を置いているわけでは……」

「そ？　いつまでたっても敬語だし、相変わらず名前で呼ぼうとしないし」

　睨みながら不満を漏らすと、真っ赤な顔が泣きそうになる。

「べ、別に呼び方なんて、相手に話しかけているのが伝わればいいんですから、ど、どう呼んだって関係ないと思います」

　詩乃ちゃんは下がり眉をきゅっとひそめて、そんなかわいげのないことを言う。

「ふーん」

　ベッドに頬杖をつき軽く体を起こして詩乃ちゃんを睨むと、彼女は気まずそうに顔をそむけた。そして、するりとベッドから抜け出し立ち上がる。

「わ、私、顔を洗ってきますね」

　逃げるように洗面所に向かう彼女のうしろ姿を見送って、小さくため息をついた。

　こんなに何度も好きだと言っているのに素直に受け入れてくれないところとか、頑なに『専務』としか呼ぼうとしないところとか。相変わらず、歯がゆくなるくらい鈍感で自己評価が低い彼女。

　そういう不器用さもかわいいとは思うけど、もう少し俺のことを信じてくれてもいいのにとも思う。

　ひとり残されたベッドから体を起こすと、棚の上に置かれたハチの写真と目が合った。

「お前のご主人様は、かわいいけど本当に不器用だね」

　なんて話しかけながら写真立てに近づくと、写真の横には見覚えのあるぬいぐるみが飾ってあった。

　いつか俺がプレゼントした、新聞社のキャラクター『にゃんだろう君』のぬいぐるみ。ハチとそっくりの毛並みのぬいぐるみを、約束通り大切にしてくれてるんだとわかって頬が緩む。

　ぬいぐるみを手に取ってふにふにと動かしていると、洗面所の方から水音に交じってなにか物音が聞こえてきた。

　なんだろう、と不思議に思いながらそっと近づき扉の前に立つ。すると聞こえてきたのは詩乃ちゃんの小さな声。

「専務……、じゃなくて、誠人さん。誠人さん」

　ぶつぶつと聞こえてきた独り言。洗面台の鏡に向かい、ひとりで呼び方の練習をしているんだと気づいて、微笑ましくて噴き出しそうになる。

　さっき、呼び方なんてどうでもいいなんて、あんなにかわいくないことを言っていたくせに。

「あー、もう……。ドキドキしすぎて誠人さんなんて、呼べない……」

　扉を一枚隔てた向こうで、そんなかわいい独り言を言いながら頭を抱えている彼女に気づかれぬよう、声を殺してクスクス笑う。

「ほんと、お前のご主人様は不器用でひねくれててかわいすぎて困るね」

　手に持ったぬいぐるみに小声でそう話しかければ、ハチにそっくりのぬいぐるみは、『そうでしょう？』とうなずくように微かに笑ったように見えた。




　さぁ、これからどうしよう。

　この扉を今すぐ開いて、驚いた彼女を強引に抱きしめようか。

　それともおとなしくベッドに戻り、彼女が練習のようにちゃんと俺を名前で呼べるまで意地悪に見守ろうか。

　そんなことを考えながらこつんと扉に背中をもたれさせて、肩を揺らして笑いをこらえた。
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特別書き下ろし番外編










意地っ張りと甘いお仕置き




　金曜の午後の社内は普段の平日よりも少し慌ただしく、どこか浮き足立っているように感じる。そんな秘書室で仕事をしていると、少しショックな言葉が耳に飛び込んできた。

「いい男が微妙な女の人と付き合ってると、幻滅しちゃいますよね」

　私はメールのチェックをしていた手を止め、ぱちぱちとまばたきをする。

　容姿端麗で優しく有能、その上綾崎グループの御曹司であるとんでもなくいい男。そんな誠人さんと付き合っている私のことを言っているのかと思った。

「え……？」

　思わず声を漏らすと、気づいた桃井さんがこちらに身を乗り出してきた。

「冬木さんもそう思いません？」

　桃井さんが目を輝かせて私に同意を求めてくる。普段雑談は聞き流す私が、桃井さんの言葉にリアクションをしたのが珍しかったんだろう。

「いえ、別に……」

　慌てていつも通りの冷静な表情を浮かべ、首を横に振る。

「だって考えてみてくださいよ。せっかく素敵な人なのにつまらない女性と付き合ってたら、女を見る目がないんだなって、その人の価値も下がるじゃないですか」

　桃井さんの言葉に冷や汗をかく。

　そうなの？　そういうものなの？

　ということは、完璧な誠人さんと無愛想でかわいげのない私が付き合っているとみんなに知られたら、誠人さんの価値まで下がってしまうの？

　私が文句や悪口を言われるのなら我慢できるけど、私のせいで誠人さんが悪く思われてしまうなんて、絶対に嫌だ。

　なんて考え青ざめていると、その会話を聞いていた先輩秘書の大野さんが近づき、ペシンとうしろから桃井さんの頭を叩いた。

「こら桃井、そんなバカなこと言ってのんびりしてる暇はないわよ。口じゃなくて手を動かしなさい」

「はぁい」

　容赦なく叱られ、桃井さんは頬をふくらませながらも素直に椅子に座り直す。

　けれど私の手は止まったまま、指先がどんどん冷たくなっていった。




　その日の夕方。

「専務。帰る前に少しお時間よろしいですか？」

　そう言って役員室に入ると、デスクに座る誠人さんが私を見てやわらかく目を細めた。端正な顔に微笑みかけられて、きゅんと胸が高鳴る。

　なにときめいているんだ。今は仕事中なのに。そう自分に言い聞かせ、小さく深呼吸してから話し出す。

「週末のお休みを挟みますので、念のため来週の月曜のスケジュールを確認させていただいてもいいですか？」

　手帳を開きながら言った私に、「それよりも」と誠人さんが手招きをした。

「詩乃ちゃん、こっちにおいで」と微笑まれおずおずと近づくと、腕を取られ引き寄せられた。

「ちょ……、専務……っ!?」

　誠人さんの膝の上で向かい合うように抱き上げられ、慌てて逞しい胸を押し返すと、いたずらっぽい表情で誠人さんが私のことを見る。

「ようやく誠人さんって呼び慣れてきたのに、会社ではふたりきりのときもやっぱり専務って呼ぶんだね」

「し、仕事中なんですから、あたり前です」

　役員室の外に聞こえないように小声で言って顔をしかめると、誠人さんの長い指が私の頬をなぞる。

　誠人さんと付き合って一ヶ月と少し。ずっと憧れていた人と恋人同士になれたことがまだ信じられないうえに、仕事とプライベートの切り替えがうまくできない不器用な私は、恋人の誠人さんに対しても、それまでと変わらない無愛想で他人行儀な態度をとりがちだった。

　だけど誠人さんに毎日のように愛をささやかれ、ぎこちなくだけど『誠人さん』と呼べるようになってきた。もちろん仕事中は周りに人がいなくたって、ちゃんと『専務』と呼ぶようにしてるけど。

「詩乃ちゃん。少しだけ、キスさせて」

　抱き上げられた私は、背中に手を回され甘い声でねだられて、脳みそが沸騰しそうになる。

「だ、ダメです専務！　仕事中に、役員室でキスなんて……っ！」

「もう仕事も終わって帰るだけだし、がんばった役員を労うのも秘書の仕事だろ？」

　必死に拒否する私を、ずるいくらい甘い笑みで丸め込み、唇を寄せる誠人さん。

「一週間がんばったご褒美ちょうだい」

「ご、ご褒美、ですか……？」

「ダメ？」

　私が答える前に、唇を塞がれた。二度三度すくい上げるように短いキスをされ、胸を押し返す私の腕から力が抜けたのを悟ると、遠慮なくキスが深くなる。

「や……、専務……」

　誠人さんにキスをされるといつも、気持ちがよくて体が溶けてしまいそうになる。

「詩乃ちゃんはキスすると、すぐにとろとろになっちゃうよね」

　キスの合間にささやかれ、気持ちよさと恥ずかしさで涙目になる。

「ん……、そんなこと……」

　ないです、と否定したかったのに、舌をからめられると、ぞくぞくと甘い刺激が体を走って言葉が出なくなってしまう。

　そんな私を見て、誠人さんは色っぽく微笑んだ。

「仕事中にそんなかわいい顔で上司を見るなんて、詩乃ちゃんは悪い秘書だね」

　悪いのは、仕事中の秘書に、こんな甘いキスをする誠人さんだと思う。

　ようやく唇が離れ、くたりと誠人さんの肩に顔をうずめると、誠人さんは私を優しく抱きしめてくれる。

「この場所でキスすると、なんだかすごくいけないことをしてる気分になるな」

「気分、じゃなくて、いけないことです」

　機嫌よく笑う彼を、涙目で睨んだ。

「あー、もうその顔ずるい」

「ずるいって、なにがですか？」

「潤んだ目で上目遣いとか、反則。もっとキスしてってねだってる？」

「ち、違います……!!」

　必死に否定する私に微笑みながら、誠人さんの大きな手が私の後頭部をつかまえる。拒否しなきゃいけないはずなのに、甘いキスを期待している自分がいる。

　そんな私の気持ちを見すかしたのか、誠人さんが端正な顔をほころばせくすりと笑った。

　目を伏せ顔を近づけてくる誠人さん。私もつられて目を閉じたとき――。

「誠人、ちょっといいか」

　ノックもなく扉が開かれて、私はびくんと大きく飛び上がった。

　恐る恐る振り向く。役員室の入り口で目を丸くしているのは、誠人さんの兄で副社長の弘人さんだ。

「あ、悪い。邪魔した？」

　見開いた目をすぐに細め、くったくなく笑われて、一気に頭に血が上る。

「思いきり邪魔だった。ドアを開ける前にノックしろよ」

　私を膝の上に抱き上げたまま、弘人さんを睨む誠人さん。

　いや、そんな文句を言うよりも、まずこの状況をごまかさなきゃ……！

「あ、あの、副社長。これは、その……！」

「付き合ってるんだ。一ヶ月くらい前から」

　慌てて言い訳を探す私をよそに、誠人さんは平然と私たちの関係を弘人さんに告白してしまう。

「ま、誠人さん！　どうして言っちゃうんですか!?」

　付き合っていることは、会社では秘密にしていたのに。動揺する私を見て、誠人さんは不思議そうな顔をする。

「どうしてって、こんなところを見られたのに隠す方が不自然だろ」

「いや、そうですけど、でも……」

　しどろもどろになる私に、そのやり取りを愉快そうに眺めていた弘人さんが肩を揺らして笑った。

「大丈夫だよ、冬木さん。ふたりのことは前からなんとなく勘づいてたし」

　豪快に笑う弘人さんに誠人さんが問いかける。

「やっぱり気づいた？」

「そりゃ気づくよ。お前冬木さんを見る目がやたら甘いし、わかりやすすぎるくらいメロメロだもん」

　そんなことを言われてどんどん頬が熱くなる。

　どうしよう。私たちが付き合っていることがバレていたなんて。弘人さんと誠人さんは兄弟で、お互いのことはよく知っているから勘づいたのかもしれないけど。

「副社長、申し訳ありませんが、このことは秘密に……」

　と私が切実な表情でお願いすると、誠人さんがこちらを見た。

「ねぇ詩乃ちゃん。そうやって付き合ってることを必死に隠そうとするけど、別にみんなにバレたってよくない？」

「い、いいわけないです……！」

　桃井さんとの雑談を思い出し、ものすごい剣幕で否定してしまった。

　だって、私みたいにつまらない女と付き合っているせいで、誠人さんの価値が下がってしまうなんて、絶対に嫌だ。

「なんでそんなむきになって隠そうとするかなぁ。俺と付き合ってることを知られたら、なにか問題でもあるの？」

「問題なんて、ありすぎます」

　真顔で答えると、誠人さんが綺麗な眉を寄せる。

「問題ってなに？」

　低い声で問われ、思わず視線が泳ぐ。

　私と付き合っているせいで、誠人さんが悪く言われるかもしれないから。なんて言ったら、絶対にあきれられる。そんなの気にする必要ないと、一蹴されて終わりだ。

　なにかうまい言い訳を考えなくては……。

　焦っていると、なぜだか体がむずむずしてきた。肌が粟立って熱を持つような感覚。

　なんだろう、この感じ……。

　そのとき誠人さんが私の腰を抱き、唇を私の耳もとに近づけた。

「……ねぇ詩乃ちゃん。なにか俺に隠してる？」

　ぞくりとするほど艶のある声でささやかれ、体が熱を持つ。

「いえ、なにも隠してなんて……」

「素直に言わないと、キスマークつけるよ」

「はぁ!?」

　とんでもない脅迫に目を見開く。

「役員室から出てきた詩乃ちゃんの首にくっきりキスマークがついてたら、誰がつけたかなんてすぐにわかるだろうね」

　誠人さんは意地悪に言いながら私の首筋に唇を近づけて、ふっと短く息を吹きかける。

「や……っ」

　肌にやわらかい吐息が触れただけで、肩がびくんと震えてしまった。

「ほら、早く言わないと隠せない場所にキスマークをつけるよ」

「だから、なんでもないですってば……！」

　私が涙目で誠人さんの胸を押し返していると、こほんと咳払いが聞こえてきた。ハッとして振り向けば、入り口の扉に背を預けあきれた顔でこちらを見る弘人さん。

　そうだった。弘人さんがいたんだった……！

「痴話げんかをするのは勝手だけど、あんまり見せつけないでくれるか？」

　そう言われ、頭から湯気がでそうになる。

「あ、あの……っ！」

　とんでもなく恥ずかしい場面を見られ、どうしていいのかわからずにパニックになる私と、私とは対照的に平然とため息をつく誠人さん。

「見せつけられたくないなら、これからはノックをしてから扉を開けるようにしてくれる？」

「いきなり入って悪かったよ。あー、俺もいちゃいちゃしたいなぁ」

　弘人さんはぼやきながら役員室のドアノブに手をかける。彼の婚約者は結婚するまではマレーシアの実家で暮らしているから、今は超遠距離恋愛中らしい。

　出ていく前にこちらを振り返った弘人さんが、私に向かってにやりと笑った。

「誠人は優しそうに見えてけっこうワガママで独占欲が強いから。覚悟しなよ、詩乃ちゃん」

　そう言われ私が何度かまばたきをすると、誠人さんは顔をしかめる。

「勝手に俺の恋人をなれなれしく名前で呼ぶなよ」

「ほら、すぐ嫉妬する」

　不機嫌さを隠さない誠人さんに、弘人さんは肩を揺らして笑いをこらえながら役員室から出ていった。

　閉まった扉をきょとんと眺めていると、誠人さんは私の腰をがっしりと抱き顔を覗き込んできた。

「詩乃ちゃん、今日の予定は？」

　笑顔に隠された迫力に、たじろぎながら口を開く。

「手持ちの仕事は片づいたので、あとは家に帰るだけですが……」

　私の言葉を聞いて、誠人さんがにっこりと笑う。

「じゃあ、先に俺の家に帰って待ってて。俺も今日はあと少しで帰れるから」

「ええと……」

　視線を泳がせていると、誠人さんが「逃げちゃダメだよ」と私の耳もとでささやき、かぷりと一瞬だけ耳たぶをかじった。

「ひゃ……っ！」

　膝の上で飛び上がった私を見て、くすりと笑う誠人さん。

　たしかに弘人さんの言う通り、この人は優しそうに見えて、実はかなりワガママで独占欲が強いのかもしれない。




　渡されていた合鍵で誠人さんの家へと入る。綺麗で豪華なマンションに、いまだに緊張してしまう。

　主のいない広いリビングのソファで膝を抱え、はぁーと大きく息を吐いた。

　どうしよう。誠人さんが帰ってきたら、どうして私が付き合っていることを内緒にしたいのか、とことん追及されてしまう。

　きっと素直な気持ちを話したら、あきれられるんだろうな……。

　すべてに恵まれ自信と余裕に満ちた誠人さんにとっては、他人の評価なんてどうでもいいことなんだろう。だけど、昔から愛想もかわいげもないと言われ続けてきた私には、深刻な問題だった。

　だって、誠人さんはこんな私を初めて愛してくれた大切な人だ。そんな誠人さんが私のせいで悪く言われるなんて耐えられない。

　それに……。

　心の中でつぶやいて、抱きしめた膝に顔をうずめる。

　それに、もしも、万が一。私と付き合っていることを公にして、周りから反対されたら？

　どうしてわざわざそんな地味でかわいげのない女と付き合うんだ、とみんなに言われ続けたら、誠人さんの気持ちが冷めてしまうかもしれない。

　そう思うと、不安で仕方ないのだ。

「バカみたい……」

　つぶやくと、また体がむずむずとくすぐったくて落ち着かなくなる。肌が粟立って、頭と腰のあたりが妙に熱い。

　この感覚、もしかして……。

　ハッとして振り返ると、本革のソファをぺしぺしと叩く黒くしなやかな尻尾。

「うそぉ!?」

　慌てて頭に触れれば、懐かしいもふもふの手触りの三角の耳。

　まさかの猫耳と尻尾の復活に、目を見開いて凍りつく。

「ちょっと、ハチ!?　心残りを晴らして成仏したんじゃないの……？」

　思わず天井を仰いで叫んでしまった。

　どうしよう。もうすぐ誠人さんが帰ってくるのに、こんな姿を見せたら心配させてしまう。いや、心配させるどころか、また厄介な猫耳が生えたのかと面倒がられるかも!?

　頭を抱えながら洗面所に走り鏡を見ると、やっぱりそこには猫耳を生やした困り顔の自分が映っていた。

　消えろー消えろー消えろー。なんて念をこめながら猫耳を手で押さえてみたけど、そんなことで消えるわけがない。

　鏡の前で途方に暮れていると、玄関の方から物音が聞こえてきた。

　どうしよう！　誠人さんが帰ってきたんだ。

　あわあわしながら猫耳と尻尾をどうやってごまかそうか考える。

「詩乃ちゃん？」

　リビングに私の姿がないことを不思議に思ったのか、誠人さんが私の名前を呼びながら部屋の中を見て回る足音が聞こえてくる。

　あぁ、もう時間がない！

　ガチャリと洗面所のドアが開かれると同時に、私は服を脱ぎバスルームの中に逃げ込んでいた。

「あれ。お風呂に入ってるの？」

　曇りガラスがはめ込まれた扉の向こうに、誠人さんの姿が薄っすらとすけて見える。

「あ、はい。すみません。勝手に……」

「いいけど、珍しいね」

　恋人の部屋とはいえ、誠人さんの帰宅を待たず勝手にお風呂に入ったことなんて、今まで一度もない。

　手を伸ばして蛇口をひねり、バスタブにお湯をためながら苦しい言い訳を口にする。

「あ、あの。外が寒かったので体を温めたいなと思いまして……」

　ドキドキしながらそう言って、バスタブに入りしゃがみ込んだ。

「そっか。ちゃんとゆっくり温まるんだよ」

　誠人さんはとくに不審がる様子もなく納得してくれたようだ。

　優しい言葉をかけられて、ほっとして息を吐き出した。大きなバスタブにお湯がたまっていくのを眺めながら、自分の膝を抱える。

　とりあえずこれでお風呂を出るまでの時間はごまかせる。ゆっくりとお湯に浸かって猫耳と尻尾がどうすれば消えるのか考えよう。

　そう思っていると、扉の向こうから声をかけられた。

「俺も一緒に入っていい？」

「ええっ!?」

　とんでもない言葉に、バスタブの中で飛び上がる。

　こんな明るいバスルームで一緒にお風呂に入るなんて恥ずかしすぎる……！　いや、それ以前に、誠人さんが入ってきたら猫耳と尻尾がバレてしまう！

「ダメです！」

　叫ぶように拒否すると、誠人さんが「どうして」と問う。

「は、恥ずかしいからです……っ！」

「今さら。もう詩乃ちゃんの裸は何度も見てるのに」

　た、たしかにそうだけど。薄暗いベッドの中と、煌こう々こうと明るいバスルームではわけが違う。

　それにそのドアを開かれると、猫耳が……っ！

「なにか隠してる？」

「な、なにも、隠してませんけど？」

　否定した声が裏返った。

「隠してるね」

　私の動揺っぷりからなにかを察したのか、曇りガラスの向こうで誠人さんがドアに手をかけるのが見えた。

「あ、開けちゃダメですっ！」

　お願いだから、開けないで！

　そんな願いもむなしくバスルームのドアが開かれる。バスタブの中で膝を抱える私を見た誠人さんが、頭の上に生えた猫耳に気づき目を丸くした。

　あぁぁぁぁ……。バレてしまった。

　一ヶ月前、あんなに大騒ぎしてやっと消えた猫耳がまた生えてきたなんて、うんざりされるに決まってる。

　焦りまくる私に、誠人さんは大きくため息をつくと、スーツ姿のまま浴室に入ってきた。

「詩乃ちゃん、どういうこと？」

　冷静な声で問われ、視線が泳いでしまう。

「ええと、これは……」

　どういうことと言われても、私もわけがわからない。途方に暮れて頭の上の三角耳がぺたりと寝てしまう。

　黙り込んだままの私に、誠人さんがもう一度ため息をついた。そしてバスタブのふちに腰を下ろし、こちらを見る。

「詩乃ちゃん」

　名前を呼ばれ、びくりと猫耳が動いた。

「いつから猫耳が生えたの？」

　厳しい声で問われ、うつむいてぼそぼそと答える。

「ええと、誠人さんが帰ってくる少し前に」

「どうしてすぐに俺に相談しなかった？」

「それは、また厄介な猫耳が生えたら、誠人さんに面倒がられるかもしれないと思って」

「まったく……」

　額に手をあててつぶやいた誠人さんに、どうしようもなく不安になる。

　嫌われたかもしれない。幻滅されたかもしれない。そう思うと怖くて、猫耳がうしろに倒れてぷるぷると震える。

「俺はそんなに頼りない？」

　誠人さんの言葉に、慌てて首を横に振った。

「そ、そんなことないです！　ただ、誠人さんに嫌われたくなくて……」

　すると大きな手がこちらに伸びてきた。後頭部を支え引き寄せられ、音をたててお湯の中から体を引き上げられた。

　裸を見られるとか、誠人さんの着ているスーツが濡れてしまうとか、そんなことを考える暇もなく、強引に抱き寄せられ唇を塞がれた。

「ん……っ！」

　驚いて胸を押し返そうとしたけれど、後頭部を包んでいた手にゆっくりと猫耳のつけ根をなでられ、体の力が抜けていく。

　あああ……。どうしよう。キスをされながら猫耳をなでられると、ものすごく気持ちよくて体が溶けてしまいそうだ。理性があっという間に崩れていく。

「あ、誠人さん……」

　唇を離して名前を呼ぶと、誠人さんはとろけていく私の表情を見ながら「なに？」と色っぽく目を細める。

「そこ、気持ちいい……」

　そう言って、誠人さんの長い指に自分から頭をこすりつけおねだりをしてしまう。

「ここをなでてほしいの？」

　誠人さんが私の瞳を覗き込み、焦らすように指を動かす。

　耳の根元からゆっくりと移動した指先が、耳の内側のピンク色の肌の上をなぞり、体に甘い電気が走る。

「あ……っ」

　誠人さんの肩にしがみついて甘い声をあげた私に、噛みつくようなキスをする。激しいキスに翻弄されて、気が遠くなる。

　誠人さんの腕の中でくたりと脱力すると、また頭上から大きなため息。

　はぁはぁと肩で息をしながらぼんやりと視線を向けると、誠人さんは綺麗な眉を寄せてこちらを睨む。

「本当に、詩乃ちゃんはずるいね」

「ずるい……？」

　そう責められまばたきをする。すると私の体を抱きしめていた腕が緩んだ。

　私は慌ててバスタブの中にしゃがみ込み、お湯の中で体が見えないようにぎゅっと自分の膝を抱きしめた。

「俺たちが付き合ってることをどうして内緒にしたいのか、はっきりさせて話し合おうと思ってたのに、そんなかわいい猫耳と尻尾を生やしてバスルームで裸で待っていられたら、理性が飛ぶだろ」

「え、いえ、待っていたわけでは……！」

　顎までお湯に浸かりながら、ぶんぶんと激しく首を横に振る。

　私は猫耳と尻尾を隠すためにバスルームに逃げ込んだだけで、別に裸で誠人さんを待っていたわけじゃない。

「まぁ、詩乃ちゃんの考えてることなんて、だいたいわかるけどね」

　こちらを見下ろしながらにやりと笑う彼に、私は困って黙り込む。

「どうせ付き合ってるのをみんなに言ったらいろいろ文句を言われて反対されるかもとか、うしろ向きなことを考えてたんだろ」

　思いきり図星を指されて目を見開いた。それまで寝ていた猫耳と尻尾も、驚きでぴょこんと立ち上がった。

「べ、べつに、そんな……」

　冷静な表情でごまかそうとしたけれど、お湯の中で黒い尻尾が忙しなく揺れてしまう。

「俺に相談もせずひとりで悩みを抱えてたから、またハチが心配して猫耳と尻尾が生えたんだろ？」

　専務の言葉に、そういうことかと目を見開いた。

　突然復活した猫耳と尻尾に、ただただ動揺して混乱していたけど、考えてみればその通りだ。

　もともとひねくれ者の私が素直になれずにいたことを心配して、成仏できなかったハチ。せっかく誠人さんと付き合えたというのに、またうじうじひとりで悩んでいたからこうやって猫耳を生やしたのか。

「もう、ハチ。お節介にもほどがあるよ……」

　天井を見上げてそうぼやくと、誠人さんがくすりと笑った。

「ほら、詩乃ちゃんが素直になってハチを安心させてあげないと、いつまでもその猫耳と尻尾が消えないよ」

　誠人さんの言葉に反論できず黙り込む。

「意地を張らないで、素直に言って」

　耳もとで甘くささやかれ、もう降参だとがっくりと肩を落とした。

「その通りです……。桃井さんが秘書室で『せっかく素敵な人なのにつまらない女性と付き合ってたら、女を見る目がないんだなって、その人の価値も下がる』って言っているのを聞いて、私なんかと付き合ってることをみんなに知られて、誠人さんが悪く言われるのは絶対嫌だなって……」

　水面を眺めながらぽつりぽつりと言うと、誠人さんは黙って私の言葉を聞いていた。

「それに、もしみんなに私と付き合っていることを知られて、『あんな地味でかわいげのない女はやめとけ』って反対されたら、誠人さんの気持ちが冷めてしまうかもしれないって……」

　涙声で話すと、誠人さんがこちらを睨んだ。

「本当に詩乃ちゃんは、自分のことをわかってないね」

「え……？」

　きょとんとしていると、バスタブの中でしゃがみ込む私の腕を取り立ち上がらせる。

　そしてあっという間に私の体を横抱きにすると、誠人さんは歩きだした。

「きゃ……！　ちょっと、誠人さんっ!?」

　裸が丸見えだし、私の体は濡れてるし……っ!!

　叫ぶ私を無視して、広い歩幅でベッドルームへと向かう誠人さん。乱暴に扉を開くと、その中央にある大きなベッドに私の体を押し倒した。

　慌ててシーツを引き寄せ体を隠す。そんな私に覆いかぶさりながら、誠人さんは締めていたネクタイに指をかけ、乱暴に緩めた。

「そんなくだらないことを考えないように、俺がどれだけ詩乃ちゃんのことを愛してるか教えてあげる」

　言いながら、首もとからネクタイを抜き取り床に捨てる。その乱暴な仕草が色っぽくて体が勝手に熱くなる。

「誠人さん……」

　名前を呼ぶと、綺麗な瞳がまっすぐに私のことを見つめる。

「そうやって自信がないのは自分だけだと思ってるだろ」

「え……？」

　低い声で問われて、意味がわからず目を瞬かせた。

「俺だって不安になるよ。詩乃ちゃんの前にもっといい男が現れたらどうしようとか、いつか愛想をつかされたらどうしようとか」

「嘘……。優しくてかっこよくて完璧な誠人さんが、そんなことを考えるなんて」

「兄貴も言ってただろ。俺はワガママで独占欲も強いし嫉妬深い。ちっとも完璧なんかじゃない。……だけど、詩乃ちゃんに対する愛情の深さだけは、誰にも負けない自信がある」

　その言葉に胸が詰まって涙がこみ上げてきた。

　潤んだ私の目もとにキスを落として、誠人さんが私の体を抱きしめた。

　黒い尻尾が勝手に動いて、誠人さんの手首にきゅっとからまる。一生私を離さないでそばにいて。そうおねだりするように。

　どれだけ愛してるか教え込むと言った誠人さんの言葉通り、いつもよりも何倍も時間をかけてベッドの上で愛される。

　勝手に漏れる声が恥ずかしくて唇を手の甲で押さえながら、シーツに頭をこすりつけて首を左右に振る。

「やっ……。誠人さん、もう、ダメ……」

　肩で息をしながら泣き言を漏らすと、覆いかぶさる誠人さんが意地悪に笑った。

「ダメじゃないだろ。こんなに気持ちよさそうなのに」

　そう言いながら、快感にぷるぷると震える猫耳を甘噛みされて、羞恥心を忘れて甘い声をあげてしまう。

「あー……。もうほんと、ずるいくらいかわいいね」

　余裕のない吐息だけのささやきに、自分の体のすべての細胞が喜んでいるのがわかった。隅々まで愛されて満たされていく。怖いくらいに。

　汗ばんだ肌できつく抱きしめ合う。お互いの肌が触れたところから溶け合って、ひとつになっていくような気がした。

「愛してるよ」

　誠人さんの言葉に、涙がこみ上げる。

「……私も、愛してます」

　そう言おうとしたけれど、さんざん喘あえがされた私の喉はもう枯れて、その声はささやきになってしまった。

　でも誠人さんにはそれで十分伝わったようで、抱きしめる腕に力が込められた。




　目を覚ますと、すぐそばに誠人さんの顔があった。

　私が目覚めたのに気づいて、「おはよう」と穏やかに笑いかけてくれる。

「あ、おはようございます……」

　照れくさくてうつむきながら挨拶を返すと、誠人さんは手を伸ばし私の髪をなでてくれた。

「猫耳、消えたね」

　そう言われ、私も自分の髪に触れてみる。昨日突然生えてきた猫耳は、無事消えてくれたみたいだ。

「よかった……」

　ほっとして胸をなで下ろした私とは対照的に、「もう少し猫耳付きの詩乃ちゃんを見ていたかったんだけどな」と残念がる誠人さん。

「もう、他人事だと思って、からかってますよね」

　私が頬をふくらませると、意地悪な表情でくすりと笑う。

「だって昨日の詩乃ちゃん、いつもよりずっと素直に『気持ちいい』って言ってくれて、かわいかったから」

　昨夜のことを持ち出され、顔から火がでそうになる。

　最初はこらえていたけど、たっぷり焦らされとことん愛されているうちに、最後の方は理性が飛んで恥ずかしいことをいっぱい言ってしまった気がする。

「いや、それは……っ！」

「普段の照れ屋の詩乃ちゃんもかわいいけど、たまには昨日みたいに大胆で積極的なのもいいなぁ」

「そ、そういうものなんですか？」

　誠人さんの言葉に、思わず口もとに手をあてて考え込む。

　そうか。普段はどうしても恥ずかしくて、ダメとか嫌とかいっぱい言ってしまうけど、それじゃ誠人さんは不満なのか。

「ええと、それじゃあこれからはもっと、思っていることを素直に伝えるよう、努力します」

　真剣な表情で言うと、誠人さんが眉を上げて私を見る。

「思っていることを素直にって、たとえば？」

「た、たとえばですか？」

　興味津々の表情で身を乗り出され、考え込む。

「ええと、誠人さんに触られるとすごく気持ちがいいんですけど、気持ちよすぎてどうしていいのかわからないときは、ついダメとか嫌って言っちゃうんです。あと、甘えた声を聞かれるのは恥ずかしいのにどうしても声が我慢できないときとかも、もうやめてって泣いちゃうんですけど、本当は嫌なわけではなくて……」

　誠人さんの不満を解消したくて必死に考えながら真剣に話していると、誠人さんがこらえきれない、というように噴き出した。

　その笑顔を見て、一気に頬が熱くなる。

「か、からかってたんですか!?」

　私は真剣に考えていたのに！

　真っ赤な顔で目を見開いた私を見て、誠人さんは愛おしげに目を細める。

「あー、もうほんと、かわいすぎて困るね」

　つぶやきながら、私の体を抱き寄せた。

「詩乃ちゃん。愛してるよ」

　私のことをきつく抱きしめながらささやく誠人さんを、頬をふくらませて睨む。

「なかなか素直になれない不器用なところも、本当は俺のことが大好きなのにすぐに照れて意地を張っちゃうところも、がんばり屋で真面目なところも全部、大好きだよ」

　そう言って額に短いキスをしてくれる。

「私は、意地悪な誠人さんは嫌いです」

　かわいげなく意地を張ると、誠人さんは噴き出すように笑った。

「またそうやってひねくれたことを言ってるけど、尻尾が嘘だって揺れてるよ」

「えっ!?」

　誠人さんの言葉に、慌てて体をひねって自分の腰を見る。

　だけどそこに尻尾なんてなくて、「もう！」と誠人さんを睨んだ。でもいたずらっぽい笑みを浮かべる誠人さんが愛おしくて、胸がきゅんとしてしまう。

「愛してるよ、詩乃ちゃん」

　ささやかれ、頬をふくらませながら答える。

「私の方が、愛してます」

　意地っ張りな言葉に誠人さんはクスクスと肩を揺らして笑いながら、私のことをきつく抱きしめた。

「じゃあ、どっちの方が愛してるか、一生かけて勝負しようか」

「いいですよ。負けませんけど」

　そんなことを言いながら、ベッドの中でじゃれるように抱きしめ合い、数えきれないくらいキスをした。





ＥＮＤ












あとがき




　吾輩は猫である。名前はハチ。白と黒の毛並みの〝ハチワレ猫〟だからハチ。安易な名前だけど、大好きな詩乃ちゃんがつけてくれた名前だから気に入っている。

　ご主人様の詩乃ちゃんとは、まだ目も開かない子猫だった僕を拾ってくれたあの日から十七年間、ずっと一緒に暮らしてきた。

　感情を表に出すのが苦手な詩乃ちゃんが素直になれるのは僕の前だけで、悲しいときや寂しいときはいつも僕を抱きしめて弱音を吐くんだ。不器用な詩乃ちゃんを癒いやせる唯一の存在だということは、僕の誇りだった。

　だけどね、残念ながら人間と猫は寿命の長さが違う。できるならずっと詩乃ちゃんのそばで愚痴を聞いてあげたかったけど、どうやらそうもいかないみたいだ。僕は賢い猫だから、そろそろ自分の人生の終わりが近いことにちゃんと気づいてる。

　ねぇ、神様。もしいるならさ、ひとつだけ僕のお願いを聞いてくれないかな。

　あの意地っ張りで臆病な詩乃ちゃんに、素直な気持ちを伝える大切さを教えてあげてほしいんだ。だって、人生いつなにがあるかわからないのに、大切な人に気持ちを伝えそびれるなんて悲しいじゃない。

　ついでに僕の気持ちも、詩乃ちゃんに伝えてもらえたらうれしいな。十七年間たくさん愛してくれてありがとう。一緒にいられて幸せだったよって。

　たくさんのありがとうが、ちゃんと届きますように。




　あとがきになにを書けばいいのか迷って、この作品の陰の功労者であるハチの、詩乃ちゃんへの想いを綴つづってみました。

　今回からお世話になりました担当の鶴嶋さん。とっっっても素敵でかわいいイラストを描いてくださった花岡先生。スターツ出版の皆様をはじめ、このお話が一冊の本として読者様の手に届くまでの長い道のりに携わってくださったすべての方に、心から感謝しています。

　そして、たくさんの本の中から本作を手に取ってくださり、ありがとうございました。またいつか違うお話でお会いできるように、これからも楽しんで小説を書いていきたいと思います。





きたみ まゆ


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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